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序  

当研究所は、1920（大正9）年9月に内務省所管の栄養研究所（初代所長 佐伯矩）として創設され、1938（昭

和13）年に厚生省所管の研究所となりました。1948（昭和23）年には「国立栄養研究所」として、現在の新宿区

戸山に移設され、1989（平成元）年に、身体活動・運動に関する研究部門を加え、「国立健康・栄養研究所」と

なり、2001（平成13）年には独立行政法人化されています。 

 

これまで第1期中期計画、第2期中期計画を終え、2011(平成23)年度より第3期中期計画に入っています。『生

活習慣病予防のための運動と食事の併用効果に関する研究』『日本人の食生活の多様化と健康への影響、及び食生

活の改善施策に関する栄養疫学的研究』『｢健康食品｣を対象とした食品成分の有効性評価及び健康影響評価に関

する調査研究』『研究所の研究能力を向上させるための基礎的・独創的・萌芽的研究』『小児から高齢者までの

生涯にわたるライフステージに応じた間断ない食育をより効果的に推進するための調査研究』を重点調査研究項

目として位置づけ、外部評価委員会をはじめ、厚生労働省独立行政法人評価委員会、総務省政策評価・独立行政

法人評価委員会などの評価や助言を受けつつ、調査・研究・業務を遂行しております。  

 

当研究所では、食生活と栄養、食品、身体活動・運動をキーワードとして、一貫して国民の健康づくり、生活

習慣病の予防、食の安全・安心、QOLの向上、well-beingの確保に関する調査・研究を実施しています。研究者

のアクティビティは高く、一人当たりの競争的研究資金獲得額および論文引用回数は、国立研究機関中で上位に

あります。当研究所は、2011(平成 23)年 1 月に、Global Environmental Monitoring System（GEMS）の Food 

Institutionに認定されました。なお、WHO-CCについては、現在、正式申請中です。 

 

また、当研究所は、厚生労働省をはじめ、内閣府、消費者庁など、国の公共政策をサポートする業務を実施し

ております。毎年、厚生労働省とともに国民健康・栄養調査を行い、食事・栄養摂取状況、身体活動・運動状況、

生活習慣（喫煙・飲酒などを含む）状況を調べ、その動向と推移を報告しています。それは、日本人の食事摂取

基準および運動基準の策定に活かされ、学校、病院、各種施設の給食・調理の基準となり、食品添加物、農薬や

放射性物質などの摂取量・曝露量の把握といった食品の安全性評価・リスク管理に活用され、「健康日本21」「特

定健康診査・特定保健指導」の根拠となり、国民の健康状態を計るものさしになっています。また、健康食品の

許可試験・収去試験を行い、国民および専門職に対して、食品の有効性と安全性に関する情報を発信しておりま

す。 

 

2011（平成23）年3月11日に発生した東日本大震災の際に、当研究所は、さっそく大震災対策プロジェクト

チームを立ち上げ、日本栄養士会などと協働して、被災された方々および専門職に向けた「災害時の健康・栄養

について」の情報を発信し、現地でボランティア活動を行うなか、避難所別ニーズ調査を行い、厚生労働省と連

携して「避難所における栄養素摂取の参照量について」の情報を発出し、「被災者の健康・栄養支援のための調査」

などを実施いたしました。今後とも、被災された方々のQOLの向上、well-beingの確保をサポートする調査・研

究・業務に取り組んでまいります。 

 

ここに当研究所の調査研究業務内容を独立行政法人国立健康・栄養研究所研究報告書第60号（平成23年度）

としてまとめました。ご高覧のうえ、ご意見、ご助言等をいただければ幸いです。 

 

皆様には、今後とも一層のご支援とご指導を賜りますようお願い申し上げます。 

 

                平成24年3月31日 

独立行政法人  国立健康・栄養研究所 

理事長  徳 留 信 寛 
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Ⅰ 研 究 所 概 要 

 

1.平成 23 年度研究・業務の概況 
 当研究所は、平成 13(2001)年度より独立行政法人

となり、平成 23 年度は第 3 期中期計画(～平成 27 年

度)の初年度に当たる。人々の栄養･食生活、運動と健

康との関わりについて、基礎から応用に至るまでの調

査及び研究を包括的かつ国際的な水準で行い得る試験

研究機関として、「特にヒトを対象とした研究に関し

て、わが国の大学・研究機関の中心的存在として、総

合的・統合的な研究を推進するとともに、研究者を育

成する役割を果たす。厚生労働行政上の重要な健康･

栄養施策を推進する上で不可欠な科学的根拠を質の高

い研究によって示し、それらを専門的立場から要約し

て発信するとともに、健康科学･栄養学領域において、

アジア地域への貢献を含め、国際的なリーダーシップ

を担う」(中期目標)ことが、当研究所に求められる役

割である。 
 こうした目標を達成するために、国の生活習慣病対

策等の施策としてより効果的な反映が見込まれる次の

研究業務を重点的に行っている。 
・生活習慣病予防のための運動と食事の併用効果に関

する研究 
・日本人の食生活の多様化と健康への影響、及び食生

活の改善施策に関する栄養疫学的研究 
・「健康食品」を対象とした食品成分の有効性評価及

び健康影響評価に関する調査研究 
その他にも、外部の競争的研究資金を獲得して、関

連領域の基礎から応用、開発型の研究を行っている。

また、今後の新たな研究展開につながるような萌芽的

研究を若手研究者を中心に活発に行っている。(下表)

（表）外部研究費の獲得状況      （単位：千円） 
  

 
競争的研究費 受託研究費 

計 
補助金 助成金 受託契約 共同契約 寄付金

(件数) 
金額 

(件数)
金額

(件数) 
金額 

(件数) 
金額 

(件数)
金額

(件数)
金額

公 的 機 関 
主任 (25) 

142,318 
(2) 

8,901 
(-) 
- 

(-)
-

(27)
151,219

分担 (18) 
25,945 

  (18)
25,945

民間企業等 
主任  (3)

1,475
(4) 

4,875 
(13) 

26,578 
(-)
-

(20)
32,928

分担    

計 
(43) 

168,263 
(3)

1,475
(6) 

13,776 
(13) 

26,578 
(-)
-

(65)
210,092

 
 個々の研究内容及び研究成果の発表については、各

研究部/センターからの報告及び、研究成果の発表を

参照されたい。研究成果の公表実績の一部を下表にま

とめた。 
 （表）研究成果の公表実績 

原著論文 学会発表(招待講演) 学会発表(一般演題)

英文 和文 国際学会 国内学会 国際学会 国内学会

83 23 0 4 31 133 
 
 また、研究の成果を社会に還元し、国民の健康づく

りに役立てていただけるよう、情報センター(情報部

門)及び国際産学連携センター(対外部門)、並びに事

務部業務課が中心となって、ホームページ等を介した

情報提供、NR 事業、セミナー(一般及び専門家向け)、

研究所の公開（オープンハウス）等を行った。NR 事

業としては、平成 23 年 6 月に第 8 回 NR 認定試験を行

い、累計で 4,909 名の NR を世に送り出すとともに、6
年制薬学部在学生の薬学共用試験合格の資格で受験し

た者（大学卒業の届出により資格を附与する者）とし

て別に、362 名が合格している。 
また、有資格者へのフォローアップ研修を行った。 
なお、平成 22 年に厚生労働省が行った省内事業仕

分けの結果を踏まえ、第三者機関への移管先を一般社

団法人日本臨床栄養協会に決定し、移管先と協議を行

い、平成 27 年 7 月までに移管を終えることを合意し

た。 
 若手研究者の育成という観点からは、お茶の水女子

大学、東京農業大学、女子栄養大学、早稲田大学等と

の連携大学院や、全国の管理栄養士を養成する大学・

大学院での特別講義等を通じて、ネットワーク型の人

材育成を着実に進めてきた。また、国際協力について

もアジア太平洋諸国との間で栄養調査、栄養改善及び

健康づくり等に関する共同研究の中心的な役割を果た

すよう取り組んでいる。まず WHO の GEMS/Food プ

ログラム協力機関として食品安全に関連する食品摂取

量のデータを提出するとともに、WHO 研究協力セン

ター“Nutrition and Physical Activity”の設置に向けて

WHO への協力を強化している。「若手外国人研究者

招へい事業」では、マレーシアの研究者を受け入れ、

JICA の受託研修としては、「JICA 国別研修（エチオ

ピア）母子栄養改善プロジェクトカウンターパート本

邦研修」を受け入れた。外来特別セミナーを 3 回開催

し、米国のカルシウムとビタミン D の食事摂取基準

策定、韓国の国民健康・栄養調査、オーストラリアの

減塩戦略の専門家を招いて意見交換を行った。さらに、

平成 24 年 3 月には第 5 回アジア栄養ネットワークシ

ンポジウムを開催し、WHO 西太平洋地域事務局およ

びマレーシア、ベトナム、パプアニューギニア、日本

における母子栄養分野を中心とする Food security（フ

ードセキュリティ）改善に向けた取り組みについて議

論を深めた。 
 
 

2.評価委員会 
(1)外部評価委員会 

 下記の 9 名の委員で構成される国立健康･栄養研究

所外部評価委員会については、平成 24 年 3 月 12 日

(月)に平成 23 年度業務実績事後評価及び平成 24 年度

計画事前評価を行った。 
【委 員】 
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五十嵐脩 (神奈川工科大学教授)(委員長) 

伊藤 裕 (慶應義塾大学医学部教授) 

逢坂哲彌 (早稲田大学理工学術院 ナノ理工学研

究機構長) 

加藤則子 (国立保健医療科学院統括研究官) 

川島由起子 (聖マリアンナ医科大学病院栄養部長) 

下光輝一  (東京医科大学主任教授) 

林  清 ((独)農業･食品産業技術総合研究機構

食品総合研究所長) 

豊田正武 (実践女子大学教授) 

三保谷智子 (女子栄養大学出版部香川昇三・綾記

念展示室) 

(2)内部評価委員会 

 下記により構成される国立健康･栄養研究所内部研

究業務評価委員会については、平成 23 年 11 月 10 日

(木)に研究部／センター中間報告会を、平成 24 年 3
月 12 日(月)には平成 23 年度事後評価を行った。 
【委 員】 
金井雅利 (理事) 

岡山 明  (監事) 

千村 浩 (研究企画評価主幹) 

森田明美 (栄養疫学研究部長) 

宮地元彦 (健康増進研究部長) 

窪田直人 (臨床栄養研究部長) 

江﨑 治 (基礎栄養研究部長) 

石見佳子 (食品保健機能研究部長) 

梅垣敬三    (情報センター長) 

西 信雄    (国際産学連携センター長) 

吉田光男   (事務部長) 

 

 

3.研究所主催･共催セミナー 
(1)当研究所主催第 13 回一般公開セミナー 
主 題: 健やかな老後を迎えるための食生活と身体活

動 
日 時: 平成 24 年 2 月 25 日(土) 

場 所: よみうりホール(東京都千代田区) 

主 催: 独立行政法人国立健康･栄養研究所 

後 援: 厚生労働省、文部科学省、消費者庁、東京都、

千代田区、国立保健医療科学院、独立行政法

人国立国際医療研究センター、独立行政法人

国民生活センター、社団法人日本医師会、社

団法人日本フィットネス協会、社団法人日本

栄養士会、財団法人健康･体力づくり事業財

団、特定非営利活動法人日本健康運動指導士

会 
賛助企業: アサヒ飲料株式会社、株式会社伊藤園、大塚

製薬株式会社、オムロンヘルスケア株式会社、

花王株式会社、キッコーマン株式会社、協和

発酵バイオ株式会社、キリンホールディング

ス株式会社、サントリー食品インターナショ

ナル株式会社、株式会社ニチレイフーズ、日

清オイリオグループ株式会社、日本サプリメ

ント株式会社、日本製粉株式会社、日本豆乳

協会、ネスレ日本株式会社、パナソニック株

式会社、富士産業株式会社、不二製油株式会

社、フジッコ株式会社、株式会社ヤクルト本

社、株式会社山田養蜂場、株式会社リコム、

株式会社ルネサンス 
プログラム: 
○研究所の活動報告(金井雅利) 
(基調講演)生活習慣病の予防とつきあい方 

（徳留信寛） 

(講演 1)元気になる食事 

（髙田和子） 

(講演 2)骨粗しょう症を予防する生活習慣 

（石見佳子） 

(講演 3)メタボとロコモを予防する運動・身体活動 

（宮地元彦） 

コーディネーター：西 信雄 

 

(2)当研究所主催専門家向けセミナー 

日時・場所：平成 23 年  9 月  1 日（木）（愛知県） 
平成 23 年  9 月  5 日（月）（福岡県） 
平成 23 年  9 月 26 日（月）（兵庫県） 
平成 23 年 10 月  5 日（水）（東京都） 

（講義内容） 
（講義 1）「栄養摂取状況調査の進め方」 
（講義 2）「食品番号表の使用方法（食品の選択と番号 

化について）」 
（演習） 食事調査聞き取りのポイント 
（講義・演習）食事しらべの使用方法 
（質疑応答・意見交換） 
 
 

4.意見交換会 

【関係団体】 

（1）一般社団法人日本臨床栄養協会 

  日時：平成 23 年 9 月 21 日（水） 

  議題：栄養情報担当者(NR)および協会のサプリメン

トアドバイザーの今後について 

NR 移管のためのプロセスについて 

（2）独立行政法人国民生活センター 

日時：平成 23 年 11 月 21 日（月） 

議題：国立健康・栄養研究所における健康食品関連

の業務について 

栄養成分表示検討会のとりまとめについて 

国民生活センターにおける健康食品関連の業

務について 

国立健康・栄養研究所の統合について 

葉酸の健康食品について 

（3）独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構食
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品総合研究所 

日時：平成 23 年 12 月 26 日（月） 

議題：平成 23 年度食品総合研究所の動向について

平成 23 年度国立健康・栄養研究所の動向に

ついて 

（4）社団法人日本栄養士会 

日時：平成 24 年 1 月 27 日（金） 

議題：平成 23 年度および平成 24 年度以降の事業協

力、連携に関して 

東日本大震災での連携に関して 

運動基準の普及啓発に関して 

健康食品や特別用途食品に関する情報提供の

現状報告 

（5）国立保健医療科学院 

日時：平成 24 年 2 月 28 日（火） 

議題：１年間の動向について 

東日本大震災被災者健康調査における協力に

ついて 

国際協力の状況について 

（6）財団法人健康・体力づくり事業財団 

日時：平成 24 年 3 月 23 日（金） 

議題：研究所の動向について 

運動基準・指針の改定について 

健康日本 21 と特定健診・保健指導の見直し

について 

【行政機関】 

（1）厚生労働省医薬食品局食品安全部基準審査課 

新開発食品保健対策室 

日時：平成 24 年 2 月 2 日（木） 

議題：研究所が運営している「健康食品の安全性・

有効性情報」データベースについて 

（2）消費者庁食品表示課 

日時：平成 24 年 1 月 26 日（木） 

議題：収去試験について 

分析方法の改訂について 

（3）内閣府食育推進室 

日時：平成 24 年 3 月 5 日（月） 

議題：政府の食育施策推進方針について 

食育研究室の今後の研究実施方針について 

政府の施策推進に対する食育研究室の技術的

支援の可能性について 

（4）厚生労働省健康局総務課生活習慣病対策室 

日時：平成 24 年 3 月 19 日（月） 

議題：運動ガイドライン 2011 の策定について 

平成 24 年国民健康・栄養調査について 

次期 2015 年版の食事摂取基準の策定につい

て 

 

 

5.研究倫理審査委員会 
 研究倫理審査委員会の各部会において、以下の課題

について、研究計画の倫理的妥当性等を審査した。 
(1)ヒトゲノム･遺伝子解析研究部会 

・申請なし 
(2)実験動物研究部会 

・食品中の栄養素等の生理機能の評価並びに表示との

関係に関する基礎的調査研究 
・視床下部腹内側核破壊動物の肥満病態に関する研究 
・熱産生における脳および消化管ペプチドの役割 
・睡眠とエネルギー代謝調節の脳機構の研究 
・男性骨粗鬆症に対する大豆イソフラボン代謝産物の

作用とその作用機序の解明 
・アスリート女性の骨粗鬆症予防のための栄養生理学

的研究 
・健康食品の安心・安全な利用に関する評価検討 
・肝臓、視床下部とマクロファージにおけるインスリ

ン受容体基質（Irs）の役割について 
・血管内皮細胞と膵β細胞における IRS-2 の役割につ

いて 
・筋萎縮発症機序の解明 
・運動による生活習慣病予防機序の解明 
・肝臓における脂質代謝・合成の制御による生活習慣

病予防法の開発 
・特定栄養素欠乏による脳血管障害への影響およびそ

のメカニズムの解明 
・健康食品素材に関する有効性と安全性の検討 
・抗酸化物質大量摂取時の安全性評価：運動の有用作

用に及ぼす影響 
 (3)疫学研究部会 

・日本人の食育の意識に関する研究（食育の文化的な

分野の統一的見解分析） 
・スポーツ選手の身体活動レベルの個人差の要因の検

討  
・施設入所高齢者における栄養摂取量、活動量が身体

組成や体力に与える影響 
・計測者及び器具の違いによる身体計測値の精度の比

較 

・脊髄損傷者の体組成把握を目指したインピーダンス

法の応用に関する研究：健常者を対象とした予備的

検討 
・３次元加速度計による自転車活動の評価法の開発 
・パプアニューギニアの都市と農村における母子の体

格と食事摂取状況の関連 
・胸部に装着した加速度計・心拍計を用いた身体活動

判別法および身体活動強度推定法の検討 
・妊婦の葉酸サプリメント利用に関するアンケート 
・日本人糖尿病患者に於ける食事、運動量の評価のた
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めの予備的研究 
・栄養分野の国際保健協力人材のキャリアパスに関す

るアンケート調査 
・連続的または断続的な身体活動脂質利用及び食欲に

及ぼす影響 
・東日本大震災被災者健康調査における生活習慣調査

票の妥当性及び再現性の研究 
・健康食品に対する意識調査 
 

【ヒトゲノム･遺伝子解析研究部会委員名簿】 
金井雅利 (理事：委員長) 

稲葉 裕 (実践女子大学教授) 

後藤田貴也 (東京大学医学部附属病院准教授) 

辻 誠治  (日本女子大学附属豊明小学校教諭) 

千村 浩  (研究企画評価主幹) 

森田明美 (栄養疫学研究部長) 

窪田直人 (臨床栄養研究部長) 

江﨑 治 (基礎栄養研究部長) 

【実験動物研究部会委員名簿】 
 江﨑 治  (基礎栄養研究部長：委員長) 

大坂寿雅  (健康増進研究部上級研究員) 

 窪田哲也  (臨床栄養研究部栄養療法研究室長) 

  永田純一  (食品保健機能研究部食品分析研究室長) 

【疫学研究部会委員名簿】 
 森田明美  (栄養疫学研究部長：委員長) 

 稲葉 裕  (実践女子大学教授) 

辻 誠治  (日本女子大学附属豊明小学校教諭) 

大前和幸  (慶應義塾大学教授) 

田中茂穂  (健康増進研究部エネルギー代謝研究

室長) 

石見佳子  (食品保健機能研究部長) 

窪田哲也  (臨床栄養研究部栄養療法研究室長) 

髙田和子  (栄養教育研究部栄養ケア・マネジメ

ント研究室長) 

 

 

6.栄養情報担当者(ＮＲ)の養成 
(1)第８回栄養情報担当者認定試験 

 日 時: 平成 23 年 6 月 12 日(日) 

 場 所: 日本大学(東京都千代田区) 
     TKP 大阪梅田ビジネスセンター(大阪府大

阪市福島区) 

 受験者数:  941 名 
  合格者数:  583 名 
(2)第９回栄養情報担当者認定試験受験資格確認試験 

 日 時: 平成 23 年 11 月 13 日(日) 

 場 所: 日本大学(東京都千代田区) 
 関西大学(大阪府吹田市) 

 受験者数: 163 名 
 合格者数:  68 名 
(3)栄養情報担当者(ＮＲ)研修会の開催 

 大 阪 会 場: 平成 23 年 10 月 16 日(日) 

 東 京 会 場: 平成 23 年 1 0 月 2 2 日 (土 ) 

 仙 台 会 場: 平成 23 年 10 月 30 日(日) 

 福 岡 会 場: 平成 23 年 11 月 26 日(土) 
 名 古 屋 会 場: 平成 23 年 12 月  4 日(日) 
 岡 山 会 場: 平成 23 年 12 月 11 日(日) 

 

 

7.連携大学院 
(1)国立大学法人お茶の水女子大学 
(2)東京農業大学大学院 
(3)女子栄養大学大学院 
(4)早稲田大学スポーツ科学学術院 
(5)名古屋市立大学大学院 
(6)福岡女子大学 
(7)東京農工大学 
(8)聖徳大学 

 
 

8.他の研究機関等との連携 
(1)国民生活センター 
(2)宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ） 
(3)国立医薬品食品衛生研究所 
(4)国立極地研究所 
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Ⅱ 研究･業務の進捗及び成果の概要 

栄養疫学研究部 
 
 
１．研究部／研究室の概要 
（１）研究部の概要 

栄養疫学に関する基礎ならびに応用研究を行い、日本

人の食生活の多様化と健康への影響を明らかにするとと

もに、わが国の公衆栄養行政に不可欠な科学的根拠を提

供する。具体的には、国民健康･栄養調査の集計業務を

担当するとともに、結果の質の向上をめざした環境整備

や基礎研究を行う。また、食事摂取基準の改定において

必要とされる学術的資料を作成するとともに、そのため

の基礎研究を行う。 

 

（２）研究室の概要 

ａ．国民健康・栄養調査研究室 

・当研究所の法定業務である国民健康・栄養調査の集計

業務を担当する。 
・国民健康・栄養調査等における調査精度の向上や技術

的・学術的なレベルアップに寄与できる調査・研究等

を実施する。 
・都道府県、政令市、中核市、特別区等に勤務する行政

栄養士を中心に関連する事柄について研修や情報提供

等の支援業務を行う。 
 

ｂ．食事摂取基準研究室 

・５年ごとに改定されている「日本人の食事摂取基準」

の策定に必要な栄養学的知見を系統的、かつ、網羅的

に収集、蓄積、解読し、策定の効率化と質の向上の一

助とする。 

・日本人の食事摂取基準の策定に資する基礎資料を得る

ための、ヒトを対象とした栄養疫学研究を実施する。 

 

（３）構成メンバー 

 研究部長： 

森田明美 

 研究室長： 

西 信雄 （国民健康･栄養調査／併任） 

笠岡（坪山）宜代 （食事摂取基準） 

 研究員： 

野末みほ 

猿倉薫子 

中出麻紀子 

坪田 恵 

 特別研究員： 

今井絵理 

 客員研究員： 

佐々木敏 （東京大学） 

渡邊 昌 （生命科学振興会） 

由田克士 （大阪市立大学） 

中谷友樹 （立命館大学）  

協力研究員： 

黒谷佳代 （国立国際医療研究センター） 
後藤麻貴 （国立国際医療研究センター） 
後藤 温 （国立国際医療研究センター） 

鈴木 望 （慶應義塾大学） 

河嶋伸久 （東京農業大学） 

細川裕子  （目白大学） 

菊池有利子 （ミネソタ大学） 

 技術補助員： 

大野尚子、福羅由美、鈴木洋子、峯 恵美（～7

月）、中山真樹（12 月～）、近藤明子、後藤千春、 

瀧沢あす香、中村紗矢香（８月～）、吉田和枝

（７月～）、工藤廣枝（～６月） 

 研修生： 

小林さより（前年度より） 

福元梓（前年度より） 

片桐諒子（９月～） 

玉木優花（９月５日～２２日） 

小原尚子（１１月～） 

伊勢さとみ（８月～） 

神田千緩（８月～） 

孫田みなみ（１１月～） 

菅愛実（１１月～） 

    
２．年度計画 
ａ．国民健康・栄養調査研究室 

・「健康日本２１」の最終評価及び次期「健康づくり運

動」の策定に向けて、国民健康・栄養調査の機能強化

とデータ利活用を通じて、個人の生活習慣の改善を環

境面から支援するための施策に資する研究を行う。 

・国民健康・栄養調査の集計業務については、より一層

の効率化と結果公表までの期間の迅速化を図るととも

に、調査対象者への結果の返却を速やかに行うように

努める。 

・国民健康・栄養調査や自治体が独自に実施する健康・

栄養調査における調査担当者等に対して、講習や情報

提供などを通じて積極的な技術支援を行う。 

・健康・栄養調査業務支援ソフト「食事しらべ」（2011

年版）を作成し、業務の短縮化や経費節減への取り組

みを前進させる。 

・健康・栄養調査全般に関わる高度化並びに精度管理に

関する研究を行う。 

・栄養調査成績を中心とした各種データを用いた疫学研

究を行う。 

・健康・栄養調査と関連した日本人の食事摂取基準の活

用に関する研究にも取り組む。 
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ｂ．食事摂取基準研究室 

・日本人の食事摂取基準（2010 年版）の策定において参

照された文献について、引き続き各ワーキンググルー

プメンバーから収集・分類・整理し、データベースへ

の登録・管理作業を行う。 

・今後の食事摂取基準改定において、策定の効率化およ

び更なる内容の向上を目的として、収集した文献のエ

ビデンステーブルを作成、報告を行う。 

・国内外の研究者に向けた食事摂取基準の情報発信を目

的として、ホームページや書籍等を介した普及啓発を

行う。さらに、日本人の食事摂取基準（2010 年版）

の世界への発信を目的として、英語版概要の完成を目

指す。 

・2010 年版の食事摂取基準の策定においてエビデンス

が不足していた部分についての栄養疫学研究および実

験栄養学的研究を他機関と共同で実施し、今後の食事

摂取基準の策定に資するエビデンスの構築を進める。 

・地域在住高齢者及び介護施設入所者の栄養摂取状況や

ビタミン・ミネラル栄養状態の調査を継続する。 

 

３．進捗状況（成果） 
ａ．国民健康・栄養調査研究室 

●平成 22 年国民健康・栄養調査の集計 

・平成 22 年国民健康・栄養調査について、基本集計表

一式を平成 23 年 8月 25 日に厚生労働省健康局総務課

生活習慣病対策室へ提出した。すべての自治体からの

調査票を受け取ってから、7か月と 1日後であった。 

●平成 23 年国民健康・栄養調査の集計 

・平成 23 年国民健康・栄養調査については、各自治体

からの調査票の提出を確認後､順次集計作業を開始・

継続している。 

●健康・栄養調査業務支援ソフトウエア「食事しらべ

（2009 年版）（確定版）」の改訂と普及 

・国民健康・栄養調査を実施する自治体担当者用説明資

料を作成するとともに、栄養摂取状況調査ならびに身

体状況調査に対応したソフトウエア(「食事しらべ

（2009 年版）」（確定版）®)を改訂した。本年度は「食

事しらべ」を使用してデータを提出するよう厚生労働

省から各保健所（自治体）に要請があったため、この

改訂版（食事しらべ 2011 年版）の配布を行った。 

・当研究所のホームページ上に平成 23 年国民健康・栄

養調査の円滑な遂行と精度管理ならびに標準化が得ら

れるよう、必要な情報を掲載した。また、「栄養摂取

状況調査のための標準的図版ツール（2009 年版）（確

定版）」と「重量目安表」、調査対象世帯向けの「国民

健康・栄養調査説明のための資料」を改訂し、希望す

る自治体へ配布した。 

●健康・栄養調査技術研修セミナーの開催 

・都道府県、政令市、中核市、特別区等に勤務する行政

栄養士を対象とした「健康・栄養調査技術研修セミナ

ー」を平成 23 年 9 月から 10 月にかけて東京都、愛知

県、兵庫県、福岡県で計 4 回開催し、延べ 231 名の参

加があった。 

●平成 23 年国民健康・栄養調査及び各自治体等が実施

する健康・栄養調査に関する情報提供 

・保健所を設置している地方自治体、関連学会、関連団

体等に対する技術的支援を行った。 

●厚生労働省健康局総務課生活習慣病対策室との連携 

・平成 23 年国民健康・栄養調査の企画、各種調査票の

設計、食品番号表・調査必携の作成並びに厚生労働省

が開催している担当者会議の内容等に関して、必要に

応じ生活習慣病対策室と連携し、適切な調査が実施さ

れるよう最大限の対応を行った。 

 

ｂ．食事摂取基準研究室 

・業務内容を整理・統合し、3 本柱の戦略プランを作成

した。 

●日本人の食事摂取基準(2010 年版)策定・普及・啓発 

・食事摂取基準策定に参考にされた文献のデータベース

を構築し、昨年 11 月に策定スタッフ向けデータベー

スを公開した（情報センターとの共同開発）。 

・次期の「日本人の食事摂取基準」（2015 年版）策定に

むけて、食事摂取基準研究事務局を設置し、厚生労働

省、各機関と連携し策定方針の検討を開始した。 

・2010 年版の食事摂取基準の策定においてエビデンスが

不足していた部分についての栄養疫学研究および実験

栄養学的研究を他機関と共同で実施し、今後の食事摂

取基準の策定に資するエビデンスの構築を進めた。 

・現行の「日本人の食事摂取基準」（2010 年版）の普

及・啓発のため、当研究所監修の「ポケット食事摂取

基準」を出版した。研究成果発表会（参加者 102 名）

の開催、各地方自治体などが主催する講習会への講師

派遣、現場レベルでの活用支援も実施した。 

・世界へ向けた「日本人の食事摂取基準」（2010 年版）

の発信を目的として、英語版概要を作成した（３月公

開予定）。 

●栄養素摂取状況と健康状態に関する栄養疫学研究 

・地域在宅高齢者を対象とした高次生活機能低下に関わ

る要因分析からは、喫煙習慣があること、運動習慣が

ないことが将来の機能低下の有意なリスク要因となる

ことが、外食行動が機能維持の予防因子となることが

判明した。一方、栄養素摂取と高次生活機能低下との

関連では、総たんぱく質の高摂取，とりわけ動物由来

たんぱく質の高摂取は地域在住高齢者において７年後

の高次生活機能維持に寄与していた。 

・介護予防のための健診で、地域在住 75 歳以上高齢者

の栄養摂取を検討したところ、食品・栄養素ともおお

むね良好な摂取状況であることが明らかになった。 

・食事摂取基準の活用者である栄養士の職域について諸

外国調査を実施し、欧米では病院が主要な職域であっ

たが、日本は事業所や福祉施設が多く、活用内容が異

なる可能性が示唆された。 

・人間ドック受信者を対象とした大規模コホート研究を

継続し、約 3,800 名のコホート参加者を得、食事・身

体活動・食行動意識、心理的要因・遺伝要因等と生活

習慣病発症との関連性について明らかにした。 

●東日本大震災への対応 

・東日本大震災の対応として、厚生労働省が発出した

「避難所における食事提供の計画･評価のために当面

の目標とする栄養の参照量（発災 1～3 ヶ月）」、「避難

所における食事提供の評価･計画のための栄養の参照
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量（発災 3 ヶ月～）」の策定に全面協力した。被災地

での活用に向け、栄養参照量に対応した食品構成およ

び食品具体例を作成し、関係機関に配布するとともに

HP にて情報発信を行った（研究所内各部署、日本栄養

士会等と協力）。 
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健康増進研究部 

 
 
１．研究部／研究室の概要 
（１）研究部概要 

健康増進研究部は、（独）国立健康・栄養研究所第三

期中期計画に示された、生活習慣病予防のための運動と

食事の併用効果に関する研究を行う。 

これは、運動・身体活動や適切な食事による生活習慣

病の一次予防、身体活動や食事といった環境因子と遺伝

的因子の相互作用の解明、並びに運動と食事とによるテ

ーラーメード予防法に関して、ヒトや集団を対象とした

調査・実験を行うものである。 

特に、ａ．運動基準・指針、食事摂取基準等の改定の

ための科学的根拠を提示する、ｂ．遺伝因子と各栄養素

摂取量、身体活動量、エネルギー代謝等との関係を明ら

かにし、生活習慣病発症の遺伝、環境リスクの相互作用

を解明することを目的とする。 

 

（２）研究室の概要 

ａ．運動ガイドライン研究室 

 厚生労働省の「健康づくりのための運動基準」や「健

康づくりのための運動指針（エクササイズガイド）」の

策定・改定及びその普及・啓発に資する研究・調査並び

に、それらを活用した生活習慣病予防の方策に関する以

下の研究・調査を実施する。 

・「健康づくりのための運動基準ならびに運動指針」作

成・改定のための文献収集並びに検討（システマティ

ックレビュー）を行う。 

・「健康づくりのための運動基準 2006」に示された生活

習慣病予防のために必要な身体活動量・運動量・体力

の基準の妥当性を検討するための大規模無作為割付介

入研究を行う。 

・身体活動量の多寡に関連する遺伝要因の解明と、環境

要因との相互作用について検討する。 

・肉体疲労あるいは精神疲労を、早期発見あるいは回復

経過を明らかに出来るようにし、適切な「休養」を取

る事で「運動」による継続的な健康増進が可能となる

ような研究を行う。 

 

ｂ．エネルギー代謝研究室 

厚生労働省の「日本人の食事摂取基準」における推定

エネルギー必要量、および「健康づくりのための運動基

準」と「健康づくりのための運動指針(エクササイズガ

イド)」における身体活動量･運動量の把握に資する研究

として、以下の調査･研究を行う。 

・エネルギー消費量の推定法、および身体活動・運動の

定量化の方法を開発する。 

・身体活動レベルに寄与する活動強度や活動内容を対象

特性別に明らかにする。 

・身体活動がエネルギー代謝や基質代謝に及ぼす影響を

明らかにする。 

・エネルギー消費と肥満を制御する脳機構を明らかにす

る。 

 

（３）構成メンバー 

 研究部長： 

   芝池伸彰（５月まで）宮地元彦（６月から） 

 研究室長： 

   宮地元彦（運動ガイドライン研究室長併任） 

田中茂穂（エネルギー代謝研究室） 

 主席研究員： 

   熊江隆 

 上級研究員： 

髙田和子（5月まで） 

大坂寿雅 

特別研究員： 

村上晴香（運動ガイドライン研究室） 

中江悟司（エネルギー代謝研究室） 

 流動研究員： 

田中憲子（日本学術振興会特別研究員） 

小林澄誉子（日本学術振興会特別研究員） 

大河原一憲（日本学術振興会特別研究員）（平成

23 年 12 月まで） 

客員研究員： 

田畑泉（立命館大学） 

大森豊緑（名古屋市立大学） 

吉武裕（鹿屋体育大学） 

真田樹義（立命館大学） 

家光素行（立命館大学） 

山元健太（南テキサス大学） 

福典之（東京都健康長寿医療センター研究所） 

谷本道哉（近畿大学） 

二見 順（東日本国際大学） 

田中千晶（桜美林大学） 

引原有輝（千葉工業大学） 

緑川泰史（桜美林大学） 

大島秀武（流通科学大学） 

稲山貴代（首都大学東京） 

大河原一憲（電気通信大学）（H24 年 1 月より） 

 協力研究員： 

河野寛（早稲田大学） 

片山利恵（NPO 法人健康早稲田の杜） 

高山光尚（日本事務器） 

島田美惠子（千葉県立保健医療大学） 

大森由実（神奈川工科大学） 

濱嵜秀崇（国立国際医療センター） 

森本友紀恵（NPO 法人健康早稲田の杜） 

鈴木洋子（株式会社ウェル・ビーイング） 

技術補助員： 

吉池秀之、広佐古愛湖、川上諒子、佐々木梓、塙

智史、久保絵里子、林美由紀、小暮寛子、三宅理

江子、安藤貴史 

 研修生： 

古泉佳代（横浜国立大学） 
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２．年度計画 
ａ．運動ガイドライン研究室 

・運動基準やエクササイズガイドで示された運動･身体

活動量の妥当性を検討するための大規模介入研究にお

いて、1000 名以上の被験者登録を達成し、介入・追跡

を実施する。 

・運動基準・エクササイズガイド改定のための系統的文

献レビューを実施する。 

・健康日本 21 の最終評価の結果を次期国民健康づくり

運動のプラン策定に活かすために、個人の身体活動量

に影響する要因を遺伝と環境の両面から検討する。 

 

ｂ．エネルギー代謝研究室 

・様々な特性（職業、運動習慣、生活地域、年齢など）

を有する成人および小児を対象に、二重標識水法を用

いて、1 日当たりの身体活動レベルおよび総エネルギ

ー消費量のデータを蓄積する。それにより、食事摂取

基準における推定エネルギー必要量の改定に資する資

料を提供する。 

・ヒューマンカロリメーターや活動量計などを用いて、

身体活動レベルや総エネルギー消費量およびエネルギ

ーバランスの変動要因を特定することにより、肥満の

予防や解消に寄与する知見を獲得する。 

・ラット及びマウスを用い、エネルギー代謝調節および

肥満制御の脳機構を明らかにする。 

 
３．進捗状況（成果） 
ａ．運動ガイドライン研究室 

・運動基準・エクササイズガイド改定のためのシステマ

ティックレビューを実施し、207 本の大規模前向きコ

ホート研究を精読し、メタ解析した。その結果をもと

に、１)現在の基準値の妥当性の再検討、２）70 歳以

上の基準の策定の可能性、３）わかりやすい基準の提

示、４）全身持久力以外の体力の基準値提示の可能性

などを検討している。 

・運動基準 2006 で示された運動･身体活動量 23Ex の妥

当性を検討するための大規模介入研究において、平成

23 年 12 月末日の時点で約 975 名の割り付けと介入が

終了し、現在も参加者の増加に取り組んでいる。その

ベースラインのデータから、我が国のサルコペニア

（筋肉減弱症）基準値を提示し、その簡便な推定法の

提案に関する研究が“平成 23 年度日本体力医学会

賞”を受賞した。 

・運動基準 2006 で示された運動･身体活動量 23Ex の妥

当性を検討するための大規模介入研究において、２年

間の介入期間の分析から、活動量計を用いた介入を受

けた身体活動介入群において、身体活動量の平均値が

基準値である 23Ex/週を超え、介入期間が過ぎた 2 年

目でもその量が維持されていることが明らかとなった。

また、2 年間の身体活動介入群の腰痛有訴率が対照群

より有意に低いことが明らかとなった。 

・運動基準・エクササイズガイドの身体活動量基準値で

ある週 23Ex が歩数に換算すると 1 日 8500 歩〜10000

歩程度であること、1 日 50 分から 1 時間程度の活動時

間に相当することを明らかにした。 

・身体活動の多寡に関連する遺伝的要因を明らかにする

ため、大規模前向き研究参加者の遺伝子多型を網羅的

に分析し、脳内における軸索誘導や神経伝達物質の開

口、免疫、ステロイド代謝等に関わる遺伝子の多型が

候補遺伝子として選ばれた。また、環境要因を検討す

るために環境と身体活動に関するシステマティックレ

ビューを実施した。 

・スポーツ選手の疲労と疲労感の評価方法の検討ならび

にスポーツ現場での疲労・疲労感の発現に関する研究

を実施した。 

 

ｂ．エネルギー代謝研究室 

・二重標識水（DLW）法によるデータベースに、事務職

で運動習慣のない成人のデータを新たに加え、職種・

運動習慣・地域特性を考慮した身体活動レベルの推定

法の検討を進めている。中学生については、神奈川県

に続き、都内と茨城県で DLW 法を用いた調査結果の分

析を行っている。また、3 次元加速度計を用いて小学

生における総エネルギー消費量を、子ども用の質問票

を用いて中学生における中強度以上の身体活動量（メ

ッツ・分）や身体活動時間を、比較的正確に推定でき

ることが明らかとなった。 

・39 名の幼児を対象として得られた、10 種類の身体活

動（座位活動～遊び～歩・走行）における加速度およ

び呼気分析のデータから、加速度計を用いた活動強度

（メッツ）の推定法を検討している。また、成人を対

象に、加速度等の生体情報などから、身体活動の強度

のみならず活動の種類の分類も可能な活動計の開発を

進めている。 

・歩数は中高強度活動時間の指標となり得るが、職種に

よって、両者の関係に違いがみられるという結果を得

た 。 ま た “ How many steps are enough? For 

Children and Adolescents” （＝身体活動ガイドラ

インの中強度活動時間に相当する歩数）の系統的レビ

ューに加わった。小学生においては、歩・走行以外の

生活活動の時間には差がみられず、歩・走行活動時間

に男女差がみられた。 

・糖尿病群の基礎代謝量は、非糖尿病群や境界型群より

約 7%高かった。また、最大酸素摂取量の高い者（長距

離ランナー）における睡眠時代謝量を、ヒューマンカ

ロリメーターおよび MRI 法を用いた組織・臓器重量の

推定により検討している。ヒューマンカロリメーター

および 3 次元加速度計を用いて、食事による産熱の評

価法確立のための検討や、身体活動の連続性が脂質酸

化量や食欲に与える影響についての検討も進めている。 

・低酸素環境下での熱産生の抑制と体温低下の脳機構と

して、視床下部の終板器官周囲部への求心性ノルアド

レナリン神経活動の高進と、それによる一酸化窒素放

出が重要であることを明らかにした。 

・視床下部腹内側破壊マウスにおいて腹部臓器の細胞増

殖がおきること、肝切除後の再生が促進されることを

明らかにした。 
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臨床栄養研究部 

 
 
１．研究部／研究室の概要 
（１）研究部の概要 

臨床栄養研究部は、「重点調査研究に関する事項」の

「生活習慣病予防のための運動と食事の併用効果に関す

る研究」に対応し、運動･身体活動による生活習慣病の

一次予防、食事と遺伝的因子の相互作用の解明並びに運

動と食事とによるテーラーメード予防法に関して、ヒト

を対象とした試験、動物や細胞等を用いた研究を行う。

近年、我が国において糖尿病患者は増加の一途をたどり、

罹患者数は約 890 万人を数えるに到っている。糖尿病は

高齢者における主要な疾患の 1 つであり、糖尿病に肥

満･高脂血症･高血圧が合併するメタボリックシンドロー

ムは動脈硬化を促進し、心筋梗塞･脳卒中のリスク増大

を介して日本人の健康寿命を短縮する最大の原因となっ

ている。糖尿病などの生活習慣病は、複数の遺伝因子に

加えて環境要因が組み合わさって発症する多因子病であ

り、その 1 つ 1 つの因子は単独では生活習慣病を発症さ

せる効果は弱いが、複数の因子が組み合わさって生活習

慣病を発症させると考えられている。また近年の我が国

における糖尿病患者数の急増については、日本人が欧米

人に比べ、膵β細胞のインスリン分泌能が低い(遺伝的

素因)ために、高脂肪食などの食事内容の欧米化や運動

量の低下といった変化(生活習慣要因)による肥満･イン

スリン抵抗性状態に対して、膵β細胞がこれを十分に代

償できないことがその一因と考えられている。このよう

な生活習慣病の特性を踏まえて、本プログラムでは糖尿

病や動脈硬化症の発症･進展の遺伝的要因、環境要因並

びにその分子メカニズムを解明する。 

  
（２）研究室の概要 

ａ．メタボリックシンドローム研究室 

生活習慣病を効果的に予防するためには、生活習慣病

の根本的な分子病態の解明とそれに立脚した生活習慣へ

の介入が必須である。現在急増している 2 型糖尿病は、

複数の遺伝因子に加えて環境要因が組み合わさって発症

する多因子病である。そこで本プロジェクトは、2 型糖

尿病を発症しやすくする遺伝子多型を同定し、その機能

が未知のものに対しては、動物モデルを用いて解析する。

また半定量食品摂取頻度調査に基づいた個々人の各栄養

素摂取量並びに身体活動量と、これまでに同定した２型

糖尿病を発症しやすくする遺伝子多型の組み合わせが、

肥満度や血糖値などの臨床指標にどのように影響を及ぼ

しているか、コホート集団を対象に調査・解析する。 
 

ｂ．栄養療法研究室 

近年の我が国における糖尿病患者数の急増については、

高脂肪食に代表される食習慣の欧米化や車の普及などに

よる運動不足といった生活習慣に基因する肥満・インス

リン抵抗性に対して、膵β細胞がこれを十分に代償でき

ないことがその一因と考えられている。そこで、本プロ

ジェクトでは高脂肪食負荷に伴うインスリン抵抗性と代

償性のインスリン分泌増加の分子メカニズムについてモ

デル動物を用いて詳細に検討する。 
 

（３）構成メンバー 

研究部長： 

窪田直人 

室長： 

原 一雄 （メタボリックシンドローム研究室） 
窪田哲也 （栄養療法研究室） 

  任期付研究員： 

    井上真理子 

特別研究員： 

諏訪内浩紹 

客員研究員： 

門脇 孝 （東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科） 

門脇弘子 （国際医療福祉大学臨床医学研究セン

ター教授） 

野田光彦 （国立国際医療研究センター戸山病院

糖尿病・代謝症候群診療部長） 
協力研究員： 

眞鍋一郎 （東京大学医学系研究科循環器内科） 

松下由実 （国立国際医療研究センター研究所･

国際保健医療研究部国際疫学研究室

長） 

流動研究員： 

高本偉碩 （東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科） 

粟澤元晴 （東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科） 

技術補助員： 

本村寿子、加藤美智子(5 月まで)、 

野崎江里子(6 月から) 

研修生： 

泉 和生 （財団法人国際協力医学研究振興財

団） 

加藤昌之 （財団法人国際協力医学研究振興財

団） 

勝山修行 （東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科） 

小島敏弥 （東京大学医学系研究科循環器内科） 

浅野智子 （東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科） 

小畑淳史 （東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科） 

林 高則 （東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科） 

岩村智勝 （東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科） 

佐藤寛之 （東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科） 



 

 Ⅱ 研究･業務の進捗及び成果の概要 15

桜井賛孝 （東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科） 

横田光祐 （東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科）（6月から） 

 
２．年度計画 
ａ．メタボリックシンドローム研究室 

●新規の 2 型糖尿病感受性遺伝子の同定と各栄養素摂

取量と遺伝子多型の相互作用の検討 

これまでに罹患同胞対法を用いた全ゲノム解析、候補

遺伝子アプローチを組み合わせた統合的解析や GWAS に

よって PPARγ遺伝子、アディポネクチン遺伝子、PGC-1

遺伝子、AMPKα２サブユニット遺伝子、HNF4α遺伝子、

TCF7L2 遺伝子、HHEX 遺伝子、KCNQ1 遺伝子、UBE2E2 遺

伝子、C2CD4A/B 遺伝子が、日本人における 2 型糖尿病感

受性遺伝子であることを明らかにした。しかしこれらの

遺伝子を含め今までに明らかにされた 2 型糖尿病感受性

遺伝子は、2 型糖尿病の発症の 25%しか説明することが

できない。そこで本年度は、さらに未知の 2 型糖尿病感

受性遺伝子を明らかにする。また糖尿病をはじめとする

生活習慣病は遺伝素因に環境因子の影響が組み合わさっ

て発症する多因子病であり、個々人の易罹患性を予測す

るためには、個々の遺伝素因と環境因子に加えて遺伝素

因・環境因子の相互作用を考慮に入れた解析を行いその

データに立脚した易罹患性予測式を構築する必要がある。

これまでアディポネクチン遺伝子多型は肥満者でより強

く血中アディポネクチン値に影響を与えていることを明

らかにしているが、本研究室では、これまでに明らかに

したインスリン抵抗性やインスリン分泌、2 型糖尿病に

関与する遺伝子多型、各栄養素摂取量、身体活動量、そ

れらの相互作用項を説明因子として、肥満度、血糖値、

糖尿病の有無などの従属変数をどのように説明しうるか

をロジスティック解析によって検討する。本年度はコホ

ートの対象者について PPARγ遺伝子、アディポネクチン

遺伝子、PGC-1 遺伝子、AMPKα２サブユニット遺伝子、

HNF4α遺伝子、TCF7L2 遺伝子、HHEX 遺伝子、KCNQ1 遺伝

子に加えて、平成 22 年度に明らかにした 2 型糖尿病感

受性遺伝子である UBE2E2 遺伝子、C2CD4A/B 遺伝子のタ

イピングを行い、ロジスティック解析によってインスリ

ン抵抗性、2 型糖尿病発症に関与する遺伝素因と環境因

子の組み合わせを抽出する。 

 

ｂ．栄養療法研究室 

●糖尿病の研究（インスリン分泌を中心に） 

 欧米人と同様、日本人においても 2 型糖尿病感受性遺

伝子であると同定された TCF7L2 遺伝子は、欧米などの

解析から、インスリン分泌能の低下と関連していること

が報告され、これが糖尿病の発症要因であると考えられ

ている。しかしその機能については全く不明である。こ

れまでに、TCF7L2 の機能を膵β細胞で低下させた遺伝子

改変モデル動物を作製し解析したところ、膵β細胞量の

減少に伴うインスリン分泌低下により耐糖能異常を呈し

ていることを明らかにした。そこで本年度は、発生や成

長のいつの段階から膵臓のβ細胞量が低下しているのか

について検討する。 

●メタボリックシンドロームの研究（インスリン抵抗

性を中心に） 

 肝臓は糖・脂質代謝において中心的な役割を果たして

いる臓器の 1 つであり、インスリンは肝臓において糖新

生を抑制し、脂質合成を促進する。ところが、高脂肪食

負荷に伴う肥満・2 型糖尿病の肝臓では “インスリン作

用における pathogenic paradox”が指摘されている。す

なわち、正常な状態の肝臓では摂食後、インスリンによ

って糖新生は抑制され、脂肪合成が促進される。一方、

肝臓特異的インスリン受容体欠損マウスや我々が作製し

たインスリン受容体基質(IRS)-1/IRS-2 ダブル欠損マウ

スのように肝臓におけるインスリン作用が完全に欠損し

た状態では糖新生抑制と脂質合成がともに障害され、高

血糖と血中中性脂肪・肝臓中性脂肪含量の低下が認めら

れる。ところが、肥満・2 型糖尿病では、糖新生抑制に

対してはインスリン作用の低下が認められ、脂肪合成に

対してはむしろインスリン作用が亢進している病態が認

められる。そこで肥満・2 型糖尿病の肝臓において、な

ぜ糖新生抑制に対するインスリン作用は障害され、脂肪

合成に対するインスリン作用はむしろ亢進するのか、そ

の分子メカニズムを明らかにする。 

 
３．進捗状況（成果） 
ａ．メタボリックシンドローム研究室 

●新規の 2 型糖尿病感受性遺伝子の同定と各栄養素摂

取量と遺伝子多型の相互作用の検討 

これまで 2 型糖尿病感受性遺伝子を同定するにあたり、

2 型糖尿病のようなありふれた疾患・形質というものは、

その遺伝素因の頻度も高いはずであるという common 

disease-common variant 仮説にのっとり、全ゲノムによ

るハップマップを用いた解析あるいは GWAS による解析

により、昨年度 UBE2E2 遺伝子、C2CD4A/B 遺伝子が 2 型

糖尿病感受性遺伝子であることを同定した。特に UBE2E2

遺伝子は日本人・東アジア人特有の 2 型糖尿病感受性遺

伝子であり、またオッズ比が 1.21 と KCNQ1 遺伝子と同

様頻度が高く、日本人の糖尿病遺伝素因の中では主要な

もののひとつであることが判明した。また欧米人でもこ

れまでに 40 もの領域が 2 型糖尿病感受性領域として同

定されている。しかし、common disease の遺伝素因に

common variant が寄与する割合は低いことが報告され、

最近では common disease の遺伝素因は common variant

のみならず、低頻度の variant も担っているという仮説

が提唱されている。また次世代シーケンサーの開発によ

り、これまでの GWAS ではカバーされない新規の多型が

同定されてきており、これらの多型についても 2 型糖尿

病との関連を調べることで、新規の 2 型糖尿病感受性遺

伝子を同定できる可能性がある。しかしすべての遺伝子

をタイピングするには膨大なサンプル数と費用が必要と

なるため、今回 Imputation 法を用いて、2 つのジェノタ

イピングアレイ間で共通していないマーカーのジェノタ

イプを補完することで、新規の 2 型糖尿病感受性遺伝子

を同定することを試みた。まず Imputation の精度につ

いて検討したところ、実際に直接タイピングした遺伝子

型と Imputation による推定遺伝子型の一致率は全体と

して良好であったが、アリル頻度が 1%以下の場合、精度

は悪いことが明らかとなった。この方法を用いてまず 2

型糖尿病 4470 人、非糖尿病 3071 人の直接ジェノタイプ
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した SNP と 1000 ゲノムプロジェクトでジェノタイプし

た東アジア人 194 人の SNP を解析したところ、新規に疾

患感受性領域を同定出来る可能性が示唆された。 

 

ｂ．栄養療法研究室 

●糖尿病の研究 (インスリン分泌を中心に)  

TCF7L2 の機能を膵β細胞で低下させた遺伝子改変モデ

ル動物において、発生や成長のいつの段階から膵臓のβ

細胞量が低下しているのかを確認するために、まず離乳

期について検討した。離乳期では体重には差を認めなか

ったが、血糖値は有意に高値を示した。また離乳期のマ

ウスに経口糖負荷試験を行ったところ、インスリン分泌

低下に伴う耐糖能異常を呈した。この時膵β細胞のイン

スリン含量は、大人のマウスと同様有意に低下していた。

このことから離乳期からすでに膵β細胞量が低下してい

ると考えられた。そこで次に出生直後のマウスについて

検討したところ、すでにこの時点から随時インスリン値

はやや低下し、高血糖を呈していた。また膵β細胞のイ

ンスリン含量を測定したところ、有意に低下していた。

さらにインスリン染色にて膵β細胞量を検討したところ、

このマウスでは膵β細胞量が有意に低下していた。この

ことから TCF7L2 は膵β細胞の発生・分化の段階から膵

β細胞量の調節に関与している可能性が示唆された。 

●メタボリックシンドロームの研究 (インスリン抵抗

性を中心に) 

肝臓特異的 IRS-1 欠損(LIRS1KO)マウスと肝臓特異的

IRS-2 欠損(LIRS2KO)マウスに高脂肪食負荷を行ったとこ

ろ LIRS1KO マウス、LIRS2KO マウスともに普通食に比べ

高脂肪食で体重増加を認めたが、コントロールマウスと

は差を認めなかった。まず肝臓における IRS-1, IRS-2

の遺伝子発現について検討したところ、IRS-1 の遺伝子

発現はコントロールマウス、LIRS2KO マウスいずれにお

いても普通食、高脂肪食で変化を認めなかった。一方

IRS-2 の遺伝子発現は、コントロールマウス、LIRS1KO

マウスいずれにおいても絶食時、高脂肪食群において約

1/3 に低下していた。この結果から肝臓における IRS 蛋

白量に関してコントロールマウスは、LIRS2KO マウスに

近い状態に、LIRS1KO マウスはダブル欠損マウスに近い

状態になっていること、LIRS2KO マウスでは高脂肪食負

荷によって変化がないと考えられた。次に脂肪肝につい

て検討したところ、非常に興味深いことに、LIRS1KO マ

ウスではコントロールマウスに比し脂肪肝が顕著に抑制

されていた。一方、LIRS2KO マウスではコントロールマ

ウスと同様に脂肪肝が認められた。実際 oil-red O 染色

を行うと、コントロールマウスでは脂肪滴の著明な増加

が認められたが、LIRS1KO マウスではこうした増加が明

らかに抑制されていた。一方 LIRS2KO マウスでは高脂肪

食負荷により脂肪滴の著明な増加が認められた。これと

一致して肝臓の TG 含量を測定すると、LIRS2KO マウスは

コントロールマウスと同程度であるのに対し、LIRS1KO

マウスでは有意に低下していた。次に糖負荷試験を行う

と、LIRS1KO マウスでは、コントロールマウスに比し顕

著な耐糖能障害が認められた。高脂肪食負荷時にコント

ロールマウスでも IRS-2 が低下しているにも関わらず

LIRS1KO マウスのほうが耐糖能が悪いことから、IRS-2

が低下しているような今回のような状態では、IRS-1 が

糖代謝を一部代償していたと考えられた。一方、

LIRS2KO マウスの耐糖能異常はコントロールマウスに比

べて軽度にとどまっていた。これと一致してピルビン酸

負荷後の血糖値について検討すると、LIRS1KO マウスは

普通食では差を認めなかったが、高脂肪食負荷により、

著明な血糖値上昇を呈していた。一方 LIRS2KO マウスは

普通食、高脂肪食ともに軽度の血糖値上昇を認めた。以

上の結果から、高脂肪食などによりインスリン抵抗性が

惹起されると、持続する高インスリン血症により、IRS-

2 の発現が低下し、高血糖が引き起こされる。この時

IRS-1 の発現は高インスリン血症により変化しないため、

IRS-1 を介する脂肪合成は高インスリン血症になった分、

増強され、脂肪肝を呈すると考えられた。またこのよう

に IRS-2 が低下した状態では IRS-1 が一部糖代謝も代償

していたと考えられた。そのため、このような状態で

IRS-1 が欠損してしまうと、著明な高血糖と、一方で脂

肪肝の抑制が認められたと考えられた。対照的に

LIRS2KO マウスでは、もともと高脂肪食負荷により減っ

ている IRS-2 が完全に欠損しただけであったため、やや

耐糖能の悪化は認められたものの、コントロールマウス

とあまり変化がなかったと考えられた。 
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栄養教育研究部 

 
 
１．研究部／研究室の概要 
（１）研究部の概要 

生活習慣病予防のための運動と食事の併用効果に関す

る研究に関して、運動・身体活動や適切な食事による生

活習慣病予防、運動と食事指導の併用効果等について、

特にライフステージ別の課題を実験的、疫学的、文献的

な調査及び研究を行う。 

また、小児から高齢者までの生涯にわたるライフステ

ージに応じた間断ない食育をより効果的に推進するため

の調査研究を行い、その成果を専門家（管理栄養士等）

のみならず広く国民に情報提供し、行政機関等と協調し

て食育を推進する。 

 
（２）研究室の概要 

ａ．栄養ケア・マネジメント研究室 

食事摂取基準や運動基準の策定において、ライフステ

ージ別の目標量策定及びライフステージ別あるいは有疾

患者を対象とする場合の活用を推進するための基礎的な

研究を行う。また、それぞれのライフステージに応じた

適切な栄養ケア・マネジメントを推進するための調査研

究を行い、その成果を専門家等に情報提供する。 
 

ｂ．食育研究室  

2011 年度からの 5 年間にむけて策定された第 2 次食育

推進計画に基づいて、各種団体（国、地方自治体、地域

ボランティア、生産者、企業など）が展開している食育

の実践活動を支援する為の調査研究を行う。また、食育

活動展開の為の科学的基盤を得るための調査研究を実施

すると共に食育の現状解析と評価法について研究する。 

 

ｃ．健康・栄養指導研究室  

成人期の生活習慣病予防のためのリスク因子抽出･介

入方法検討の基礎的基盤を築く。特定健診･保健指導に

寄与するため、メタボリックシンドローム予備群･有病

者群を減少させる効果的介入の科学的基盤を確立する。

肥満者を対象に運動および栄養教育による介入研究を実

施し、肥満や生活習慣病の発症にかかる様々な環境要因

（食事・生活習慣・社会環境等）や遺伝的要因を総合的

に検討し、効果的な栄養教育の方法や成果にかかる評価

指標について研究する。また、大規模コホートを設定し、

肥満や糖尿病などのリスク因子抽出のための縦断研究を

行い、肥満や糖尿病と遺伝的要因や食生活・運動習慣や

心理的要因との関連性について解析を行い、肥満や糖尿

病予防のための栄養教育法を確立する。 

 

（３）構成メンバー 

研究部長： 

阿部重一（併任、2011 年 7 月 31 日まで） 
千村 浩（併任、2011 年 8 月 1 日から） 

研究室長： 

阿部重一（併任、栄養ケア・マネジメント研究室 

20011 年 5 月 31 日まで、食育研究室及

び健康・栄養指導研究室 2011 年 7 月

31 日まで） 

千村 浩（併任、食育研究室 2011 年 8 月 1 日

から 2012 年 2 月 29 日、健康・栄養指

導研究室 2011 年 8 月 1日から） 

メリッサ・メルビー（食育研究室 2011 年 4 月

30 日まで） 

髙田和子（栄養ケア・マネジメント研究室 2011

年 6 月 1日から） 

奥田奈賀子（食育研究室 2012 年 3 月 1 日か

ら） 

研究員： 

山田晃一（健康・栄養指導研究室） 
客員研究員： 

阿部重一（国立水俣病総合研究センター 2011

年 8 月 1日より） 

石渡尚子（跡見学園） 
水野正一（佐久総合病院） 

協力研究員： 

別所京子（聖徳大学） 

上野（目加田）優子（文教大学） 

朴鍾薫（東京大学） 

特別研究員： 

吉村英一（特別研究） 

技術補助員： 

坂田晶子、山本久子、吉田美代子、魚住佳代、神

山麻子、吉田明日美、長谷川祐子、竹沢純 
研修生 

田中祥子、阿部瑞恵 
 
２．年度計画 
ａ．栄養ケア・マネジメント研究室 

・運動基準における高齢者の目標値を設定するための

文献的研究を実施する。 

・運動基準や栄養摂取基準における高齢者に関する基

礎的データを得るために、地域在住高齢者の自立度

低下に関連する要因に関する敵学的調査および、高

齢者のエネルギー及びたんぱく質必要量に関するデ

ータの収集を行う。 

・有疾患者や小児における食事摂取基準等の活用のた

めの基礎的な研究を実施する。 

・介護保険における栄養改善の改定に貢献する。 

・自治体、職能団体等の主催による講習会等に協力し、

専門家への情報提供に努める。 

・被災時の適切な栄養ケア・マネジメントに関する調

査研究に協力する。 

 

ｂ．食育研究室 

・内閣府「食育推進」大会に参加し、食育の普及啓発に
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貢献する。 

ｃ．健康・栄養指導研究室 

・大規模コホートを設定し、肥満および糖尿病のリスク

因子解析のためのデータ収集とデータベース作成を行

う。特に、肥満および糖尿病の素因としての遺伝子の

多型と食事摂取量や食行動との関連性を明確にし、遺

伝子要因を考慮したより効果的な栄養教育の在り方に

ついて検討する。 

 
３．進捗状況（成果） 
ａ．栄養ケア・マネジメント研究室 

・運動基準における高齢者の目標値を設定するために、

高齢者における身体活動量や体力と自立度低下、骨粗

鬆症発症、ロコモーティブシンドローム発症、認知症

発症に関連する 180 文献をレビューし、最終的に 42

文献が採用された。その結果、身体活動量や体力の指

標において、高齢者の研究に沿った変更が必要と考え

られた。 

・調査が終了した静岡県のコホート(Shizuoka Study)に

おいて、最終の死亡状況と介護認定の把握のために、

死亡個票等の突き合わせを行い、データベースが完成

した。 

・地域在住高齢者の新規のコホートとして京都府亀岡市

における研究（Kameoka Study）について、一次調査

及び栄養調査を含む詳細な二次調査が終了した。一部

の対象について身体計測と体力測定を開始した。 

・施設入所の高齢者の基礎代謝量の測定及び二重標識水

法による総エネルギー消費量について、2 施設での調

査を終了し、基礎代謝量、総エネルギー消費量ともに

食事摂取基準における高齢者の値よりも小さいことを

確認した。 

・高齢者１施設の入所者を対象に基礎代謝量、体力、身

体計測、食事調査を実施し、縦断的な追跡調査を開始

した。 

・ALS 患者について二重標識水法による総エネルギー消

費量の測定を新規に 10 例実施した。筋ジストロフィ

ー患者については、これまで測定したデータを解析し、

体重当たりのエネルギー消費量の違いに影響する要因

の検討を行った。人工呼吸器の使用の有無は大きく影

響しておらず、運動能力や日中の活動量などについて

検討を加える必要性が考えられた。 

・未就学児の総エネルギー消費量に関するデータを収集

するために、測定条件等の検討を開始し、3 名を対象

に予備的な検討を行った。 

・介護保険における栄養改善に関する文献レビューを行

い、「栄養改善マニュアル」の改訂に貢献した。 

・介護保険における栄養ケア・マネジメントを推進する

ための多職種の専門家を対象とした研修会（年間 6

回）（平成 23 年度老人保健事業 委員長：名古屋学芸

大学 井形明弘）の講師及び運営、日本健康栄養シス

テム学会による「子どもの栄養ケア・マネジメント研

修会」の運営に携わり、栄養ケア・マネジメントの推

進に貢献した。うつ・閉じこもり・認知症予防・支援

のための調査研究事業（平成 23 年度老人保健事業、

委員長：福島県立医科大学 安村誠司）において、栄

養改善の介入方法の検討及び結果の解析を担当した。

自治体、職能団体等の主催による講習会の講師を務め、

専門家への情報提供に努めた 

・所内の震災プロジェクトに参加し、高齢者や有疾患者

向けのリーフレットの作成と被災者健康調査の食事の

質問項目の妥当性研究における栄養調査を主体的に実

施した。 

 

ｂ．食育研究室 

・内閣府「食育推進大会」（静岡県三島市、6 月 18～19

日）に参加した。 

 

ｃ．健康・栄養教育研究室 

・人間ドック受診者を対象とした大規模コホートを確立

し、肥満および生活習慣病のリスク因子解析のための

データ収集を継続した。現在のところ約 3,700 名の登

録者と 2,500 名のデータベースを収集した。また、遺

伝子抽出を進め、肥満及び糖尿病に関連があると言わ

れている遺伝子の多型解析をさらに行い、グレリン遺

伝子多型と食事摂取量や食行動、食嗜好との関連性に

ついて明らかにし、論文を投稿した。 
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基礎栄養研究部 
 
 
１．研究部／研究室の概要 
（１）研究部（研究室）の概要 

ａ．脂質・糖代謝研究室 
マクロニュートリエント（脂質、炭水化物、蛋白質、

アルコール等）の摂取基準策定のためのレビューを行い

ながら、マクロニュートリエントの過剰、過少摂取で生

じる生活習慣病の発症機序とそれらの予防、治療法に関

する研究を行う。 

 

（２）構成メンバー 

研究部長： 

江﨑 治 

研究室長： 

 三浦進司 （脂質・糖代謝研究室） 

上級研究員: 

 山﨑聖美 

客員研究員: 

亀井康富 （東京医科歯科大学） 

渡辺光博 （慶應義塾大学） 

高橋真由美（東京医科歯科大学） 

技術補助員: 

甲斐裕子, 上條悦子, 榊原圭代子 

研修生: 

只石 幹 （東京農業大学大学院） 

 

２．年度計画 
ａ．脂質・糖代謝研究室 
・ マクロニュートリエント（脂質、炭水化物、蛋白質、

アルコール等）の摂取基準策定のためのレビューを行い

ながら、マクロニュートリエントの過剰、過少摂取で生

じる生活習慣病の発症機序とそれらの予防、治療法に関

する研究を行う。 

 

（ア）身体活動量増加による生活習慣病予防機序の解明 

 身体活動量の増加は、マクロニュートリエントの過剰

摂取の悪影響を防止する最も効果的な方法である。運動

を行っている人は、糖尿病、肥満、動脈硬化症、癌など

の罹患率が少なくなり、死亡率も減少する。その理由と

して、筋肉でのエネルギー消費が増加し、余分な脂肪の

細胞内蓄積を防ぎ、細胞内の代謝を改善することが考え

られているが、その機序はほとんどわかっていない。骨

格筋での脂肪燃焼機序を、骨格筋特異的に AMPK、LKB-1

活性を抑制したマウス等を用いて、安静時、非常に弱い

身体活動時(NEAT)、弱い運動時、強い運動時別に明らか

にする。また、定期的に運動を行う人は、最大酸素摂取

量（心肺能力）が増加し、運動量やエネルギー消費量が

亢進しやすくなる。これらの機序を、骨格筋特異的 PGC-

1αアイソフォーム過剰発現マウスを用いて明らかにす

る。 

 

(イ)食事バランス、食品成分による生活習慣病予防機序

の解明 

 生活習慣病、過剰脂肪蓄積予防のため、食事摂取基準

ではマクロニュートリエントの摂取範囲が集団を対象と

して策定されている。しかし、それらの基準の多くは観

察研究に基づいていて、確実ではない。そこで、基準策

定の根拠を提示するため、生活習慣病、過剰脂肪蓄積機

序を推定する。人の代謝に良く似たモデルマウスを見い

だし、食事中の脂肪エネルギー比変動によって生じる代

謝への影響を調べる。 

  

３．進捗状況（成果）  
ａ. 脂質・糖代謝研究室 

日本人の肥満予防に最適な脂肪/炭水化物摂取比率に

ついて、疫学、生理学、分子生物学観点からのレビュー

を行った。 

 

（ア）身体活動量増加による生活習慣病予防機序の解明 

 AMPK には約 10 種類の類似タンパク質があり、これら

AMPK ファミリーのマスターレギュレーターとして LKB1 

が知られている。骨格筋特異的に LKB1 活性を抑制した

LKB1-DN マウスにおいて、運動継続能力が著しく低下す

ることや、運動時の酸素摂取量増加が低下することを明

らかにした。LKB1-DN の活動筋の脂質代謝やミトコンド

リアの呼吸機能に障害は認められなかったが、脂肪酸β

酸化に関与する酵素機能の障害が疑われた。運動によっ

て発現増加するのはこれまで知られていたアイソフォー

ム PGC-1α-a ではなく、新規アイソフォーム PGC-1α-b 

と PGC-1α-c であり、その増加にβ2-AR 刺激が大きく

寄与している。運動反応性の高い PGC-1α-b を骨格筋だ

けに過剰発現させた PGC -1α-b マウスの運動継続能力

が高いことを明らかにした。この機序として、ミトコン

ドリア生合成、血管新生、脂肪酸輸送機能の増加が示唆

された。骨格筋の機能を増加させることにより、運動能

力が高まることが示された。 

 

(イ)食事バランス、食品成分による生活習慣病予防機序

の解明 

 低炭水化物食はインスリン抵抗性のある肥満患者や食

後高血糖を示す糖尿病の患者に用いられる。しかし、脂

肪エネルギー比は高くなりその影響が危惧されている。

食後高脂血症（中性脂肪の高値）は冠動脈疾患の独立し

た危険因子であり、食後高脂血症の発症機序の解明と予

防法の開発が求められている。食事性油脂投与後 3 時間

で非常に強い高脂血症を示すマウス系統を見いだした。

リポタンパク質の合成亢進とＬＰＬ活性低下が認められ、

高脂血症のモデルマウスとなることが示された。  
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食品保健機能研究部 

 
 

1. 研究部／研究室の概要 

（１）研究部の概要 

 中期目標は、健康増進法に基づく業務及び「健康食

品」を対象とした食品成分の有効性評価及び健康影響評

価に関する調査研究を行う。 
○健康増進法に基づく業務 

・健康増進法第 27 条に基づき収去された特別用途食品、

栄養表示された食品の試験業務を的確かつ迅速に実施

する。 

・特別用途食品の許可に係る試験業務について、分析技

術が確立している食品成分の試験業務は、検体の受理

から試験の回答までを 2 ヶ月以内に行うことを目指す。 

・分析技術の確立していない特定保健用食品の関与成分

等の新たな食品成分技術的対応については、他登録試

験機関での応用も可能な分析技術の規格化及び当該食

品成分の標準品の開発の実現を図る。 

○健康食品を対象とした食品成分の有効性及び健康影

響評価に関する調査研究 

・「健康食品」等の健康志向に基づく食品の使用実態等

の情報を収集・把握し、食品表示並びに食品成分の

健康影響に関する調査研究を実施する。 
・「健康食品」摂取の安全性に関しては、動物実験及び

細胞実験等による健康影響評価研究を実施し、これ

らに関する情報発信を行う。 

 
（２）研究室の概要 

ａ．食品分析研究室 

・特別用途食品 (病者用食品、乳児用調製粉乳、えん下

困難者用食品、特定保健用食品など) 許可申請時の食

品成分分析を行う。 

・収去食品の分析を行う。 

・一般栄養成分及び特定保健用食品関与成分の分析方法

の改良を行う。 

・特定保健用食品の審査において、消費者庁に関与成分

分析法について専門的観点から情報を提供する。 

 

ｂ．食品栄養・表示研究室 

・食品中の栄養素等の生理機能の評価並びに表示との関

係に関する基礎的調査研究を行う。そのうち特に、ビ

タミン A やビタミン D 等の微量栄養素を中心に、栄養

生理学上の研究を行うとともに、健康維持における新

しい有用性に関する試験研究を進める。 

・これらの研究成果をもとに、食品表示のあり方につい

て調査研究を行う。 

 

ｃ．食品機能研究室 

・機能性を有する食品の有用性と安全性の評価に関す

る調査研究を行う。特に、機能性食品の安全な利用

のための評価研究と新規機能性成分の有効性、健康

影響評価及び食品素材利用に関する研究を行う。 

 
（３）構成メンバー 

研究部長: 

石見佳子 
研究室長: 

松本輝樹 （食品分析研究室） 
石見佳子 （食品栄養・表示研究室／～5 月） 
山内 淳 （食品栄養・表示研究室／6 月～） 
永田純一 （食品機能研究室） 

研究員: 

竹林 純 （精度管理担当（主任）） 
山内 淳 （併任／～5 月） 

特別研究員: 

津田治敏 
大瀧（東泉）裕子 

客員研究員: 

  山田和彦 

  矢野友啓 

太田篤胤 
呉 堅 
王 新祥 
山本祐司 
長田恭一 

協力研究員: 

千葉大成 
技術補助員: 

鈴木春奈、谷中かおる、小板谷典子、町野（中

村）礼、白井智美（6 月～）、加藤美智子（6 月

～） 
研修生: 

西出依子 
小澤千尋 
谷口祐一 

 

２．年度計画 

ａ．食品分析研究室 

・ 消費者庁の特別用途表示の許可等に関わる申請に基づ

く試験業務を期間内に実施するとともに、そのヒアリ

ングに適切に対応する。 

・ 健康増進法第 27 条に基づき収去された特別用途食品

及び栄養表示がなされた食品の分析業務を期間内に実

施する。 

・ 栄養表示基準における栄養成分の分析法について、よ

り適切な分析手法の検討を行う。また、試験検査機器

の有効利用及び整備の充実を図る。 

・ 登録試験機関間の精度管理に関する試験を引き続き実

施する。 

・ 分析技術の確立していない特定保健用食品の関与成分
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について、標準品の開発を行う。 

・ 微生物定量法が主たる分析法として設定されている栄

養成分に対する効率的な分析法の開発を行い、妥当性

確認を行う。また、測定成分の曖昧さにより分析法が

整備されていないものに関して、マクロニュートリエ

ントを中心に検討を行う。 

・ 抗酸化物質を含有するいわゆる健康食品等について、

抗酸化力測定や消費者意識調査等による実態把握を行

う。また、いわゆる健康食品中に含まれる抗酸化物質

の大量摂取が健康に及ぼす影響について調査する。 

 

ｂ．食品栄養・表示研究室 

・ 「健康食品」の表示並びに「健康食品」に含まれる微

量栄養成分の栄養生理学上の調査研究を行う。 

 
ｃ．食品機能研究室 
・医薬品の効果や安全性に対する「健康食品」素材の

影響を評価する。 

・疾病モデル動物における「健康食品」素材の健康影

響評価を行う。 

 

３．進捗状況(成果) 

ａ．食品分析研究室 

・23 年度での申請食品 8 検体（特定保健用食品 7 検体、

特別用途食品 1検体）の分析を遅滞無く行った。 

・ 消費者庁への特定保健用食品申請時の関与成分分析に

関わるヒアリングに出席するとともに、内閣府食品安

全委員会・新開発食品調査会の委員等として特定保健

用食品の許可に関わる審査に参画した（ヒアリング：

12 日/年、調査会・部会：計 9回/年）。 

・ 消費者庁食品表示課と連携し、食品表示行政における

適正な分析法の確立と運用に関する対応を適宜行なっ

ている。 

・ 次年度以降の収去試験に関して、消費者庁と協議を行

った。 

・ 栄養表示基準における栄養成分の分析法について、よ

り適切な分析手法の検討として、ナイアシン (ニコチ

ン酸及びそのアミド) 分析方法の改良を行い、両化合

物を同時に定量できることが示唆された。 

・ 各登録試験機関の代表者と協議を行い、管理試料を用

いた精度管理を共同して実施するするとともに、食品

分析技術に関する情報を共有する事について同意を得

た。 

・ 外部精度管理のための試料として、一般栄養成分（熱

量、たんぱく質、脂質、炭水化物、ナトリウム）の試

験食品を作製した。 

・ 微生物定量法の効率化を目的とした、凍結乾燥菌体 

(ATCC 9080) の作成を行い、公定法と同等の評価が可

能である事を明らかにした。 

・ 抗酸化物質大量摂取時の安全性評価として、ビタミン

C の大量経口摂取が、運動時の有意義な応答（抗酸化

酵素の誘導等）を抑制するという先行研究結果を、ラ

ットを用いて検証した。ビタミン C の投与量や運動の

強度・期間を振って検討したが、抑制は認められずビ

タミン C の大量摂取時の安全性を危惧する結果は示さ

れなかった。 

・ 大豆イソフラボンの有効性・安全性評価並びに分析方

法の確立と精度管理に関する研究を実施した。 

 

ｂ．食品栄養・表示研究室 

・閉経後女性を対象とし、脂溶性ビタミンであるビタミ

ン K2（MK‐4）の機能性を評価するための 1 年間の介

入試験を実施した。その結果、ビタミン K2 の補給摂

取が、閉経後女性の骨質の評価指標を改善する可能性

が示唆された。 

・初期のインスリン抵抗性の指標として注目されている

ビタミン A 結合タンパク質 (RBP4)の定量法を確立す

るために大腸菌を用いた大量調整を行ったところ、

His-RBP4 発現ベクターを用いることにより RBP4 タン

パク質を可溶化できることを明らかにした。 

・βカロテン-ビタミン A 転換酵素の遺伝子発現様式を

定量的 RT-PCR によって観察したところ、ビタミン A

による発現誘導は認められなかった。 

・ビタミン D による膜を介した情報伝達系にはビタミン

D受容体は関与しない可能性を見出した。 

・AMP キナーゼ依存的な新規転写因子（AREBP）を同定し

た。AREBP が糖新生系遺伝子発現を強く抑制すること

を個体レベルで証明した。 

・特定保健用食品の許可表示に関して、消費者庁食品表

示課への助言等を行った（申請書の事前チェック 6 日

/年、ヒアリング 6日/年、調査会 6日/年）。 

・FAO/WHO コーデックス委員会栄養・特殊用途食品部会

に出席し、国際食品規格の策定プロセスに関する研究

を実施した。 

その他、超高齢社会に適用可能な機能性宇宙食の開

発とその応用に関する研究を実施した。 

 

ｃ．食品機能研究室 
・健康食品と医薬品相互作用について、自然発症高血圧

ラットに ACE 活性阻害作用による降圧剤と類似した作

用機序のサーディンペプチドを単独あるいは併用摂取

させ、血圧に及ぼす影響や肝機能および腎機能、その

他の血液生化学指標に及ぼす影響を調べた。その結果、

降圧剤と同様の作用機序を示す機能性食品素材の摂取

は、降圧剤の血圧調節作用に影響を認めなかった。

肝・腎機能指標値は、ほぼ正常の範囲内で推移し、顕

著な病理組織学的な変化も認められなかった。 

・疾病モデル動物における「健康食品」素材の健康影響

評価について、ストレプトゾトシン誘導糖尿病ラット

に中鎖脂肪酸（MCT）を含む食用油脂を与えたときの

影響を検討した。 
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情報センター 

 
 

研究員： １．センター／研究室の概要 
佐藤陽子 （健康食品情報研究室/1 月から） 

（１）センターの概要 
客員研究員: 

 情報センターは、当研究所の情報発信の中核としての役割

を担っており、健康と運動・栄養に関する研究所内の成果、な

らびに研究所外から公開されている関連情報を収集・分析し、

国民の健康づくりに役立つ情報としてホームページやニュー

スレターを通じて発信する。また、保健機能食品や特別用途

食品に関する基礎的情報、いわゆる健康食品が関連した被

害情報など、国の健康や食品・栄養に係わる制度等を効果的

に普及させるための取り組みを行う。さらに、インターネット上

の種々の仕組みの活用により、国民や専門職等からの意見・

要望等の把握、研究所の諸規程や職員の公募等の必要な

情報提供を行い、業務の効率化と情報システムに係る情

報のセキュリティの確保に努める。 

橋本洋子 （秋草学園短期大学） 

梅國智子 （人間総合科学大学） 

江指隆年 （神奈川工科大学） 

 

技術補助員: 

鈴木順子、中西朋子、横谷馨倫、狩野照誉、古池

直子、細井俊克、佐藤陽子（～12 月）、鈴木佳

織（～12 月）、鈴木理絵（1月から 2月） 

研修生: 

清水かおり（昭和女子大学） 

飯島聡美 （東京家政大学） 

梅原茉莉 （東京家政大学） 
 原麻由子 （東京家政大学） 

 （２）研究室の概要 

２．年度計画 ａ．健康食品情報研究室 

ａ．健康食品情報研究室  健康食品に関する正しい知識の普及と健康被害の未然

防止ならびに拡大防止を目的に、公正で科学的な健康食

品の情報を継続的に収集・蓄積し、国民ならびに保健医

療の専門職に効果的に情報提供する。その情報提供サイ

ト と な る 「 健 康 食 品 」 の 安 全 性 ・ 有 効 性 情 報

（https://hfnet.nih.go.jp/）と、特別用途食品・栄養

療法エビデンス情報（http://fosdu.nih.go.jp/）は、

厚生労働省や消費者庁等との連携により維持・管理し、

また、現場の専門家や関係機関との連携が促進できるシ

ステムに充実させる。さらに健康食品の危害防止に関す

る調査研究を行い、健康食品に関する外部からの電話や

メールの問い合わせに適宜対応する。 

・食品成分等に関する公正で科学的根拠のある情報の提

供、国が行っている食品制度の普及と正しい生活習慣

の推進、いわゆる健康食品が関連した健康被害の発生

防止・拡大防止を目的に、最新の健康食品が関連した

情 報 を 「 健 康 食 品 」 の 安 全 性 ・ 有 効 性 情 報

（https://hfnet.nih.go.jp/）に継続的に反映させる。

また厚生労働省・消費者庁との連携により、健康食品

による被害状況を把握し、被害防止に役立てる。 

・ 特 別 用 途 食 品 ・ 栄 養 療 法 エ ビ デ ン ス 情 報

（http://fosdu.nih.go.jp/）のサイトについて内容を

充実させると同時に、サイトに関するアンケート調査

を行い、情報の掲載内容や掲載方法の修正を行い、現

場の管理栄養士等が利用しやすいようサイトの改善を

行う。 

 

ｂ．栄養情報技術研究室 

 研究所内の他のプログラムとの連携等により、所内の

研究成果ならびに国内外の栄養・健康に関連した情報を

収集・蓄積し、ホームページ等を通じて国民に継続発信

するとともに、必要な情報の更新に努める。また、国民

の要望や意見、健康・栄養分野の専門家が必要とする情

報について、各種セミナー・シンポジウム等の機会や情

報技術を用いて把握する。さらに、ホームページ等を介

した業務の効率的な推進に努め、情報システムに係る情

報のセキュリティを確保する。健康や栄養に関する外部

からの電話やメールの問い合わせに適宜対応する。 

・外部からの電話やメールの問い合わせについて適宜対

応する。 

 

ｂ．栄養情報技術研究室 

・外部からの電話やメールでの問い合わせに適切に対応

するとともに、問い合わせの多い事項についてはホー

ムページ上の FAQ に反映させ、また効率的な対応がで

きる体制の整備をさらに進める。 

・国民・栄養専門職等からの意見、要望等を広く効率的

に把握するために、｢健康・栄養フォーラム｣に加えて、

新たなインターネット上の取組みを行う。 

 

（３）構成メンバー 
・所内各プログラムにおける研究成果及び研究所内外の

関連情報を集約・加工し、国民が適切な運動・食生活

を実践できるような情報として提供する。また、これ

まで収集・蓄積してきた健康・栄養情報の内容を適宜

見直して充実させる。 

センター長： 

梅垣敬三  
研究室長: 

千葉 剛 （健康食品情報研究室） 

廣田晃一 （栄養情報技術研究室） 
・ホームページ等を活用した諸規程、職員の公募等、必
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要な情報開示を情報のセキュリティを確保しつつ実施

する。 

・情報セキュリティの確保に努める。 

 

３．進捗状況（成果） 

ａ．健康食品情報研究室 

・「『健康食品』の安全性･有効性情報」に関して、ニー

ズ把握及びデータベースへのデータ追加を行った。作

成した情報の内訳は、新規情報が 221 件（基礎知識 2

件、被害関連情報 184 件、素材情報データベース 35

件）、更新・追記情報が 384 件（基礎知識 7 件、素材

情報データベース 345 件、話題の食品成分 32 件）であ

る。登録会員への更新情報メールの配信（毎月）、健康

食品に関するメールや電話での問い合わせ、新聞など

の取材に適宜対応した。サイトへのアクセス数は 8000

件／日以上が維持できていた。 

・消費者とのリスクコミュニケーションを図るための方

策として、NR 協会と協力し、効果的な情報提供法を検

討した。昨年度までに行った妊婦のサプリメント利用

に関する意識調査で疑問が多かった点をまとめ、健康

食品の安全性・有効性情報へ掲載した。この情報は、

大手新聞にも紹介された。また、昨年度までに行った

「『健康食品』の安全性・有効性情報」に関する実態調

査結果を論文にまとめ、「臨床栄養」で報告した。 

・「 特 別 用 途 食 品 ・ 栄 養 療 法 エ ビ デ ン ス 情 報

（http://fosdu.nih.go.jp/）」のデータベースへのデー

タ追加を行った。作成した情報の内訳は、新規情報が

11 件、更新・追加情報が 17 件である。また、サイト

立ち上げから 2 年が経過し、リンク切れ等が多く見受

けられたことから、その修正を随時行った。日本栄養

士会等と連携しサイトの利用環境に関して適宜対応し

ている。サイトへのアクセス数は 471 件／日であった。 

・消費者庁との連携により、PIO-NET 情報のうち、健康

食品が関与する情報について解析を行い、健康被害お

よび経済被害の特徴を調べた。この解析情報は、今後

の健康食品が関係した被害防止に資する成果となった。 

外部からの電話やメールの問い合わせ、講演の依頼に

適宜対応した。 

・ダイエットサプリメントに多用されている植物エキス

の一つであるコレウス・フォルスコリの安全性をマウ

スおよびラットの実験系で検討し、コレウス・フォル

スコリが肝臓の薬物代謝酵素を強く誘導すること、ま

た、ワルファリンと相互作用を起こすことを明らかに

した。 

 

ｂ．栄養情報技術研究室 

・平成 23 年 10 月 15 日（土曜日）にオープンハウス

（研究所公開）を実施した。食生活診断、健康体力診断、

骨密度測定、健康フィットネス体験、講演、所内見学、

NR 協会の協力による健康食品相談を実施した。 

・機関誌「健康・栄養ニュース」（年 4 回）発行に努め

た。『健康・栄養ニュース』メールマガジン登録者数は

約 1,900 であった。また、研究所内セミナー等の予定を

調整した。 

・当研究所に必要な健康・栄養関連の図書等の情報を調

査し適宜整理した。 また、図書業務（契約雑誌の整

理・オンラインの閲覧設定、文献取り寄せ（912 件、

2/20 現在）、図書検索システム LIMEDIO の整備など）を

遂行した。 

・公式サイトの維持管理に努めた。サイトの一日あたり

の平均アクセス（ページビュー）数は、栄養研全体で平

均 9,000 件/日、｢健康・栄養フォーラム｣のみで、平均

4,000 件/日であった。マンスリーレポートのデータ登録

数は、853 件であった。栄養研 What's New のデータ更新

数は、72 件であった。 

・公式サイトへの問い合わせに適宜対応した。メールに

よる問い合わせは、242 件、また「健康・栄養フォーラ

ム」での質問は 86 件であった。 

・最新健康・栄養情報の収集・発信に努めた。最新健

康・栄養ニュース（むく鳥通信）へのデータ登録数は、

3498 件であり、最新健康食品文献リスト（EBIS）へのデ

ータ登録数は 24,102 件であった。 

・国民・栄養専門職等からの意見、要望等を広く効率的

に把握するための一般向けサイト「健康・栄養フォーラ

ム」に加えて、フェイスブックおよびツイッターにアカ

ウントを設定して情報の収集に努めた。またこれらの機

能の効果を高めるために、RSS 機能およびソーシャルボ

タンをページに適宜付加するなどして利便性を高めた。 

・「日本人のための食事摂取基準 2010」サイトで策定者

向け引用文献データベースを公開した。 

・情報セキュリティ確保のために、セキュリティ用ハー

ドウェアのアップデートを月 1 回行い監視体制の強化を

継続するとともに、年 6 回のセキュリティ講習会（感染

研と共同開催）、年 2 回のセキュリティ監査を実施した。

また｢セキュリティ対策実施手順書｣の見直しを行った。 
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国際産学連携センター 

 
 

ｄ．WHO-CC 推進プロジェクトチーム １．センター／研究室の概要 
  WHO-CC 研究協力センター（申請中）として、アジア・

太平洋諸国における栄養、身体活動分野の調査研究の中

心的役割をはたすことを目指している。 

（１）センターの概要 

 国際産学連携センターは、当研究所の対外部門とし

て、アジア地域をはじめとする国際的な研究ネットワー

クの構築、海外との学術交流や若手外国人研究者の受

け入れ、大学や企業等との連携による研究開発、国際

シンポジウムやセミナーの開催など、当研究所が国内

外の関係機関等と連携して行うさまざまなプログラムの

調整役を担っている。また、WHO の GEMS/Food（地球

環境モニタリングシステム／食品）プログラム協力機

関として、国民健康・栄養調査の結果等、わが国の食

事調査データを発信している。 

 

（３）構成メンバー 

センター長: 

西 信雄 

室長: 

三好美紀（国際栄養研究室） 

卓 興鋼（生物統計研究室） 

上級研究員： 
 笠岡（坪山）宜代（併任） 

（２）研究室の概要 研究員: 

野末みほ（併任） ａ．国際栄養プロジェクト 
坪田（宇津木）恵（併任）  国際栄養プロジェクトは国際的な学術交流(招へい事

業、セミナー開催等)、情報提供及び国際機関との協力

を行う。具体的には、海外からの研修生の受け入れ

(「若手外国人研究者招へい事業」等)、国際シンポジウ

ムの開催、アジア各国との共同研究、ＷＨＯなど国際機

関への協力･連携、海外向け情報発信等を通じて、国際

的な研究ネットワーク構築を図ることを目指している。 

客員研究員 

溝上哲也((独)国立国際医療研究センター研究所) 

芝池伸彰（神奈川県赤十字血液センター） 

協力研究員 

南里明子((独)国立国際医療研究センター研究所) 

武田和歌子（オーストラリア国立大学） 

技術補助員:  
當間奈月、角倉知子、マサハート由華 

ｂ．生物統計研究室 
研修生: 

 研究所内関連部署との協力を図りつつ産学連携を推進

し、生物統計の手法を用いた研究成果等の社会還元に貢

献する。具体的には、大学又は民間企業等との連携によ

り、各研究部・センターの協力を得ながら、栄養素等の

生活習慣病予防効果をシステマティックレビューまたは

メタアナリシスによる評価を行う。また、産学連携によ

る共同研究として、特定保健用食品等の有効性・安全性

を評価する臨床試験等の企画立案・実施・統計的解析に

参画し、研究成果等の社会還元に努める。 

先崎裕美（東洋大学生命科学部生命科学科） 

  

２．年度計画 

ａ．国際栄養研究室 

「国際栄養協力若手外国人研究者招へい事業」で 2 名

（マレーシア、バングラデシュ）の研究者を受け入れる。

また、同事業による過去の招へい研究者と受入研究者と

の共同研究の推進に努める。「第 5 回アジア栄養ネット

ワークシンポジウム」を開催し、アジアの栄養研究所と

のネットワークづくりを進める。ＷＨＯ等との連携・協

力関係を強化し、国際協力、支援を推進する。

GEMS/Food プログラム協力機関として、国民健康・栄養

調査の結果等、わが国の食事調査データの発信に努める。

研究所の研究成果、わが国の栄養・運動施策上の重要な

ガイドライン等について、英語版ホームページを通じて

情報発信を行うとともに、データ提供等の支援を行い、

海外からのニーズに的確かつタイムリーに対応する。 

 

ｃ．研修・連携推進室 

 「対外部門」としての国際産学連携センターの中で、

講演会･セミナー等を通じた人材育成、栄養情報担当者

(ＮＲ)の学術的基盤づくり、行政部門との各種調整等を

行っている。 

栄養情報担当者(ＮＲ)事業の学術面(試験、研修等)へ

の対応を行う。ＮＲ制度のあり方や研究所の関わりにつ

いて検討を行う。 
 管理栄養士等の専門家を対象としたセミナーの企画･

運営、外部団体･機関と連携した各種人材育成プログラ

ムの企画等を、中長期的な視点から行う。研究の成果を

社会に還元するため、一般向けセミナーを開催する。社

会的ニーズを把握するため関連機関等と定期的な情報交

換の場を設け、社会的･行政ニーズを把握する。 

ｂ．生物統計研究室 

健康の維持・増進、疾病の予防・治療を図るためには、

生活習慣病やメタボリックシンドローム等に関連する各

種健康・栄養指標の生物統計学的な総合評価が不可欠で

ある。当研究室では、以下のような産学官連携による共

同研究・事業の展開を見据えた基礎的・応用的研究を行
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う。 

・システマティックレビューまたはメタアナリシスによ

る各種健康・栄養指標の総合評価 

・特定保健用食品（トクホ）等の人における有効性・安

全性評価 

・信頼性の高いエビデンスを確立するための臨床試験等

の企画立案、実施、統計的解析 

 

ｃ．研修・連携推進室 

ＮＲ認定制度については、第三者機関に移管を行うた

めの問題点について検討を行うとともに第三者機関との

移管に向けた意見交換等を行う。また、第三者機関に移

管を行うまでの間、有資格者及び資格取得を目指してい

る者の不利益とならないよう、次の事業を実施する。 

①ＮＲのアドバイザリースタッフとしての質を維持向上

するための研修会、②外部有識者の協力を得つつ、適正

かつ公正なＮＲ認定試験、ＮＲ認定資格確認試験及び登

録等関連業務 

一般向けの公開セミナー(第 13 回)を、平成 24 年 2 月

に東京で開催する。健康・栄養に関連する団体、大学、

民間企業等他機関との連携、およびニーズ把握のための

意見交換会を年 6回程度開催する。 

 

ｄ．WHO-CC 推進プロジェクトチーム 

ＷＨＯ研究協力センター（申請中）としての体制を整

え、アジア・太平洋諸国における栄養、身体活動分野で

の調査・研究ニーズの把握に努める。 

 

３．進捗状況（成果） 

ａ．国際栄養研究室 

・海外の研究機関との交流･共同研究および国際機関の

活動への対応 

栄養と肥満に関する共同研究をアジア太平洋地域（ベ

トナム、パプアニューギニア）の保健省および研究機関

等と各国の栄養問題を踏まえた共同研究を実施している。 

国際機関の活動への対応としては、ＷＨＯ研究協力セン

ター"Nutrition and Physical Activity"の設置に向け

て、関連する国際会議に職員を派遣する等、WHO への協

力を積極的に行った。また、WHO の GEMS/Food プログラ

ム協力機関として、食品安全に関して食品摂取量把握の

部分でデータを提出した。 

・海外からの訪問･研修受入 

本年度の「若手外国人研究者招へい事業」では、2 名

のうち 1 名の研究者をマレーシアより受け入れ、受入研

究者との共同研究を進めた（バングラデシュからの研修

生は自己都合により辞退）。来年度の招へい研究者 1 名

が決定しており、現在、受入および来日に係る準備手続

きを進めている。来年度のフォローアップ事業について

は、採択された共同研究課題 1 件の実施に向けて準備を

進めている。 

 また、他機関からの依頼による研修を要請に応じて受

け入れている。本年度はＪＩＣＡより 1 件（JICA 国別研

修（エチオピア）カウンターパート本邦研修、平成 24

年 1 月 23 日～2 月 15 日）を研修受託機関として受け入

れ、全体調整および講義を実施した。海外からの視察訪

問も随時、要請に応じて受け入れており、本年度は米国、

オーストラリア、台湾、韓国等からの研究者の訪問を受

け入れ、意見交換を開催した。 

・国際シンポジウム･セミナー 

研究所が主催する代表的なシンポジウムである「アジ

ア栄養ネットワークシンポジウム」を平成 15 年度から

隔年で開催している。平成 22 年 9 月 8 日に開催した

「第 4 回アジア栄養ネットワークシンポジウム」の講演

集を Asia Pacific Journal of Clinical Nutrition の

増刊号として発行し、アジアにおける学校給食制度と関

連プログラムについて連携を図るとともに海外に向けて

情報を発信した。また、「第 5 回アジア栄養ネットワー

クシンポジウム（平成 24 年 3 月 9 日）」を開催し、「ア

ジア太平洋地域における母子栄養とフードセキュリティ

改善に向けた取り組みについて」をテーマとして、アジ

ア太平洋地域各国の現状および今後の方向性について議

論を深めることができた。 

米国と韓国からそれぞれ専門家を招いた外来セミナー

「米国におけるカルシウムとビタミン D の食事摂取基準

策定（平成 23 年 10 月 25 日）」、「韓国における国民健

康・栄養調査の概要について（平成 23 年 12 月 1 日）を

開催した。また、特別セミナー“Salt Reduction 

Strategy in Japan: Implication from Australian 

Experience（平成 24 年 2 月 7 日）”では、各国の減塩

対策についてオーストラリアと日本の専門家間で活発な

意見交換を行うことができた。 

・広報･情報発信 

 英語版ホームページを通して、研究所の研究成果、栄

養行政の情報を発信している。研究所のニュースレター

「健康･栄養ニュース」(年 4 回発行)の英語版「Health 

and Nutrition News」を作成し、英語版ホームページに

掲載している。英語版ホームページに問い合わせ用メー

ルアドレスを掲載し、海外からの問い合わせに対応して

いる。 

 

ｂ．生物統計研究室 

・大学又は民間企業等との連携により、大豆イソフラボ

ンの骨粗鬆症及び閉経期女性の Hot Flash への予防効果

等について、システマティックレビューまたはメタアナ

リシスによる評価を行った。また、大豆及びその成分、

葉酸及びビタミン B、抗酸化サプリメント等の生活習慣

病予防効果をシステマティックレビューまたはメタアナ

リシスによる評価を行い、研究成果の社会への還元を目

指す。 

・大学等との連携により、日本の特定保健用食品と中国

の「保健食品」との審査制度等における比較検討を行い、

解説した。 

・大学附属病院や企業等との産学連携による共同研究と

して、大豆たん白質や茶カテキンを関与成分とする特定

保健用食品等による生活習慣病等の予防効果を検証する

臨床試験等の企画立案・実施・統計的解析に参画し、研

究成果等の社会還元に努める。 
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ｃ．研修・連携推進室 

・ＮＲの養成・認定 

公平・公正な制度運用を期すために、外部有識者を加

えたＮＲ認定委員会を開催し、厳格な試験を実施した。 
平成 23 年度に実施した「第 8 回栄養情報担当者（Ｎ

Ｒ）認定試験」（平成 23 年 6 月 12 日実施）では、583 名

が合格（受験者数 941 名、合格率 62.0％）し、累計で

4,909 名にＮＲの資格を附与するとともに、6 年制薬学

部在学生の薬学共用試験合格の資格で受験し合格した者

（大学卒業の届出により資格を附与する者）として別に

362 名を登録した。また「第 9 回資格確認試験」（平成

23 年 11 月 13 日実施）では、受験者数 163 名、合格者

68 名（合格率 41.7％）であった。 

養成講座については、平成 22 年度に引き続き、全国

における養成講座数は計 43 講座である。 

・ＮＲ試験問題作成 

 資格確認試験(第 9 回；平成 23 年 11 月)、ＮＲ認定試

験(第 8 回；平成 23 年 6 月、第 9 回；平成 24 年 6 月)の

問題作成に関わる進行管理を行った。 

・ＮＲ研修会の開催 

 ＮＲのスキルアップの一環として、当研究所が主催す

るフォローアップ研修会を、全国 6 カ所(仙台、大阪、

名古屋、岡山、福岡、東京)で計 6回開催した。 

また、22 年度に引き続き他団体との相互単位認定を行

った。 

・ＮＲ認定制度についての検討など 

ＮＲ認定制度については、厚生労働省等の判断により

第三者機関に移管することとなり、検討したところ、一

般社団法人日本臨床栄養協会のサプリメントアドバイザ

ー制度とＮＲ制度を統合する方法で上記協会へＮＲ制度

を移管することとし、平成 27 年 7 月までにＮＲ事業を

廃止することとした。 

・社会ニーズ、意見交換会 

健康・栄養に関する機関（一般社団法人日本臨床栄養

協会、（独）農業・食品産業技術総合研究機構食品総合

研究所、（独）国民生活センター、（社）日本栄養士会、 

国立保健医療科学院、財団法人健康・体力づくり事業財

団）との「意見交換会」を年６回実施した。また、内閣

府食育推進室、消費者庁食品表示課、厚生労働省医薬食

品局食品安全部及び健康局総務課生活習慣病対策室との

間で、幹部レベルでの意見交換会および実務者レベルで

の情報及び意見交換会を行い、行政ニーズに適宜対応し

た業務体制を整えた。 

・セミナー 

第 13 回一般向け公開セミナー(テーマ：健やかな老後

を迎えるための食生活と身体活動)を平成 24 年 2 月 25

日(土)に開催した。 

また、栄養士・管理栄養士の研修や生涯教育のプログ

ラムに対し、職員を積極的に派遣するとともに、それら

のプログラムの企画等への支援を行った。 

 
ｄ．WHO-CC 推進プロジェクトチーム 

ＷＨＯ研究協力センター“Nutrition and Physical 

Activity”設置に向けて、平成 23 年 4 月からの第 3 期

中期計画にともなう組織の変更もふまえて申請書を再提

出し、WHO 栄養担当官による申請書レビューおよび WPRO

内での審査の結果の回答を待っている段階である。 
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Ⅲ 研究成果等の公表 

1. 業績目録 
【著 書】 

a. 英 文 

  1) Nakade M, Aiba N, Morita A, Watanabe S: 

Determinants of successful body weight 

reduction. Camilo Gouveia and Diego Melo. 

Weight Change: Patterns, Risks and 

Psychosocial Effects. ，2012 ，Nova Science 

Publishers 

  2) Usui C, Taguchi M, Ishikawa-Takata K, 
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小児および健常児におけるエネルギー必要量の

評価, 平成23年度研究実績報告書, 文部科学省

科学研究費, 研究活動スタート支援 

 21) 井上真理子: ピオグリタゾンの抗動脈硬化作用

のin vivoにおける分子メカニズムの解明, 平成

22～平成23年度研究成果報告書, 文部科学省科

学研究費, 若手研究（B） 

 22) 窪田哲也: 肝臓におけるIRS-1、IRS-2の生理

的・病態生理的役割の解明, 平成21～平成23年

度研究成果報告書, 文部科学省科学研究費, 基

盤研究（C） 

 23) 渡邊 昌, 宮地元彦, 森田明美, 山田晃一: 特

定保健指導対象者以外も含めた生活習慣病予備

軍に対する保健指導効果の検証及び評価手法の

開発に関する研究. 平成23年度総括・分担研究

報告書, 厚生労働省厚生労働科学研究費, 循環

器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業 

 24) 渡邊 昌, 宮地元彦, 森田明美, 山田晃一: 特

定保健指導対象者以外も含めた生活習慣病予備

軍に対する保健指導効果の検証及び評価手法の

開発に関する研究. 平成21～平成23年度総合研

究報告書, 厚生労働省厚生労働科学研究費, 循

環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事

業 

 25) 渡邊 昌: 肥満関連疾患のアジアと米国におけ

る遺伝疫学的検討とその対策に関する研究, 平

成23年度分担研究報告書, 厚生労働省厚生労働

科学研究費, 地球規模保健課題推進研究事業

（国際医学協力研究事業） 

 26) 三浦進司: 運動によるエネルギー代謝亢進のメ

カニズム, 平成21～平成23年度研究成果報告書, 

文部科学省科学研究費, 基盤研究（B） 

 27) 山﨑聖美: 肥満・脂肪肝発症予防のためのPPAR

組織・サブタイプ特異性に関する網羅的分析, 

平成23年度研究実績報告書, 文部科学省科学研

究費. 基盤研究（C） 

 28) 山崎聖美: 大豆たん白質β-コングリシニンの非

アルコール性脂肪肝発症予防・治療効果と作用

機序の解明, 大豆たん白質研究 第14回報告会

記録, 86-90 

 29) 竹林純, 加藤美智子: 抗酸化物質大量摂取時の

安全性評価：運動の有用作用に及ぼす影響, 平

成23年度総括研究報告書, 厚生労働省厚生労働

科学研究費, 食品の安全確保推進研究事業 

 30) 石見佳子, 二川健, 寺尾純二, 笠岡(坪山)宜代, 

西信雄, 徳留信寛: 超高齢化社会に適用可能な

機能性宇宙食の開発とその応用, JAXA「きぼ

う」利用社会課題対応テーマＦＳ成果報告書,  

宇宙航空研究開発機構（JAXA） 

 31) 石見佳子, 笠岡(坪山)宜代, 瀧沢あす香: 栄

養・特殊用途食品部会における検討プロセスの

開発に関する研究. 平成23年度分担研究報告書, 

厚生労働省厚生労働科学研究費, 食品の安全確

保推進研究事業 

 32) 松本輝樹: 機器分析を志向した簡便かつ迅速な

ビタミンＢ１２分析法の開発と評価, 平成23年

度研究実施状況報告書, 文部科学省科学研究費, 

若手研究（B） 

 33) 石見佳子, 竹林純: ダイズイソフラボンの骨粗

鬆症予防効果に関する研究. 農林水産物・食品

の機能性等を解析・評価するための基盤技術の

開発 ，2012 ，農林水産省委託研究事業分担研

究報告書 

 34) 竹林純: 食事からの抗酸化物質摂取総量の推算

を可能とする食品の抗酸化能データベースの構

築, 平成23年度研究実施状況報告書, 文部科学

省科学研究費, 若手研究（B） 

 35) 山内 淳: インスリン抵抗性とビタミンＡ代謝

のクロストーク, 平成23年度研究実施状況報告

書, 文部科学省科学研究費, 基盤研究（C） 

 36) 梅垣敬三: 健康食品の情報提供システム体制の

構築と安全性確保に関する研究, 平成23年度総

括研究報告書，厚生労働省厚生労働科学研究費, 

食品の安全確保推進研究事業 

 37) 梅垣敬三: 健康食品の情報提供システム体制の

構築と安全性確保に関する研究, 平成21～平成

23年度総合研究報告書，厚生労働省厚生労働科

学研究費, 食品の安全確保推進研究事業 

 38) 梅垣敬三: ダイエット関連植物素材の安全性に

おける主要栄養素の影響評価, 平成23年度研究

実施状況報告書, 文部科学省科学研究費, 基盤

研究（C） 

 39) 西 信雄: 健康増進施策推進・評価のための健

康・栄養モニタリングシステムの構築, 平成23

年度分担研究報告書, 厚生労働省厚生労働科学

研究費, 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策

総合研究事業 

 40) 西 信雄: 2010年国民健康栄養調査対象者の追
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跡開始（NIPPON DATA2010）とNIPPON DATA80/90

の追跡継続に関する研究, 平成23年度分担研究

報告書, 厚生労働省厚生労働科学研究費, 循環

器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業 

 41) 西 信雄: 内臓脂肪蓄積を簡便に推定できる評

価モデル式の開発とそのリスク評価に関する縦

断研究, 平成23年度分担研究報告書, 厚生労働

省厚生労働科学研究費, 循環器疾患・糖尿病等

生活習慣病対策総合研究事業 

 42) 坪田（宇津木）恵: パーソナリティが食行動、

および将来の身体的健康にどのような影響を及

ぼすのか, 平成23年度研究実施状況報告書, 文

部科学省科学研究費, 若手研究（B） 

 

【国際学会等】 

a. 特別講演 

該当無し 

 

b. シンポジウム等 

  1) Miyachi M: Resistance training and arterial 

stiffness, Symposium: Resistance training 

and vascular disease risks. 58th American 

College of Sports Medicine Annual Meeting. 

2011.6.1, Denver, CO, USA 

  2) Tanaka S: Evaluation of Physical Activity 

in Children. MASO (Malaysian Association 

for the Study of Obesity) 2011 Scientific 

Conference on Obesity. 2011.6.28 ，Kuala 

Lumpur (Malaysia) 

  3) Kubota T, Kubota N, Kadowaki T: Impaired 

Insulin Signaling in the Endothelial Cells 

Reduces Insulin-Induced Glucose Uptake by 

the Skeletal Muscle. The 3rd Scientific 

Meeting of Asian Association for the Study 

of Diabetes ，2011.6.23 ，Beijing, China 

  4) Ishimi Y: Osteoporosis and Nutrition; 

Soybean isoflavone and bone health. Lunch 

Symposium, XI Asian Congress of Nutrition ，

2011.7.14 ，Singapore 

  5) 石見佳子: 健康づくりと食の選択. ILSI Japan 

第 5 回「栄養とエイジング」国際会議 ，

2011.9.28 ，東京大学 

  6) 石見佳子: 日本の栄養表示関連法規および実施

状況と管理方法. 日中健康栄養交流会議 2012－

国際栄養表示関連法規フォーラム－ ，

2012.2.3 ，北京 

  7) 渡邊昌, 卓興鋼: 高齢者の食と健康. 中国栄養

学会 ，2011.9. 中国、蘇州 

  8) 渡邊 昌, 卓興鋼: 糖尿病腎症を防ぐ食事療法. 

中国栄養学会 ，2011.9. 中国、蘇州 

  9) Nishi N: Review of Japanese Nutrition and 

Health Survey. Workshop on Nutrition and 

Health Survey ，2011.9.24 ，Beijing, China 

 10) 卓興鋼: Evidence-Based Nutritional Therapy 

for Osteoporosis. 中国栄養学会 ，2011.9.25 ，

中国、蘇州 

 

 

c. 一般講演等 

  1) Goto C, Tokudome Y, Imaeda N, Kuriki K, 

Tokudome S: Relative validity of a short 

food frequency questionnaire for assessing 

nutrient intake vs 3-day weighed diet 

records in young Japanese women. 

International Epidemiology Association 

World Congress of Epidemiology ，2011.8.7 ，

Edinburgh, Scotland, UK 

  2) Nakade M, Furuya K, Kawakami J, Aiba N: 

Breakfast eating in university students and 

their mothers’ socioeconomic states and 

dietary education in childhood. 

International Society for Behavioral 

Nutrition and physical activity ，

2011.6.18 ， Melbourne 

  3) Tsuboyama-Kasaoka N、Takizawa A、Kuwaki Y: 

Study on Supervised Professional Practice 

for Training of Dietitians in the World, XI 

Asian Congress of Nutrition 2011 ，2011.7. 

singapore 

  4) Miyoshi M, Tsuboyama-Kasaoka N, Nishi N, 

Job Hawap, Kuratsuji T: Nutritional status 

of children and their mothers, and its 

determinants in Port Moresby, Papua New 

Guinea. XI Asian Congress of Nutrition 

2011 ，2011.7.15 , singapore 

  5) Yoshita K, Arai Y, Nozue M, Nishi N, Miura 

K, Onishi H, Saitho S, Okayama A, Okuda N, 

Okamura T, Ueshima H: Relationship of total 

energy intake to body mass index in 

representative Japanese population: NIPPON 

DATA 80/90. XI Asian Congress of Nutrition ，

2011.7.13 ，Singapore 

  6) Tanaka C, Tanaka S: Relationship between 

daily physical activity and neighborhood 

environment among Japanese preschool 

children. American College of Sports 

Medicine (ACSM) 58th Annual Meeting ，

2011.6.2 ，Denver, Colorado 

  7) Naito Y, Ishikawa-Takata K, Tanaka S, 

Harada A, Arao T, Inoue S, Kitabatake Y, 

Tabata I: Sedentary occupation, its 

validity and risk for colon cancer. 58th 

Annual meeting and 2nd World congress on 

Exercise is medicine ，2011.6.2 ，USA 

  8) Ando T, Ohkawara K, Tanimoto M, Miyachi M, 

Higuchi M, Tanaka S: Substrate oxidation 

after breakfast may Have different roles on 

body composition than after other meals. 

American College of Sports Medicine (ACSM) 

58th Annual Meeting ，2011.6.3 ，Denver, 

Colorado 

  9) Park JH, Ishikawa-Takata K, Tanaka S, 
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Oshima Y, Yoshida A, HIrohata M, Kimura T, 

Tabata I: Validation of accelerometers for 

measurement of METs during walking in 

independent and dependent elderly people. 

American College of Sports Medicine (ACSM) 

58th Annual Meeting ，2011.6.3 ，Denver, 

Colorado 

 10) Murakami H, Iemitsu M, Sanada K, Gando Y, 

Kawakami R, Fuku N, Hayashi K, Miyachi M: 

Genome-Wide Association Study of Physical 

Activity Level for a Year in Japanese 

Adults. 58th American College of Sports 

Medicine ，2011.6.3 ，Denver, Colorado 

 11) Yoshida A, Ishikawa-Takata K, Fujii M, 

Totani M: Characteristics affecting the 

estimation error of energy intake in female 

university sprinters. XI Asian congress of 

nutrition ，2011.7.15 ，Singapore 

 12) Komaki H, Ishikawa-Takata K, Takanoha S, 

Matsumura T, Shinno S, Kuru S, Tatara K, 

Sasaki M, Tanaka S, Tabata I: Total energy 

expenditure(TEE) for patients with Duchenne 

muscular dystrophy. 16th International 

Worls Muscle Society Congress ，2011.10.20 ，

Portugal 

 13) Usui C, Ando T, Ohkawara K, Miyake R, 

Oshima Y, Hibi M, Tokuyama K, Tanaka S: 

Prediction of energy expenditure of low-

intensity physical activity from triaxial 

acceleration in indirect human calorimeter. 

RACMEM 2011 Recent Advances and 

Controversies in the Measurement of Energy 

Metabolism ，2011.11.3 ，Maastricht 

University (Maastricht) 

 14) Ando T, Ohkawara K, Higuchi M, Tanaka S: 

Effects of habitual physical activity on 

the ability to regulate energy balance. 

RACMEM 2011 Recent Advances and 

Controversies in the Measurement of Energy 

Metabolism ，2011.11.3 ，Maastricht 

University (Maastricht) 

 15) Tanaka C, Hikihara Y, Ando T, Oshima Y, 

Usui C, Ohgi Y, Kaneda K, Tanaka S: 

Estimation of physical activity intensity 

with classifying locomotive and 

nonlocomotive activities by a triaxial 

accelerometer in young children. RACMEM 

2011 Recent Advances and Controversies in 

the Measurement of Energy Metabolism ，

2011.11.3 ，Maastricht University 

(Maastricht) 

 16) Yamaguchi S, Hibi M, Mitsui Y, Katashima M, 

Tokuyama S, Tanaka S: Reproducibility of 

diet-induced thermogenesis and activity-

induced thermogenesis evaluated using 

triaxial accelerometry and respiratory 

chamber. RACMEM 2011 Recent Advances and 

Controversies in the Measurement of Energy 

Metabolism ，2011.11.3 ，Maastricht 

University (Maastricht) 

 17) Kubota N, Kubota T, Kumagai H, Inoue M, 

Yamauchi T, Ueki K, Kadowaki T: Impaired 

insulin signaling in the endothelial cells 

reduces insulin-induced glucose uptake by 

the skeletal muscle. Scientific Sessions 

71th American Diabetes Association ，

2011.6.26 ，San Diego 

 18) Hara K, Fujita H, Horikoshi M, Yamauchi T, 

Maeda S, Kubo M, Tsunoda T, Nakamura Y, 

Kadowaki T: Identification of novel 

susceptibility gene variants associated 

with type 2 diabetes in the Japanese 

population by imputation analysis using the 

1000 Genomes Project dataset. 69th 

Scientific Sessions of the American 

Diabetes Association ，2011.6.26 ，San 

diego, USA 

 19) Nakaya K, Kubota N, Takamoto I, Kubota T, 

Katsuyama H, Sato H, Hashimoto S, Goto M, 

Jomori T, Ueki K, Kadowaki T: The Effects 

of SK-0403, a highly selective DPP-4 

inhibitor, on β-cell mass and function in 
haploinsufficiency of β-cell-specific 
glucokinase mice on a high-fat diet. 71th 

American Diabetes Association's Scientific 

Sessions ，2011.6.26 ，San diego, USA 

 20) Hara K, Fujita H, T.A. Johnson, Horikoshi M, 

Maeda S, Tsunoda T, Kubo M, Nakamura Y, 

Kadowaki T: Comprehensive evaluation of 

type 2 diabetes susceptibility in the 

Japanese population by genome-wide 

imputation analysis using the 1000 Genomes. 

12thICHG/61thASHG ，2011.10.12 ，Montreal, 

Canada 

 21) Sasako T, Ueki K, Ohsugi M, Kubota N, Tobe 

K, Kadowaki T: Role of Sdf2l1, a Novel ER 

Stress-Related Protein, in the Regulation 

of Hepatic Insulin Sensitivity. The 16th 

Japan-Korea Symposium on Diabetes Mellitus ，

2011.10.22 ，Tokyo, Japan 

 22) Kubota T, Kubota N, Iwamura T, Inoue M, 

Sato H, Hayashi T, Takamoto I, Yamauchi T, 

Ueki K, Kadowaki T: Impaired Insulin 

Signaling in the Endothelial Cells Reduces 

Insulin-induced Glucose Uptake by the 

Skeletal Muscle. The 16th Japan-Korea 

Symposium on Diabetes Mellitus ，

2011.10.22 ，Tokyo, Japan 

 23) Okada M, Yamauchi T, Iwabu M, Kubota N, 

Ueki K, Kadowaki T: AdipoR2 in Endothelial 

Cells and AdipoR1 in Macrophages Play 

Pivotal Roles in the Prevention of 
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Atherosclerosis in Vivo. The 16th Japan-

Korea Symposium on Diabetes Mellitus ，

2011.10.22 ，Tokyo, Japan 

 24) Hara K: Genetics of Type 2 diabetes in East 

Asia. 16th Japan-Korea Symposium on 

Diabetes Mellitus ，2011.10.22 ，Tokyo 

 25) Shinozaki S, Kokame K, Chiba T, Miyata T, 

Hatori K, Ai M, Kawakami A, Kaneko E, 

Yoshida M, Shimokado K: Deficiency of Herp, 

an endoplasmic reticulum stress protein, 

suppresses atherosclerosis in apoE knockout 

mice via suppression of inflammatory 

responses. The 1st Asia-Pacific Vascular 

Biology Meeting ，2011.12.9 ，Tokyo, Japan 

 26) Tousen Y, Fujii Y, Ueno T, Uchiyama S, 

Nishimuta M, Yamada K, Ishimi Y: Equol 

Inhibited Bone Loss without Unfavorable 

Effects in Osteoporotic Mice and 

Postmenopausal Japanese Women. XI Asian 

Congress of Nutrition 2011 ，2011.7.15 ，

Suntec Singapore International Convention & 

Exhibition Centre (Singapore) 

 27) Nagata J, Machino A, Matsuzuka Y, Kamiya T, 

Takagaki K: Terminalia bellirica improves 

serum triglyceride concentration and some 

kinds of biochemical parameters in mice. XI 

Asian Congress of Nutrition ，2011.7.15 ，

Singapore 

 28) Yanaka K, Higuchi M, Ishimi Y: Effects of 

voluntary exercise and energy restriction 

on bone mineral density in female rat model. 

American Sciety for Bone and Mineral 

Reserch 2011 Annual Meeting ，2011.9.19 ，

San Diego, USA 

 29) Watanabe J, Oki T, Takebayashi J, Yamasaki 

K, Takano-Ishikawa Y: Improvement of 

hydrophilic oxygen radical absorbance 

capacity (H-ORAC) method for determination 

of antioxidant capacities of antioxidant 

solutions and food extracts. 2011 The 

International Conference on Food Factors 

(ICoFF) ，2011.11.21 ，Taipei, Taiwan 

 30) Taku K, Lin N, Cai D, Hu J, Zhao X, Zhang Y, 

Wang P, Melby MK, Hooper L, Kurzer MS, 

Mizuno S, Ishimi Y, Watanabe S: EFFECTS OF 

SOY ISOFLAVONE EXTRACT SUPPLEMENTS ON BLOOD 

PRESSURE IN ADULT HUMANS: SYSTEMATIC REVIEW 

AND META-ANALYSIS OF RANDOMIZED PLACEBO-

CONTROLLED TRIALS. 7th Asia Pacific 

Conference on Clinical Nutrition ，

2011.6.5 ，Bangkok, Thailand 

 31) Miyoshi M, Yoshiike N, Le BM, Do TPH, Khor 

GL, Velandria F, Kim CI: Database 

development for situation of obesity, 

metabolic syndrome and diabetes in Asian 

countries. XI Asian Congress of Nutrition ，

2011.7.14 ，Singapore 

 

【国内学会等】 

a. 特別講演 

  1) 村上晴香: 運動・身体活動の効果の個人差を遺

伝子多型から考える. 第19回日本運動生理学会. 

2011.8.26 ，徳島 

  2) 田中茂穂: 日本人の身体活動量の現状 ランチョ

ンセミナー５ 健康づくり施策の普及・啓発活

動. 第66回日本体力医学会. 2011.9.17 ，海峡

メッセ下関（下関市） 

  3) 宮地元彦: 動脈スティフネスと運動. 第5回運動

循環器病研究会. 2012.1.21 ，順天堂大学 東

京 

  4) 宮地元彦: 運動と動脈スティフネス. 第20回鹿

児島スポーツ医学研究会. 2012.1.28 ，鹿児島

県医師会館（鹿児島） 

 

b. シンポジウム等 

  1) 徳留信寛: 生活習慣病の予防とコントロール. 

第54回日本歯周病学会・日本学術会議共催市民

公開シンポジウム. 2011.5.28 ，福岡県福岡市 

  2) 森田明美: 「高齢者の食事」. 第11回日本抗加

齢医学会総会 ワークショップ「日本抗加齢医

学栄養運動療法ガイドライン策定に向けて」. 

2011.5.27 ，京都市 

  3) 笠岡(坪山)宜代: エビデンスとガイドライン. 

全国研究教育栄養士協議会. 2012.3.4 ，滋賀県 

  4) 宮地元彦: 健康長寿をめざす運動、ワークショ

ップ：日本抗加齢医学栄養運動療法ガイドライ

ンの策定に向けて. 日本抗加齢医学会.  

2011.5.27 ，京都国際会館（京都） 

  5) 田中茂穂: 高齢者のエネルギー出納状態 ワー

クショップ：日本抗加齢医学栄養運動療法ガイ

ドラインの策定に向けて. 第11回日本抗加齢医

学会総会. 2011.5.27 ，国立京都国際会館（京

都市） 

  6) 宮地元彦: レジスタンストレーニング、シンポ

ジウム12：運動の効果とアンチエイジング. 第

11回日本抗加齢医学会総会. 2011.5.28 ，京都

国際会館（京都） 

  7) 宮地元彦: NEXISと佐久コホート研究 シンポジ

ウム：身体活動および体力と健康に関する運動

疫学研究と今後の課題. 第14回運動疫学研究会. 

2011.9.15 ，海峡メッセ下関（下関市） 
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る要因について. 第22回日本疫学会学術総会. 

2012.1.27 ，学術総合センター・一橋記念講堂
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山田珠樹, 徳留信寛: ストレスとサプリメント

摂取の関連についての横断研究. 第22回日本疫
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2011.5.14 ，東京 

 14) 白鳥明日香, 小林謙一, 山本祐司, 田所忠弘, 

山内淳: βカロテンからレチナールへの変換に

関わる酵素BCMO1のレチノイン酸による遺伝子発

現制御機構の解析. 第65回日本栄養・食糧学会

大会. 2011.5.15 ，お茶の水女子大学（東京） 

 15) 関口真理子, 山内淳: ビタミンDのMAPキナーゼ

を介した作用発現メカニズムの解析. 第65回日

本栄養・食糧学会大会. 2011.5.15 ，お茶の水

女子大学（東京） 

 16) 山内淳, 白鳥明日香, 石見佳子: β-カロテン開
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厚生労働省厚生労働科学研究費．循環器疾患・

糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業． 

  2) 笠岡（坪山）宜代：日本人の食事摂取基準の改

定と活用に資する総合的研究（研究代表者 徳

留信寛）．厚生労働省厚生労働科学研究費．循

環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事
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業． 

  3) 坪田（宇津木）恵：日本人の食事摂取基準の改

定と活用に資する総合的研究（研究代表者 徳

留信寛）．厚生労働省厚生労働科学研究費．循

環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事

業． 

  4) 江﨑 治：日本人の食事摂取基準の改定と活用

に資する総合的研究（研究代表者 徳留信寛）．

厚生労働省厚生労働科学研究費．循環器疾患・

糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業． 

  5) 宮地元彦：健康づくりのための運動基準・運動

指針改定ならびに普及・啓発に関する研究（研

究代表者 渡邊 昌）．厚生労働省厚生労働科

学研究費．循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対

策総合研究事業． 

  6) 森田明美：健康づくりのための運動基準・運動

指針改定ならびに普及・啓発に関する研究（研

究代表者 渡邊 昌）．厚生労働省厚生労働科

学研究費．循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対

策総合研究事業． 

  7) 山田晃一：健康づくりのための運動基準・運動

指針改定ならびに普及・啓発に関する研究（研

究代表者 渡邊 昌）．厚生労働省厚生労働科

学研究費．循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対

策総合研究事業． 

  8) 髙田和子：エネルギー必要量推定法に関する基

盤的研究（研究代表者 田中茂穂）．厚生労働

省厚生労働科学研究費．循環器疾患・糖尿病等

生活習慣病対策総合研究事業． 

  9) 徳留信寛：東日本大震災被災者の健康状態等に

関する調査（研究代表者 林 謙治）．厚生労

働省厚生労働科学研究費．厚生労働科学特別研

究事業． 

 10) 渡邊 昌：肥満関連疾患のアジアと米国におけ

る遺伝疫学的検討とその対策に関する研究（研

究代表者 川上正舒）．厚生労働省厚生労働科

学研究費．地球規模保健課題推進研究事業（国

際医学協力研究事業）． 

 11) 宮地元彦：生活習慣病予防のための運動を阻害

する要因とその原因別の対策に関する研究（研

究代表者 竹下克志）．厚生労働省厚生労働科

学研究費．循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対

策総合研究事業． 

 12) 宮地元彦：生活習慣病予防活動・疾病管理によ

る健康指標に及ぼす効果と医療費適正化効果に

関する研究（研究代表者 津下一代）．厚生労

働省厚生労働科学研究費．循環器疾患・糖尿病

等生活習慣病対策総合研究事業． 

 13) 髙田和子：高齢者の経口摂取の維持ならびに栄

養ケア・マネジメントの活用に関する研究（研

究代表者 葛谷雅文）．厚生労働省厚生労働科

学研究費．長寿科学総合研究事業． 

 14) 髙田和子：チームによる効果的な栄養ケア・マ

ネジメントの標準化をめざした総合的研究～大

学－施設連携による研究基盤・人材育成システ

ムの構築の試み～（研究代表者 吉池信男）．

厚生労働省厚生労働科学研究費．長寿科学総合

研究事業． 

 15) 髙田和子：筋ジストロフィーの治療拠点整備、

包括的診療ガイドラインの研究（研究代表者 

小牧宏文）．厚生労働省厚生労働科学研究費．

精神・神経疾患研究開発費． 

 16) 石見佳子：国際食品規格策定に係る効果的な検

討プロセスの開発に関する研究（研究代表者 

里村一成）．厚生労働省厚生労働科学研究費．

食品の安全確保推進研究事業． 

 17) 西 信雄：健康増進施策推進・評価のための健

康・栄養モニタリングシステムの構築（研究代

表者 吉池信男）．厚生労働省厚生労働科学研

究費．循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総

合研究事業． 

 18) 西 信雄：2010年国民健康栄養調査対象者の追

跡開始（NIPPON DATA2010）とNIPPON DATA80/90

の追跡継続に関する研究（研究代表者 三浦克

之）．厚生労働省厚生労働科学研究費．循環器

疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業． 

 19) 西 信雄：内臓脂肪蓄積を簡単に推定できる評

価モデル式の開発とそのリスク評価に関する縦

断研究（研究代表者 松下由実）．厚生労働省

厚生労働科学研究費．循環器疾患・糖尿病等生

活習慣病対策総合研究事業． 

 

【文部科学研究費補助金】 

a. 研究代表者 

  1) 笠岡（坪山）宜代：肥満・生活習慣病に対する

魚介類含有アミノ酸の新規機能の解明．文部科

学省科学研究費．基盤研究（Ｃ） 

  2) 中出麻紀子：親による子どもの頃の家庭での食

育が若手成人の朝食欠食に及ぼす効果．文部科

学省科学研究費．若手研究（Ｂ） 

  3) 村上晴香：自発的身体活動・運動行動誘発にお

けるグレリン遺伝子多型の関連．文部科学省科

学研究費．若手研究（Ｂ） 

  4) 田中茂穂：エネルギー消費量の変動要因に関す

る基礎的研究．文部科学省科学研究費．基盤研

究（Ａ） 

  5) 宮地元彦：日本人の身体活動量に関与する環

境・遺伝要因とその相互作用に関する網羅的研

究．文部科学省科学研究費．基盤研究（Ａ） 

  6) 大坂寿雅：終板器官周囲のプロスタグランジン

E2発熱機構を制御する神経伝達物質．文部科学

省科学研究費．基盤研究（Ｃ） 

  7) 井上真理子：ピオグリタゾンの抗動脈硬化作用

のin vivoにおける分子メカニズムの解明．文部

科学省科学研究費．若手研究（Ｂ） 

  8) 窪田哲也：肝臓におけるIRS-1、IRS-2の生理

的・病態生理的役割の解明．文部科学省科学研

究費．基盤研究（Ｃ） 

  9) 三浦進司：運動によるエネルギー代謝亢進のメ

カニズム．文部科学省科学研究費．基盤研究

（Ｂ） 

 10) 山﨑聖美：肥満・脂肪肝発症予防のためのPPAR
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組織・サブタイプ特異性に関する網羅的解析．

文部科学省科学研究費．基盤研究（Ｃ） 

 11) 松本輝樹：機器分析を志向した簡便かつ迅速な

ビタミンＢ１２分析法の開発と評価．文部科学

省科学研究費．若手研究（Ｂ） 

 12) 竹林 純：食事からの抗酸化物質摂取総量の推

算を可能とする食品の抗酸化能データベースの

構築．文部科学省科学研究費．若手研究（Ｂ） 

 13) 山内 淳：インスリン抵抗性とビタミンＡ代謝

のクロストーク．文部科学省科学研究費．基盤

研究（Ｃ） 

 14) 梅垣敬三：ダイエット関連植物素材の安全性に

おける主要栄養素の影響評価．文部科学省科学

研究費．基盤研究（Ｃ） 

 15) 坪田（宇津木）恵：パーソナリティが食行動、

および将来の身体的健康にどのような影響を及

ぼすのか．文部科学省科学研究費．若手研究

（Ｂ） 

 16) 大河原一憲：日常生活下における肥満抑制因子

としての非運動性身体活動と24時間脂質酸化能

の役割．文部科学省科学研究費．特別研究員奨

励費 

 17) 田中憲子：体幹部骨格筋量の増大がメタボリッ

ク症候群の改善および介護予防に及ぼす影響．

文部科学省科学研究費．特別研究員奨励費 

 18) 薄井澄誉子：閉経後における肥満・サルコペニ

ア予防のための運動がエネルギー基質選択に与

える影響．文部科学省科学研究費．特別研究員

奨励費 

 19) 中江悟司：食事摂取基準の活用に向けた有疾患

小児および健常児におけるエネルギー必要量の

評価．文部科学省科学研究費．研究活動スター

ト支援 

 

b. 研究分担者 

  1) 宮地元彦：肥満関連遺伝子多型と運動および食

事介入効果の検討（研究代表者 真田樹義）．

文部科学省科学研究費．基盤研究（Ｂ） 

  2) 宮地元彦：遺伝子診断に基づく動脈硬化改善の

ための運動プログラムの開発（研究代表者 家

光素行）．文部科学省科学研究費．挑戦的萌芽

研究 

  3) 村上晴香：遺伝子診断に基づく動脈硬化改善の

ための運動プログラムの開発（研究代表者 家

光素行）．文部科学省科学研究費．挑戦的萌芽

研究 

  4) 髙田和子：看護学生のコミュニケーション能力

を高めるコーチング学習プログラムと評価方法

の開発（研究代表者 井上清美）．文部科学省

科学研究費．基盤研究（Ｃ） 

  5) 窪田哲也：新しい動物モデルを用いた心サルコ

イドーシスの画期的な早期診断法の開発（研究

代表者 諸井雅男）．文部科学省科学研究費．

基盤研究（Ｃ） 

  6) 石見佳子：健康成人における血中ビタミンＤ濃

度と身体活動量及び心肺体力との関連（研究代

表者 曹 振波）．文部科学省科学研究費．基

盤研究（Ｃ） 

  7) 西 信雄：労働者の健康と疾病休業におよぼす

ソーシャルキャピタルの意義に関する研究（研

究代表者 小田切優子）．文部科学省科学研究

費．基盤研究（Ｃ） 

  8) 卓 興鋼：アジア治療ネットワーク構築に向け

た中国における治験実施体制の整備に関する研

究（研究代表者 吉田佳督）．文部科学省科学

研究費．基盤研究（Ｂ） 

 

【その他の公的研究費】 

a. 研究代表者 

  1) 石見佳子, 西信雄, 笠岡(坪山)宜代：超高齢化

社会に適応可能な機能性宇宙食の開発とその応

用．JAXAきぼう利用社会的課題対応FS． 

 2) 笠岡(坪山)宜代, 高田和子, 野末みほ, 猿倉薫

子：東日本大震災にかかる栄養改善活動．日本

栄養改善学会． 

 

b. 研究分担者 

  1) 坪田(宇津木)恵：成人の肥満予防としての共食

の健康効果と社会文化的ドメインの日韓比較

（研究代表者 饗場直美）．日本学術振興会．韓

国との共同研究（NRF)． 

  2) 石見佳子, 竹林 純：ダイズイソフラボンの骨

粗鬆症予防効果に関する研究（研究代表者 吉

川敏一）．農林水産省委託事業「農林水産物・

食品の機能性等を解析・評価するための基盤技

術の開発」． 

 

 

3.民間企業等の共同研究等 
  1) 石見佳子, 森田明美, 山内淳: 閉経後女性にお

けるビタミンKの機能性評価に関する研究3. 協

和発酵バイオ株式会社共同研究. 2011 

  2) 森田明美: 生体インピーダンス法(BIA)を用いた

皮下脂肪厚推定法に関する研究. 株式会社タニ

タ. 2011 

 3) 笠岡(坪山)宜代, 廣田晃一, 西信雄: メタボリ

ックシンドロームを対象とした実食型フードモ

デルの有効性に関する研究. ニチレイ. 2011 

  4) 笠岡(坪山)宜代: 災害派遣管理栄養士･栄養士の

活動記録調査. 日本栄養士会. 2011 

  5) 高田和子, 朴 鍾薫, 別所京子, 吉田明日美: 

エネルギーフレックスから検討した肥満発症要

因としてのエネルギーバランス. 第8回花王健康

科学研究費助成金. 2011 

 6) 田中茂穂: エネルギー消費量および身体活動の

評価に関する研究. オムロンヘルスケア株式会

社. 2011 

 7) 田中茂穂: 「日常生活における活動量とエネル

ギー消費量」に関する共同研究. 花王株式会社. 

2011 

  8) 田中茂穂: 歩数計の機種の違いによって生じる

歩数のずれを換算するシステムの開発. 公益財
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団法人鈴木謙三記念医科学応用研究財団 平成

23年度調査研究助成. 2011 

  9) 窪田哲也: 2型糖尿病の肝臓における 

pathogenic paradox の解明 -肝臓特異的 IRS-

1・IRS-2 欠損マウスを用いて-. 2011年 武田科

学振興財団 医学系研究奨励金. 2011 

 10) 窪田哲也: 動脈硬化症における血管内皮細胞の

インスリン受容体基質-2の役割の解明. 公益財

団法人 万有生命科学振興国際交流財団 研究

助成金. 2011 

 11) 窪田哲也: 2型糖尿病の肝臓における 

pathogenic paradox の解明 -肝臓特異的 IRS-

1・IRS-2 欠損マウスを用いて-. 第20回（平成

23年度） 公益財団法人 小野医学研究財団 研

究助成金. 2011 

 12) 山田晃一: 世間一般に流布している「肥満遺伝

子」を再検証する －佐久コホートに於ける遺

伝子多型解析とメタアナリシス. 平成23年度

（財）総合健康推進財団 助成事業費助成金. 

2012 

 13) 三浦進司: 運動によるエネルギー代謝変化およ

び抗肥満効果の分子機構解明. 2011年度武田科

学振興財団医学系研究奨励継続助成（生活習慣

病）. 2011 

 14) 山崎聖美: 大豆タンパク質β-コングリシニンの

非アルコール性脂肪肝発症予防及び治療効果と

作用機序の解明: （財）不二たん白質研究振興

財団. 2011 

 15) 梅垣敬三, 佐藤陽子, 千葉剛: 健康食品事故に

係る調査・分析業務. 消費者庁受託研究. 2011 

 16) 永田純一: 食品機能性成分・栄養成分の生体利

用に関する研究. 株式会社東洋新薬. 2011 

 17) 石見佳子: 大豆イソフラボン代謝産物のエスト

ロゲン欠乏による骨代謝および血管機能低下抑

制作用におけるメカニズムの解明. 大塚製薬佐

賀栄養研究所共同研究. 2011 

 18) 石見佳子: 成長期におけるリコピンの骨代謝調

節作用の立証. カゴメ総合研究所共同研究. 

2011 

 19) 梅垣敬三: 健康食品として多用されているハー

ブ類の肝臓薬物代謝酵素系に対する影響の検討. 

特定非営利法人日本メディカルハーブ協会. 

2011 

 20) 卓興鋼: 中国における大豆たん白摂取による血

中脂質濃度への効果. 不二製油株式会社. 2011 

 21) 卓興鋼: 中国における大豆たん白摂取による血

中脂質濃度への効果：無作為化比較試験. 

（財）不二たん白質研究振興財団. 2011 

 22) 卓興鋼: カテキンの体脂肪に対する効果確認予

備試験. 株式会社伊藤園. 2011 

 
 
 4.研究所外での講義、講演等 
【大学等における特別講義等】 

  1) 笠岡(坪山)宜代: 「食事摂取基準について」. 

目白大学短期大学部生活学科「栄養と健康」. 

2011.5.24 ，目白大学、東京 

  2) 坪田(宇津木)恵: 食事摂取基準 考え方と活用. 

藤女子大学 特別講演. 2011.7.22 ，北海道 

  3) 坪田(宇津木)恵: 2010年版食事摂取基準（総合

演習Ⅱ）. 東京保健医療大学. 2011.9.13 ，東

京都 

  4) 坪田(宇津木)恵: 管理栄養士基礎セミナー. 神

奈川工科大学. 2011.12.3 ，神奈川県 

  5) 田中茂穂: 食事摂取基準論－エネルギー. 女子

栄養大学栄養学部二部. 2011.4.25 ，女子栄養

大学（駒込） 

  6) 宮地元彦: 厚生労働省の運動・身体活動旋策に

ついて. 生涯体育スポーツ学概論. 2011.7.21 ，

鹿屋体育大学 

  7) 宮地元彦: 栄養疫学における身体活動. 女子栄

養大学特別講義. 2011.9.9 ，女子栄養大学 

  8) 村上晴香: 特定保健指導の実際：運動・生活活

動指導のポイント. 国立保健医療科学院. 

2011.9.26 

  9) 村上晴香: 基礎健康科学実習. 静岡県立大学看

護学部. 2011.10.4 

 10) 村上晴香: 基礎健康科学実習. 静岡県立大学看

護学部. 2011.11.1 

 11) 村上晴香: エクササイズ・プログラミング. エ

クササイズ・プログラミング論. 2011.11.28 ，

立命館大学 

 12) 石見佳子: 栄養の基礎. 東京理科大学薬学部特

別講義. 2011.7.2 ，野田市 

 13) 竹林純: 活性酸素と食品の抗酸化機能. 生命シ

ステム科学特別講義. 県立広島大学 ，

2011.7.6 ，庄原 

 14) 永田純一: 食品機能学. 土佐フードビジネスク

リエーター人材創出事業. 2011.7.8 ，高知大学 

 15) 石見佳子: 食品機能学1. 神奈川県立保健福祉大

学特別講義. 2012.2.11 ，横須賀 

 16) 石見佳子: 食品機能学2. 神奈川県立保健福祉大

学特別講義. 2012.2.18 ，横須賀 

 17) 石見佳子: 食品機能学3. 神奈川県立保健福祉大

学特別講義. 2012.2.19 ，横須賀 

 18) 梅垣敬三: 健康食品・サプリメント について. 

中部大学保健予防創薬基礎学特別講師. 

2011.4.12 ，名古屋 

 19) 梅垣敬三: 特別用途食品・健康食品関連のデー

タベース活用と医薬品との相互作用. 女子栄養

大学特別講義. 2011.6.22 ，坂戸 

 20) 梅垣敬三: 健康食品情報のとらえ方と最新情報. 

慶應大学薬学部公開講座B. 2011.6.26 

 21) 梅垣敬三: 素材成分の有効性のエビデンス -デ

ータベースの活用法-. 第４回神戸薬科大学健康

食品講座. 2011.8.21 ，神戸薬科大学 

 22) 梅垣敬三: 食生活における機能性食品・健康食

品とのつきあい方-将来の食の専門家として理解

すべき事項-. 松本大学「食の課題解決に向けた

質の高い学士の育成」講演. 2011.10.29 ，松本 

 23) Miyoshi M: Nutritional management in 

developing countries. JICA地域別研修「アジ
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ア・太平洋州島嶼地域問題解決型の保険専門職

人材育成」. 2011.10.25 ，鹿児島大学．鹿児島 

 24) Miyoshi M: "Role of dietitian in Japan" and 

"Nutritional Assessment in the field: 

Dietary Surveys". JICA(地域別）「アフリカ地

域 女性指導者のための健康と栄養改善」コー

ス，JICA帯広国際センター. 2011.11.24 ，東京 

 25) 三好美紀: 世界の栄養問題の現状と課題：管理

栄養士としてどのように貢献できるか？. 千葉

県立保健医療大学. 2012.1.19 ，千葉市 

 

【大学・研究所における研究セミナー等】 

  1) 徳留信寛: 震災被災者の健康と栄養の支援. 九

州大学医学部衛生学教室同門会講演. 

2011.5.28 ，福岡県福岡市 

  2) 徳留信寛: 国の健康栄養行政と国立健康・栄養

研究所. 名古屋学芸大学栄養科学科大学院セミ

ナー. 2011.7.29 ，愛知県日進市 

  3) 田中茂穂: 人における総エネルギー消費量の構

成成分と肥満. 花王株式会社 ヘルスケア食品

研究所 社内講演会. 2011.8.8 ，花王株式会社

墨田事業所（東京） 

  4) 高田和子: 介護予防の立場からみた地域におけ

る栄養ケア・マネジメント. 栄養技術講習会、

（社）東京都施設給食協会. 2012.1.17 ，東京自

治会館（東京都府中市） 

  5) 宮地元彦: 栄養情報担当者養成講座 健康科学・

栄養学トピック.  2012.1.22 ，慶応大学薬学部 

  6) 三浦進司: 身体活動や運動が生活習慣病を予防

するメカニズム. 東京大学医学部附属病院腎

臓・内分泌内科リサーチカンファランス. 

2011.10.25 ，東京大学 

 

【地方自治体、栄養士会等主催の講演会等】 

  1) 徳留信寛: 国の健康栄養行政と国立健康・栄養

研究所. 平成23年度社団法人日本薬局協励会 新

東海・愛知合同支部大会. 2011.10.26 ，名古屋

マリオットアソシアホテル、名古屋 

  2) 徳留信寛: 生活習慣病の予防とコントロール. 

第54回日本歯周病学会日本学術会議共催市民講

座. 2011.5.28 ，福岡国際会議場.福岡市 

  3) 笠岡(坪山)宜代: 「東日本大震災における被災

地支援について」. 社団法人栃木県栄養士会 

法人設立40周年記念講演会. 2011.7.9 ，栃木県

総合文化センター 

  4) 山内淳: 保健機能食品制度について. 東京都栄

養士会 栄養指導従事者教育事業. 2011.7.26 ，

豊島区 

  5) 笠岡(坪山)宜代: 「震災からわかる食の大切

さ」. 農林水産省関東農政局東京農政事務所消

費生活課 ネットワーク交流会. 2011.7.27 ，

東京 

  6) 森田明美: 「給食施設における日本人の食事摂

取基準を活用した食事計画と活用方法」. 給食

施設栄養管理研修会 横浜市旭区福祉保健セン

ター. 2011.9.21 ，横浜市 

  7) 森田明美: 「栄養士が知っておきたい最新情

報」. 栄養士技術講習会 豊島区池袋保健所健

康推進課. 2011.9.28 ，東京都豊島区 

  8) 猿倉薫子: 栄養改善推進中央研修会及び健康・

栄養調査技術研修会. 2011.9.30 ，秋田県 

  9) 野末みほ: 栄養改善推進中央研修会及び健康・

栄養調査技術研修会. 2011.9.30 ，秋田県 

 10) 猿倉薫子: 健康・栄養調査技術研修会.  

2011.10.14 ，沖縄県 

 11) 野末みほ: 健康・栄養調査技術研修会. 

2011.10.14 ，沖縄県 

 12) 猿倉薫子: 食生活における調査研究について. 

千葉県教育庁教育振興部学校安全保健課. 

2011.11.30 ，千葉県 

 13) 笠岡(坪山)宜代: 「非常時でも考えたい食事摂

取基準をベースにした食のあり方」. 平成23年

度 特定給食施設等栄養管理講習会 神奈川県

鎌倉保健福祉事務所. 2011.12.9 ，神奈川県 

 14) 笠岡(坪山)宜代: 「災害時の健康・栄養～食事

摂取基準活用の観点から～」. 栃木県美南健康

福祉センター 平成23年度第2回管内栄養士研修

会. 2011.12.19 ，栃木県小山庁舎 

 15) 笠岡(坪山)宜代: 「災害時における栄養食生活

支援について～被災地における食生活支援の実

際と食事摂取基準の活用～」. 印旛郡市保健指

導者研究会栄養士部会研修会. 2012.2.6 ，千葉

県 

 16) 笠岡(坪山)宜代: 「災害発生時等非常時におけ

る栄養-食事摂取基準の観点から-」. 千葉県海

匝健康福祉センター 給食施設講習会. 

2012.2.27 ，千葉県 

 17) 笠岡(坪山)宜代: 「非常時における食事摂取基

準の活用の考え方」. 平成23年度宮城県栄養士

研修会 宮城県保健福祉部健康推進課. 

2012.3.21 ，宮城県仙台市 

 18) 宮地元彦: 特定保健指導における運動・身体活

動のポイント. 平成23年度特定健診・保健指導

実践者育成研修会. 2011.4.26 ，静岡県男女共

同参画センター, 静岡 

 19) 村上晴香: 特定健診・特定保健指導における運

動・身体活動指導. 財団法人 健康・体力づくり

事業財団. 2011.5.13 

 20) 宮地元彦: ストレッチング、ウォーミングアッ

プ・クーリングダウン. 平成23年度健康運動指

導士養成講習会. 2011.5.25 ，戸山サンライズ

(新宿) 

 21) 高田和子: 子供のスポーツと食生活について. 

ぐんまスーパースポーツキッズプロジェクト

2011、（財）群馬県体育協会. 2011.6.11 ，群

馬県総合スポーツセンター（群馬県前橋市） 

 22) 田中茂穂: 栄養摂取と運動「身体活動量の定量

法とその実際（1）（2）」. 平成23年度健康運

動指導士養成講習会 前期 東京会場. 

2011.6.13 ，戸山サンライズ 

 23) 宮地元彦: 身体活動・運動に関する保健指導. 

第5回人間ドック健診情報管理指導士研修会. 
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2011.6.17 

 24) 田中茂穂: 子どもの肥満－現状・問題点. 長野

県栄養士会2011年度生涯学習研修会. 

2011.7.23 ，松本市総合社会福祉センター 

 25) 高田和子: 学校教育における食育の推進につい

て. 平成23年度パワーアップ研修会、八王子市

教育委員会. 2011.7.28 ，八王子市教育センタ

ー（東京都八王子市） 

 26) 宮地元彦: 健康増進と高地環境. 小諸市. 

2011.8.8 ，小諸市役所他 

 27) 高田和子: スポーツ栄養学－食べる内容、量、

時間－. 品川区体育指導委員会後期研修、品川

区地域振興事業部. 2011.10.2 ，五反田文化セ

ンター（東京都品川区） 

 28) 高田和子: 食生活改善のための保健指導技術. 

平成23年度特定検診・保健指導実践者育成研修

会、栃木県保険者協議会. 2011.10.6 ，栃木県

国民健康保険団体連合会 

 29) 高田和子: 栄養ケア・マネジメントのポイント. 

在宅高齢者の食べることを支援するための栄養

ケアチーム研修、平成23年度老人保健事業. 

2011.10.8 ，名古屋学芸大学（愛知県日進市） 

 30) 宮地元彦: 健康づくりのためのウォーキング. 

さいたま市健康づくり公開講座. 2011.10.23 ，

ラフレさいたま（さいたま市） 

 31) 田中茂穂: エネルギー代謝の計算. 第25回ACSM

ヘルスフィットネススペシャリスト教習ワーク

ショップ. 2011.10.26 ，国立オリンピック記念

青少年総合センター（東京） 

 32) 宮地元彦: スポーツ・運動の抗加齢医学的効果. 

日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会主

催講習会. 2011.11.6 ，大阪千里ライフサイエ

ンスセンター 

 33) 村上晴香: 事例における運動指導のポイント. 

公益社団法人 日本人間ドック学会. 2011.12.3 

 34) 田中茂穂: 身体活動による生活習慣病予防～エ

クササイズガイドを利用して～. 社団法人茨城

県栄養士会 新生涯学習研修会. 2011.12.10 ，

茨城県立県民文化センター 

 35) 高田和子: 食生活マネージメントー個人の意識

と街ぐるみの取り組み. 渋川市健康づくり支援

のための市民対象シンポジウム、群馬大学. 

2011.12.17 ，子持社会体育館アリーナ（群馬県

渋川市） 

 36) 高田和子: 栄養ケア・マネジメントのポイント. 

在宅高齢者の食べることを支援するための栄養

ケアチーム研修. 2012.1.21 ，昭和女子大学

（東京都世田谷区） 

 37) 高田和子: 静岡は住むだけで長生き？. 第6回県

民健康公開講座、静岡県総合健康センター. 

2012.2.23 ，静岡県三島市 

 38) 宮地元彦: 健康づくり施策推進のための運動基

準・指針改定の方向性と手順. 平成23年度健康

運動指導士養成校養成講座、主催 福岡大学ス

ポーツ科学部. 2012.2.29 ，福岡大学メディカ

ルホール（福岡） 

 39) 高田和子: 運動基準の活用と高齢者のための運

動基準. 平成23年度全国研究教育栄養士協議会

研修会、日本栄養士会. 2012.3.4 ，滋賀県彦根

市 

 40) 宮地元彦: 健康づくりのための運動基準・運動

指針 改定の方向性と手順 平成23年度全国研

究教育栄養士協議会研修会. 社団法人日本栄養

士会 全国教育栄養士協議会. 2012.3.4 ，滋賀

県立大学（彦根） 

 41) 高田和子: もう一度見直そう！ 成長期におけ

る食生活. 渋川市少年スポーツ指導者研修会、

渋川市教育委員会. 2012.3.11 ，渋川市役所（群

馬県渋川市） 

 42) 千葉剛: 本当に効果があるの？「健康食品」～

健康食品の有効性と安全性～. 消費生活教養講

座、座間市役所. 2011.10.11 ，座間市 

 43) 千葉剛: 健康食品（サプリメント）と健康. 白

浜町すこやか推進協議会. 2012.2.29 ，和歌山

県白浜町 

 44) 石見佳子: 「日本食品標準成分表2010」につい

て. 東京都栄養士会. 2011.4.23 ，東京 

 45) 石見佳子: 日本食品標準成分表2010－その活用

法－. 島根県栄養士会. 2011.5.27 ，松江市 

 46) 石見佳子: 日本食品標準成分表2010－内容と留

意点－. 安房保健所管内栄養士会. 2011.5.31 ，

千葉県 

 47) 石見佳子: 日本食品標準成分表2010－その活用

のためのに必要な情報－. 南多摩保健所. 

2011.6.21 ，多摩市 

 48) 石見佳子: 日本食品標準成分表2010改正目的か

ら活用まで/栄養成分表示について. 東京都栄養

士会栄養指導従事者教育事業. 2011.7.26 ，豊

島区 

 49) 石見佳子: 日本食品標準成分表2010の取扱い改

訂のポイント. 東京都教育庁学校栄養職員等研

修会. 2011.8.3 ，豊島区 

 50) 石見佳子: 日本食品標準成分表2010について. 

東京都福祉保健財団. 2011.9.15 ，東京 

 51) 石見佳子: 「日本食品標準成分表2010」の概要. 

特定給食施設栄養管理研修会 町田市保健所. 

2011.10.3 ，町田市 

 52) 石見佳子: 日本食品標準成分表の活用法につい

て. 足立区足立保健所. 2011.10.13 ，北千住 

 53) 梅垣敬三: 食事指導の際に必要なサプリメント

に関する知識. 香取保健所管内栄養士会. 

2011.5.23 ，香取市 

 54) 梅垣敬三: 気になるダイエット食品から、食情

報の選択を考え、その成分等からダイエットの

危険を知ろう！. 杉並区区民生活部 すぎなみ

地域大学. 2011.6.7 ，杉並区 

 55) 梅垣敬三: 健康食品（サプリメント）の正しい

理解について. 和歌山県田辺地区衛生研究会. 

2011.6.29 ，田辺市 

 56) 梅垣敬三: 健康食品の安全性確保とその正しい

利用法について. 和歌山県環境生活部県民局健

康食品に関する指導者講習会. 2011.6.30 ，和
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歌山市 

 57) 梅垣敬三: 健康食品の安全性について. 東京都

施設給食協会栄養技術講習会. 2011.7.4 ，府中

市 

 58) 梅垣敬三: 健康食品を過信しないで. 横浜市消

費生活総合センター消費生活教室. 2011.7.29 ，

保土ヶ谷区 

 59) 梅垣敬三: 食品の表示からわかる情報を食教育

に生かそう！～情報提供のスキルをみがく～. 

小平保健所第6回栄養管理講習会. 2011.8.2 ，

小平市 

 60) 梅垣敬三: 健康食品の特徴と適切な活用方法. 

社団法人広島県栄養士会生涯学習研修会. 

2011.8.27 ，広島市 

 61) 梅垣敬三: 食品表示を読むために-健康増進法. 

札幌消費者協会平成23年度食品表示初級セミナ

ー. 2011.9.22 ，札幌市 

 62) 梅垣敬三: 健康食品の機能性、安全性の解釈と

情報提供. (社）神奈川県栄養士会平成23年度指

導者のための健康栄養セミナー. 2011.10.1 ，

横浜 

 63) 梅垣敬三: 今、注目の栄養成分について. 足立

区保健総合センター食生活講演会. 2011.10.6 ，

足立区 

 64) 梅垣敬三: 健康食品に頼りすぎていませんか. 

さいたま市平成23年度第1回サイエンスカフェ. 

2011.11.2 ，さいたま市 

 65) 梅垣敬三: 健康食品との上手なつきあい方. 世

田谷区消費者カレッジ消費生活講座. 

2011.11.22 ，世田谷区 

 66) 梅垣敬三: 健康食品の問題点と薬剤師の役割. 

社団法人東京都薬剤師会研修会. 2011.11.23 

 67) 梅垣敬三: 健康食品の普及啓発方法. 港区立消

費者センター食の安全連絡会. 2011.12.12 ，港

区 

 68) 梅垣敬三: サプリメントの有効性. 特別区職員

研修所平成23年度専門研修. 2012.1.18 ，千代

田区 

 69) 梅垣敬三: 健康食品の賢い使い方. 岐阜市保健

所平成23年度食品安全に関する意見交換会. 

2012.2.17 

 70) 梅垣敬三: 食事とサプリメントについて. 大田

区保健所地域で活動する栄養士等講習会. 

2012.3.1 

 71) 梅垣敬三: 健康食品の正しい知識と安全な利用

方法とは. 杉並区消費者センター消費者講座. 

2012.3.13 ，杉並区  

 

【研究所が主催・共催するセミナー等】 

  1) 猿倉薫子: 栄養摂取状況調査の進め方. 健康・

栄養調査技術研修セミナー. 2011.9.1 ，愛知県 

  2) 野末みほ: 食品番号表の使用方法（食品の選択

と番号化について）. 健康・栄養調査技術研修

セミナー. 2011.9.1 ，愛知県 

  3) 猿倉薫子, 野末みほ, 大野尚子: 食事調査聞き

取りのポイント. 健康・栄養調査技術研修セミ

ナー. 2011.9.1 ，愛知県 

  4) 野末みほ, 猿倉薫子, 大野尚子: 食事しらべの

使用方法. 健康・栄養調査技術研修セミナー. 

2011.9.1 ，愛知県 

  5) 猿倉薫子: 栄養摂取状況調査の進め方. 健康・

栄養調査技術研修セミナー. 2011.9.5 ，福岡県 

  6) 野末みほ: 食品番号表の使用方法（食品の選択

と番号化について）. 健康・栄養調査技術研修

セミナー. 2011.9.5 ，福岡県 

  7) 猿倉薫子, 野末みほ, 大野尚子: 食事調査聞き

取りのポイント. 健康・栄養調査技術研修セミ

ナー. 2011.9.5 ，福岡県 

  8) 野末みほ, 猿倉薫子, 大野尚子: 食事しらべの

使用方法. 健康・栄養調査技術研修セミナー. 

2011.9.5 ，福岡県 

  9) 猿倉薫子: 栄養摂取状況調査の進め方. 健康・

栄養調査技術研修セミナー. 2011.9.26 ，兵庫

県 

 10) 野末みほ: 食品番号表の使用方法（食品の選択

と番号化について）. 健康・栄養調査技術研修

セミナー. 2011.9.26 ，兵庫県 

 11) 猿倉薫子, 野末みほ, 大野尚子: 食事調査聞き

取りのポイント. 健康・栄養調査技術研修セミ

ナー. 2011.9.26 ，兵庫県 

 12) 野末みほ, 猿倉薫子, 大野尚子: 食事しらべの

使用方法. 健康・栄養調査技術研修セミナー. 

2011.9.26 ，兵庫県 

 13) 猿倉薫子: 栄養摂取状況調査の進め方. 健康・

栄養調査技術研修セミナー. 2011.10.5 ，東京

都 

 14) 野末みほ: 食品番号表の使用方法（食品の選択

と番号化について）. 健康・栄養調査技術研修

セミナー. 2011.10.5 ，東京都 

 15) 猿倉薫子, 野末みほ, 中出麻紀子, 大野尚子: 

食事調査聞き取りのポイント. 健康・栄養調査

技術研修セミナー. 2011.10.5 ，東京都 

 16) 野末みほ, 猿倉薫子, 中出麻紀子, 大野尚子: 

食事しらべの使用方法. 健康・栄養調査技術研

修セミナー. 2011.10.5 ，東京都 

 17) 笠岡(坪山)宜代: 日本人の食事摂取基準2010年

版 ～エビデンスから震災時の活用まで～. 平

成23年度栄養情報担当者（ＮＲ）研修会. 

2011.10.22 

 18) 笠岡(坪山)宜代, 坪田(宇津木)恵, 今井絵理, 

森田明美, 徳留信寛: 日本人の食事摂取基準の

理解・教育・活用～災害時の活用例も含めて～. 

厚生労働科学研究費補助金循環器疾患・糖尿病

等生活習慣病対策総合研究事業 「日本人の食

事摂取基準の改定と活用に資する総合的研究」

班研究成果発表会. 2011.10.10 ，国立健康・栄

養研究所 

 19) 田中茂穂: 食事摂取基準を知る －特にエネル

ギーを理解するために－. 厚生労働科学研究費

補助金循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総

合研究事業 「日本人の食事摂取基準の改定と

活用に資する総合的研究」班研究成果発表会. 
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2011.10.10 ，国立健康・栄養研究所 

 20) 宮地元彦: メタボとロコモを予防・改善する運

動・身体活動. 平成23年度栄養情報担当者

（NR）研修会. 2011.10.30 ，フォレスト仙台

（仙台市） 

 21) 江崎治: お酒(アルコール)はどの程度飲んでも

だいじょうぶ？. 平成23年度 栄養情報者(NR)研

修会. 2011.10.22 ，日比谷公会堂（東京） 

 22) 石見佳子: 骨粗しょう症を予防する生活習慣. 

平成23年度（独）国立健康・栄養研究所公開セ

ミナー. 2012.2.25 

 23) 石見佳子: 食品の栄養・健康表示の現状と課題. 

（独）国立健康・栄養研究所ＮＲ研修会. 

2011.12.4 ，名古屋 

 

【その他の講演会等】 

  1) 笠岡(坪山)宜代: 「きぼう利用社会課題解決テ

ーマ 栄養状態モニタリングと食事摂取基準策

定にむけた解析 」. 第7回機能性宇宙食研究会. 

2011.4.20 ，東京 

  2) 中出麻紀子: Ⅳ健康教育 (1)健康教育の理念と

方法. 全日本病院協会. 2011.6.25 

  3) 笠岡(坪山)宜代: 「現代の食生活をどう考える

か－国際的に見た食の現状と課題－」. 全国高

等学校長協会 家庭部会 平成23年度 産業・

情報技術等指導者養成研修. 2011.8.10 ，実践

女子大学、東京 

  4) 笠岡(坪山)宜代: 「食事摂取基準2010～エビデ

ンスから被災地での活用まで～」. 第６回日本

栄養改善学会若手の会夏期研修会「栄養とエビ

デンスを考える」. 2011.8.27 ，金城学園大学 

愛知県 

  5) 森田明美: ｢メタボを上手に改善するには」. 

『第１５回『人間ドッグの集い』  長野県厚

生農業協同組合連合会佐久総合病院. 

2011.10.22 ，長野県佐久市 

  6) 笠岡(坪山)宜代: 「災害時の栄養支援と食事摂

取基準の活用」. 平成23年度茨城県高等学校教

育研究会家庭部研究大会 茨城県高等学校教育

研究会. 2011.11.7 ，茨城県教育研修センター 

茨城県 

  7) 村上晴香: もっとカラダの中から美しく！楽し

い健康クリニック. 聖徳大学. 2011.5.10 

  8) 宮地元彦: 特定健診・保健指導の理論と実践、

健康運動指導士登録更新基礎講座. （財）健

康・体力づくり事業財団. 2011.5.29 

  9) 宮地元彦: 健康づくりのための運動. 品川区保

健所品川保健センター. 2011.6.8 ，品川保健セ

ンター 

 10) 村上晴香: もっとカラダの中から美しく！楽し

い健康クリニック. 聖徳大学. 2011.6.14 

 11) 宮地元彦: 避難生活におけるエコノミークラス

症候群・自立度低下予防運動理論: 東日本大震

災被災者支援講習会（復興支援チャリティー講

習）. 2011.6.15 ，国立オリンピック記念青少

年総合センター 

 12) 宮地元彦: 特定健診・保険指導、介護予防等の

理論と実際. （財）健康・体力づくり事業財団. 

2011.6.18 ，愛知県スポーツ会館 

 13) 宮地元彦: 身体活動からせまるアンチエイジン

グ. 健康保険組合連合会東京連合会. 2011.6.24 

 14) 宮地元彦: 特定健診・保険指導、介護予防等の

理論と実際. （財）健康・体力づくり事業財団. 

2011.7.12 ，国立オリンピックセンター 

 15) 宮地元彦: 特定健診・保険指導、介護予防等の

理論と実際. （財）健康・体力づくり事業財団. 

2011.8.6 ，大阪つるやホール 

 16) 宮地元彦: 特定健診・保険指導、介護予防等の

理論と実際. （財）健康・体力づくり事業財団. 

2011.9.13 ，国立オリンピックセンター 

 17) 宮地元彦: メタボとロコモ予防・改善のための

運動・身体活動. セルフメディケーションを支

援する会事務局. 2011.9.13 

 18) 宮地元彦: 健康長寿を目指す運動指導の実際. 

日本健康文化振興会. 2011.10.7 ，六本木アカ

デミーヒルズ 

 19) 村上晴香: もっとカラダの中から美しく！楽し

い健康クリニック. 聖徳大学 ，2011.10.11 

 20) 宮地元彦: 保険者の健康づくり-身体活動指導の

基礎-. 丸井健康保険組合. 2011.10.20 ，丸井

健保会館（東京） 

 21) 高田和子: 健康を保持するための運動と栄養の

設計. シニアの祭典、第1回シニアの祭典フォー

ラム・プログラム委員会. 2011.11.15 ，幕張メ

ッセ（千葉県幕張市） 

 22) 村上晴香: おいしくて元気になる食事. NPO法人

健康早稲田の杜. 2011.11.18 

 23) 村上晴香: もっとカラダの中から美しく！楽し

い健康クリニック. 聖徳大学. 2011.11.22 

 24) 高田和子: スポーツ栄養の基礎と栄養指導のポ

イント. TOKYOヘルスコレクション 日本栄養士

会共同企画セミナー「管理栄養士・栄養士のた

めのスポーツ栄養講座」、日本健康産業新聞. 

2012.3.16 ，東京ビッグサイト（東京） 

 25) 窪田哲也: 2型糖尿病・メタボリックシンドロー

ムにおける血管と骨格筋のネットワーク. 第4回 

臓器間ネットワークと血管生物学から読み解く

メタボリックシンドローム研究会. 2011.5.7 ，

東京 

 26) 窪田直人: 血管内皮細胞に着目した新規骨格筋

インスリン抵抗性の分子機構. 第4回北東北イン

スリン糖尿病学研究会. 2011.5.28 ，盛岡 

 27) 窪田哲也: イベント予防のための包括的研究は

どこまで進んだか：筋肉における新たな糖取り

込み調節機構の解明. Trans-BEAT no.13

［FOLLW-UP］本誌TOPICSのその後の展開を探る. 

2011.6.1 

 28) 窪田直人: 高血圧治療の現状と課題. Young 

Physician Conference. 2011.6.8 ，東京 

 29) 窪田直人: インスリン受容体基質(IRS)-2の血管

合併症における役割－血管内皮細胞を中心に－. 

第17回糖尿病性神経障害を考える会. 
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2011.8.26 ，東京 

 30) 窪田直人: 非アルコール性脂肪肝(NAFLD)とイン

スリン抵抗性の分子機構. Metabolic Digestive 

& Liver Diseases 研究会. 2011.9.1 ，東京 

 31) 窪田直人: 2型糖尿病の分子機構の解明に向けて. 

臨床医のための基礎研究講座. 2011.9.21 ，東

京 

 32) Kubota T: Impaired Insulin Signaling in the 

Endothelial Cells Reduces Insulin-Induced 

Glucose Uptake by the Skeletal Muscle. The 

3rd Asian PAD Workshop. 2011.10.8 ，

Gyeongju, Korea 

 33) 窪田直人: 血管内皮細胞を介する骨格筋インス

リン感受性機構の解明. Diabetes Conferences 

Diabetes Conferences for Clinicians by 

Clinician. 2011.10.14 ，東京 

 34) 窪田直人: 糖尿病の疫学と最近のトピックス. 

医師臨床研修「地域保健・医療」. 2011.10.28 ，

東京 

 35) 窪田直人: 2型糖尿病の分子機構－インスリン作

用を中心に－. 臨床医のための基礎研究講座. 

2011.10.29 ，長野 

 36) Kubota T: Impaired Insulin Signaling in the 

Endothelial Cells Reduces Insulin-Induced 

Glucose Uptake by the Skeletal Muscle. EPS 

Montreal International Diabetes Conference 

2011. 2011.11.20 ，Montreal, Canada 

 37) 窪田直人: 2型糖尿病の分子機構の解明に向けて. 

Diabetes mellitus and Metabolism and 

Endocrine Update Meeting. 2011.12.15 ，千葉 

 38) 窪田直人: 2型糖尿病の病態と治療戦略～インク

レチン関連薬の位置づけも含めて～. 第24回糖

尿病病態代謝懇話会. 2012.2.18 ，弘前 

 39) 窪田哲也: 2型糖尿病・メタボリックシンドロー

ムにおける血管と骨格筋のネットワーク. 第31

回 Osaka Diabetes Forum -Evolution of 

Diabetes-. 2012.2.23 ，大阪 

 40) 窪田直人: 血管から糖尿病へ～インスリン抵抗

性と血管障害の新しい知見～. 第46回糖尿病学

の進歩. 2012.3.1 ，盛岡 

 41) 窪田直人: 2型糖尿病の治療戦略－アクトスを中

心に－. 練馬区医師会糖尿病治療研究会. 

2012.3.21 ，東京 

 42) 窪田直人: 2型糖尿病の治療戦略－経口糖尿病薬

を中心に－. 糖尿病EXPERT MEETING. 

2012.3.23 ，徳島 

 43) 窪田直人: 厳格な血糖管理を考える. Young 

Physician Conference. 2012.3.26 ，東京 

 44) 江崎治: 運動の体内代謝改善効果－メカニズム

とエビデンスをめぐる最新情報－. 第19回スポ

ーツ栄養学研究会. 2011.5.14 ，お茶の水女子

大学（東京） 

 45) 千葉剛: 健康食品は効くのか？～健康食品の有

効性・安全性～. ふくい・くらしの研究所. 

2012.3.10 ，福井市 

 46) 石見佳子: 食事・栄養指導法－骨づくりとカル

シウム. 日本スポーツ栄養研究会. 2011.6.4 ，

東京 

 47) 竹林純: 食品の「抗酸化力表示」普及の課題と

問題点. 健康博覧会 2011 ステージイベント 

(パネルディスカッション). 2011.6.7 ，東京 

 48) 石見佳子: 健康づくりとビタミン・ミネラル～

その有効性と安全性～. 第23回健康食品フォー

ラム 医療経済研究・社会保険福祉協会. 

2011.6.15 ，東京 

 49) 石見佳子: 機能性食品の動向. 日本食品分析セ

ンター技術成果発表会記念講演会. 2011.10.19 ，

渋谷区文化総合センター 

 50) 石見佳子, 二川健: 超高齢社会に適用可能な機

能性宇宙食の開発とその応用. 日本航空宇宙学

会第55回宇宙科学技術連合講演会. 2011.12.1 

 51) 梅垣敬三: 現代の食生活と健康食品. 日本創造

経営協会. 2011.6.1 ，東京 

 52) 梅垣敬三: 健康食品・サプリメントの実態. 福

岡市浦添クリニック第7回睡眠障害セミナー（市

民公開講座）. 2011.7.2 ，福岡 

 53) 梅垣敬三: 健康食品. 日本エグジビッションエ

キスポS65+トクホ振興特別企画「トクホ・フォ

ーラム」. 2011.11.15 ，千葉 

 54) 梅垣敬三: アドバイザリースタッフに関する調

査研究. 医療経済研究・社会保険福祉協会第25

回健康食品フォーラム. 2012.2.6 

 

  

 5.政府関係機関審議会、委員会等 
【厚生労働省等政府関連】 

  1) 笠岡(坪山)宜代: 厚生労働省 管理栄養士国家

試験委員. 厚生労働省. 2011 

  2) 森田明美: 日本人の食事摂取基準策定検討委員. 

2011 

  3) 森田明美: 国民・栄養調査企画解析検討会構成

員. 2011 

  4) 森田明美: 食品安全委員会添加物専門委員. 

2011 

  5) 高田和子: 介護予防マニュアル改定委員会. 厚

生労働省. 2011 

  6) 田中茂穂: 幼児期運動指針策定委員会委員. 文

部科学省. 2011 

  7) 宮地元彦: 厚生科学審議会次期国民健康づくり

プラン策定専門委員. 厚生労働省. 2011 

  8) 宮地元彦: 健診・保健指導のあり方に関する検

討会. 厚生労働省. 2011 

  9) 石見佳子: 食品安全委員会新開発食品専門調査

会専門委員. 内閣府食品安全委員会. 2011 

 10) 石見佳子: 科学技術・学術審議会資源調査分科

会専門委員. 文部科学省. 2011 

 11) 石見佳子: 薬事・食品衛生審議会臨時委員新開

発食品調査部会員. 厚生労働省. 2011 

 12) 石見佳子: 消費者委員会新開発食品調査部会専

門委員. 内閣府. 2011 

 13) 梅垣敬三: 薬事・食品衛生審議会臨時委員. 

2011 
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 14) 梅垣敬三: 消費者委員会専門委員. 2011 

 15) 梅垣敬三: 食品安全委員会専門委員. 2011 

 16) 西信雄: 次期国民健康づくり運動プラン策定専

門委員会（厚生科学審議会専門委員会）. 厚生

労働省. 2011 

 17) 西信雄: 健康日本２１評価作業チーム. 厚生労

働省. 2011 

 18) 西信雄: 国民健康・栄養調査企画解析検討会. 

厚生労働省. 2011 

 19) 西信雄: 東日本大震災被災者の健康状態等に関

する調査ワーキンググループ. 厚生労働省. 

2011 

 

【地方自治体等】 

  1) 田中茂穂: 「子供の体力向上調査分析部会」委

員. 東京都教育庁. 2011 

  2) 田中茂穂: 東京都統一体力テスト分析委員. 東

京都教育庁. 2011 

  3) 梅垣敬三: 東京都食品安全情報評価委員会委員. 

2011 

 

【その他】 

  1) 江崎治: 独立行政法人農業・食品産業技術総合

研究機構食品総合研究所における人間を対象と

する生物医学的研究倫理委員会 倫理委員会委員. 

独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構

食品総合研究所. 2011 

  2) 梅垣敬三: 独立行政法人医薬品医療機器総合機

構専門委員. 2011 

 
 
 6.関連学術団体等への貢献 
【理事等の役員】 

  1) 笠岡(坪山)宜代: 日本栄養士会 研究運営部会 

部会長. 2011 

  2) 高田和子: 日本スポーツ栄養研究会理事. 2011 

  3) 高田和子: 東京都栄養士会監事. 2011 

  4) 熊江隆: 体力・栄養・免疫学会 理事. 2011 

  5) 熊江隆: 日本衛生学会 評議員. 2011 

  6) 石見佳子: 日本栄養改善学会理事. 2011 

  7) 石見佳子: 日本食物繊維学会常務理事. 2011 

  8) 石見佳子: 日本栄養・食糧学会関東支部常任幹

事. 2011 

  9) 梅垣敬三: 日本栄養・食糧学会. 2011 

 10) 梅垣敬三: 岩手生物工学研究センター(特別参

与・研究推進委員). 2011 

 11) 卓興鋼: （社）生命科学振興会 理事. 2011 

 12) 西信雄: 日本疫学会監事. 2011 

 

【学会誌等の雑誌編集委員】 

  1) 坪田(宇津木)恵: Public Health Nutrition 雑

誌編集委員．2011 

  2) 笠岡(坪山)宜代: 日本栄養士会 論文委員. 

2011 

  3) 森田明美: 臨床栄養 編集委員 医歯薬出版

（株）. 2011 

  4) 熊江隆: 体力・栄養・免疫学雑誌 編集委員. 

2011 

  5) 高田和子: 日本栄養改善学会編集委員. 2011 

  6) 江崎治: 日本肥満学会誌「肥満研究」編集委員. 

2011 

  7) Ezaki O: 「International Journal of 

Obesity」Editorial Board. 2011 

  8) Yamazaki T: Journal of Applied Toxicology, 

Editorial Board. 2012 

  9) 永田純一: 栄養学雑誌編集委員. 2011 

 10) 石見佳子: Journal of Bone and Mineral 

Metabolism, Editorial Boad. 2011 

 11) 石見佳子: 栄養学雑誌編集委員. 2011 

 12) Taku K: Maturitas 編集委員. 2011 

 13) 西信雄: 日本疫学会雑誌Journal of 

Epidemiology編集委員. 2011 

 14) 西信雄: 日本公衆衛生雑誌編集委員. 2012 

 

【その他】 

1) 笠岡(坪山)宜代: 日本栄養士会 研究教育協議

会 副協議会長. 2011 

  2) 笠岡(坪山)宜代: 日本栄養士会 栄養士制度検

討会臨地実習500時間カリキュラムワーキング委

員. 2011 

  3) 森田明美: 科学研究課題及び学術研究助成対象

者の選考審査における専門委員財団法人すかい

らーくフードサイエンス研究所. 2011 

  4) 森田明美: 日本微量元素学会 栄養・毒性評価

委員会評議員. 2011 

  5) 山内淳: 脂溶性ビタミン総合研究委員会委員. 

2011 

  6) 笠岡(坪山)宜代: 日本栄養士会 国際交流委員. 

2011 

  7) 高田和子: 日本体力医学会将来構想検討委員. 

2011 

  8) 江崎治: 東京農芸大学大学院農学研究科学位論

文審査委員. 2011 

  9) 西信雄: 日本行動医学会理事・評議員選挙 選

挙管理委員. 2011 

 

 
 7.併任、非常勤講師等 
【厚生労働省等との併任】 

    該当無し 

 

【大学の客員教授・非常勤講師等】 

  1) 野末みほ: 女子栄養大学 非常勤講師. 2011 

  2) 山内淳: 日本女子大学家政学部食物学科管理栄

養士専攻（生化学）. 2011 

  3) 笠岡(坪山)宜代: 人間総合科学大学大学院 非

常勤講師 科目名：分子栄養学特講. 2011 

  4) 森田明美: 人間総合大学人間科学部健康栄養学

科 科目名：「生活と環境」及び「生活習慣と

健康」. 2011 

  5) 熊江隆: 関東学院大学人間環境学部非常勤講師. 

2011 
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  6) 熊江隆: 東京農業大学 客員教授 東京農業大学

短期大学部 客員教授. 2011 

  7) 宮地元彦: 国立大学法人鹿屋体育大学客員教授. 

2011 

  8) 宮地元彦: 静岡県立大学非常勤講師（運動生理

学）. 2011 

  9) 宮地元彦: 早稲田大学生命医療工学研究所招聘

研究員. 2011 

 10) 田中茂穂: お茶の水女子大学大学院 客員准教

授. 2011 

 11) 田中茂穂: 仙台大学 非常勤講師. 2011 

 12) 田中茂穂: 公立大学法人首都大学東京 非常勤

講師. 2011 

 13) 田中茂穂: 早稲田大学スポーツ科学学術院 客

員教授. 2011 

 14) 宮地元彦: 筑波大学生命領域学際研究センター

客員研究員. 2011 

 15) 江崎治: 広島大学医歯薬学総合研究科 非常勤講

師. 2011 

 16) 江崎治: 東京大学大学院総合文化研究科 客員教

授. 2011 

 17) 三浦進司: 首都大学東京 客員准教授. 2011 

 18) 三浦進司: 首都大学東京大学院 非常勤講師. 

2011 

 19) 石見佳子: 東京農工大学客員教授. 2011 

 20) 石見佳子: 早稲田大学スポーツ科学学術院客員

教授. 2011 

 21) 石見佳子: 東京理科大学薬学部客員教授. 2011 

 22) 梅垣敬三: 十文字学園女子大学. 2011 

 23) 梅垣敬三: 慶應大学薬学部. 2011 

 24) 梅垣敬三: 日本薬科大学. 2011 

 25) 梅垣敬三: 茨城大学. 2011 

 26) 三好美紀. お茶の水女子大学．非常勤講師. 

2011 

 27) 三好美紀: 県立広島大学大学院．非常勤講師. 

2011 

 28) 三好美紀: 聖母大学．非常勤講師. 2011 

 29) 西信雄: 国立大学法人東京大学医学部非常勤講

師. 2011 

 30) 西信雄: 国立大学法人愛媛大学非常勤講師. 

2011 

 

【その他】 

  1) 石見佳子, 松本輝樹, 山内淳: 消費者庁業務協

力. 2011 

  2) 熊江隆: 財団法人 日本産業廃棄物処理振興セ

ンター 平成23年度産業廃棄物に関する講習会

講師. 2011 

  3) 田中茂穂: （独）科学技術振興機構 知財活用

促進ハイウェイ評価委員会外部専門委員. 2011 

  4) 江崎治: 独立行政法人国立国際医療研究センタ

ー病院 運動栄養肥満外来医師. 2011 

  5) 山崎聖美: 独立行政法人国立環境研究所 客員

研究員. 2011 

  6) 石見佳子: 独立行政法人農業・食品産業技術総

合研究機構食品総合研究所 大課題評価会議外部

評価委員. 2011 

  7) 西信雄: 日本疫学会第1回疫学サマーセミナー．

コーディネーター. 2011 

 
 
 8.国際貢献 
【海外への派遣による科学・技術協力】 

   該当無し 

 

【海外からの研究者の受け入れ・指導】 

  1) 田中茂穂: 三次元加速度計を用いた子どもの日

常生活における身体活動の評価. 若手外国人研

究者招へい事業. 2011 

  2) 三好美紀, 西信雄, 宮地元彦, 田中茂穂: 平成

23年度JICA国別研修（エチオピア）「母子栄養

改善プロジェクトカウンターパート研修」. 独

立行政法人国際協力機構 東京国際センター. 

2012 

 

【国際会議への対応】 

  1) 石見佳子: 栄養・特殊用途食品部会及び物理的

作業部会. FAO/WHO合同食品規格委員会（コーデ

ックス委員会）. 2011 , ドイツ 

  2) 三好美紀: Japan-WHO Regional Consultation 

for Promoting Healthier Dietary Options for 

Children. WHO西太平洋地域事務局と国立保健医

療科学院共催. 2012 , 埼玉   

 

【その他】 

  該当無し 

 

 

 9.知的財産権等 
     該当無し 
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Ⅳ 資  料 

1. 独立行政法人国立健康・栄養研究所中期目標 
 

 独立行政法人通則法(平成 11 年法律第 103 号)第 29 条第 1 項の規定に基づき、独立行政法人国立健康・栄養研

究所が達成すべき業務運営に関する目標(以下「中期目標」という。)を次のとおり定める。 
 
 平成 23 年 3 月 1 日 

厚生労働大臣 細川律夫 
内閣総理大臣 菅 直人 

 
（前文） 
 独立行政法人国立健康・栄養研究所(以下「研究所」

という。)は、人々の栄養・食生活、運動と健康との関

わりについて、基礎から応用に至るまでの調査及び研

究を包括的かつ国際的な水準で行い得る試験研究機関

であることから、国民の健康・栄養状態及び QOL(生
活の質)の向上に直接あるいは間接的に寄与すること

のできる調査及び研究を効率的に行い、国民の健康と

福祉のために貢献することが重要である。 
 そのため、特にヒトを対象とした研究に関して、わ

が国の大学・研究機関の中心的存在として、総合的・

統合的な研究を推進するとともに、研究者を育成する

役割を果たすことを求める。 
 また、厚生労働行政上の重要な健康・栄養施策を推

進する上で不可欠な科学的根拠を質の高い研究によっ

て示し、それらを専門的立場から要約して発信すると

ともに、健康科学・栄養学領域において、アジア地域

への貢献を含め、国際的なリーダーシップを担うこと

を期待する。 
 

第１ 中期目標の期間 
 独立行政法人通則法(以下「通則法」という。)第 29
条第 2 項第 1 号の中期目標の期間は、平成 23 年 4 月 1
日から平成 28 年 3 月 31 日までの 5 年間とする。 
 

第２ 国民に対して提供するサービスその他
の業務の質の向上に関する事項 

 通則法第 29条第 2項第 3号の国民に対して提供する

サービスその他の業務の質の向上に関する事項は、次

のとおりとする。 
1. 研究に関する事項 
(1) 国の生活習慣病対策等の施策としてより効果的な

反映が見込まれる研究に関する事項 
 研究所の独自性を発揮するとともに、厚生労働省及

び地方自治体等における健康づくり施策に必要不可欠

な科学的知見を集積し、発信することを目的として、

以下の分野に特化・重点化して研究を行うこと。 
ア 生活習慣病予防のための運動と食事の併用効果に

関する研究 
イ 日本人の食生活の多様化と健康への影響、及び食

生活の改善施策に関する栄養疫学的研究 
ウ 「健康食品」を対象とした食品成分の有効性評価

及び健康影響評価に関する調査研究 
エ 科学技術基本計画に沿って、研究機関として独自

性の高い基礎的・応用的研究を行うこと。 
オ 研究の成果をより広く社会に還元するために、食

育推進基本計画に資する調査研究を推進し、専門家

(管理栄養士等)への情報提供を行うこと。 
(2) 研究水準及び研究成果等に関する事項 
ア 健康・栄養に関する施策、ガイドライン等の科学

的根拠につながる質の高い研究を行い、研究成果を

論文等を通じて社会に発信・還元を行うこと。 
イ 健康・栄養関連の専門家を対象としたセミナー、

一般向けの講演会等を開催すること。 
ウ 研究所の一般公開を実施するとともに、中学校・

高等学校等からの見学にも積極的に応じること。 
(3) 研究実施体制等の整備に関する事項 
ア 独立行政法人という組織形態の利点を最大限活か

した研究資金等の運用及び人的資源の配置により、

研究・業務の効率化を図ること。 
イ 国内外の産業界を含む健康・栄養・食品関係の機

関との共同研究の拡充等を目的として、研究所研究

員の派遣及び他機関等の研究員の受入れをより積極

的に行うこと。 
ウ 大学及び民間企業等との連携・協力により、研究

者の交流を進め、人材の養成と資質の向上を図るこ

と。 
エ 調査及び研究の円滑な実施が図られるよう、適切

な措置を講ずるとともに、他機関との共同研究及び

受託研究において、双方の研究施設及び研究設備の

稼働状況に応じた共同利用を図ること。 
2. 法律に基づく業務、社会的・行政ニーズ、国際協

力等に関する事項 
(1) 健康増進法に基づく業務に関する事項 
ア 国民健康・栄養調査の実施に関する事務のうち、

集計事務については、「健康日本 21」、都道府県健康

増進計画等の政策ニーズに適時対応して、迅速かつ

効率的に集計を行うこと。 
 また、外部委託のより積極的な活用、高度集計・

解析システムの活用等により効率化を図る。 
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イ 健康増進法第２７条第５項（同法第２９条第２項、

第３２条第３項及び第３２条の３第３項において準

用する場合を含む）の規定により収去した食品の試

験業務を的確に実施すること。対応可能な試験（収

去試験を含む。）について積極的に民間の登録試験機

関の活用が図られるよう、検査方法の標準化、検査

精度の維持・管理に一層重点的に取り組むこと。 
(2) 社会的・行政ニーズへの対応に関する事項 
ア 関連機関等と定期的な情報交換の場を設け、社会

的・行政ニーズを把握すること。 
イ ホームページ等を通じて国民からのニーズを把握

すること。 
(3) 国際協力、産学連携等対外的な業務に関する事項 
ア 国際協力の対外的な業務については、政府関係部

局との連携を強め、国際栄養協力体制を充実強化し、

特にＷＨＯ研究協力センターとして指定を受けて、

アジア地域における国際貢献と学術的ネットワーク

の構築を行うことにより、国際社会における役割を

果たすこと。 
イ 産学連携の対外的な業務については、政府関係部

局との連携を強め、産学連携推進機能の強化により、

産学連携をより一層進め、研究成果の社会への還元

と知的財産の獲得を目指すこと。 
(4) 栄養情報担当者(NR)制度に関する事項 
 栄養情報担当者(以下「NR」という。)認定制度につ

いては、既存の資格取得者の取扱い等について検討の

上、第三者機関への業務移管を行うこと。 
3. 情報発信の推進に関する事項 
(1) 研究所として総合的な情報発信を行うための体制

を強化し、対外的な業務の推進を図ること。 
(2) 研究所の活動状況に関する情報をホームページを

介して広く公開すること。 
(3) 研究所の諸活動及び研究業績については、研究所

報告やニュースレターの刊行及び電子メディアで

の配信により公開すること。 
(4) 研究所の諸規程、職員の公募等、必要な情報の提

供は、ホームページ等を活用し積極的に行うこと

により、その充実を図ること。 
 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する事
項 

 通則法第 29条第 2項第 2号の業務運営の効率化に関

する事項は次のとおりとする。 
1. 運営体制の改善に関する事項 
(1) 研究所の意思決定と運営を機動的かつ効率的に行

うことができるよう、役員組織と研究部門及び事

務部門との間の連絡を密にし、内部統制を強化す

ること。 
(2) 研究企画及び評価に関わる機能及び体制の強化を

図り、研究業務の包括的、計画的な実施を進める

こと。 
(3) 業務の確実な実施のため、各研究・業務に関する

内部進行管理及び評価を行うこと。 
(4) 法人運営に関して透明性を確保するとともに、国

民に向けての説明責任を全うするため、広報体制

を強化し、迅速な情報公開に努めること。 
(5) 外部資金の獲得に積極的に取り組むとともに、経

費節減や現況資源の有効利用を進めること。 
2. 研究・業務組織の最適化に関する事項 
(1) 業務効率化の観点から、研究部組織体制の見直し

を行い、その最適化を図ること。 
(2) 民間団体、大学、地方公共団体、他府省等におけ

る調査研究との相互補完を図る観点から、重複・

類似する研究を排除して研究の効率化を目指すと

ともに、他の研究機関との連携のあり方について

検討を行い、連携・交流を強化することにより組

織・研究の活性化を図ること。 
3. 職員の人事の適正化に関する事項 
(1) 重点的に行う研究及び法律に基づく業務に対して

適切に職員を配置し、効率的に研究業務を行うこ

と。なお、収去食品の試験業務における民間登録

試験機関での試験導入に伴う要員の見直し及び、

研究所におけるＮＲ認定制度業務の廃止に伴う要

員の合理化を図ること。 
(2) 研究職員の個人評価の結果を昇給・昇任等、給与

面に反映させること。 
(3) 研究職員の流動化計画に沿って原則公募制・任期

制により採用を行い、研究者層の向上を図ること。 
(4) 事務職員についても適切に評価を行い、資質の向

上と業務の効率化を図ること。 
4. 事務等の効率化・合理化に関する事項 
(1) 業務の効率化を図るため、事務書類の簡素化、電

子化、事務作業の迅速化を進めるとともに、定型

的な業務でアウトソーシング可能なものについて

は外部委託を行うこと。 
(2) 事務職員については、研修会やマネジメントセミ

ナー等を通じ、研究所経営への参加意識を高める

とともに、業務意識の高揚を図ること。 
(3) 業務の効率化を図るため、業務・システムの最適

化を図ること。 
5. 評価の充実に関する事項 
(1) 毎年度内部評価委員会において、主要な研究業務

に関して内部評価を実施すること。 
(2) 第三者による外部評価委員会により、年度計画の

事前及び事後評価を行うこと。 
(3) 評価に関する結果は、ホームページで公開するこ

と。 
(4) 研究職員について自己点検・評価を行うとともに、

できるだけ客観的な指標に基づく評価を毎年実施

すること。 
6. 業務運営全体での効率化 
(1) 一般管理費(運営費交付金を充当して行う事業に

係るもの。人件費は除く。)については、中期目標期間

の最終年度までに、平成 22 年度を基準として 10％以

上の削減を達成すること。 
(2) 人件費については、「簡素で効率的な政府を実現

するための行政改革の推進に関する法律」(平成 18 年

法律第 47 号)、「経済財政運営と構造改革に関する基本
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方針 2006」（平成 18 年 7 月 7 日）に基づき平成 18 年

度からの 5 年間で平成 17 年度を基準として 5%以上削

減するとした人件費改革の取組を平成 23 年度まで継

続すること。また、総人件費についても、政府におけ

る総人件費削減の取組を踏まえ、厳しく見直すこと。 
 併せて、研究所の給与水準については、国家公務員

の給与水準も十分考慮し、手当を含め役職員給与の在

り方について厳しく検証した上で、目標水準・目標期

限を設定してその適正化に計画的に取り組むとともに、

その検証結果や取組状況を公表すること。 
(3) 業務経費(運営費交付金を充当して行う事業に係

るもの。)については、中期目標期間の最終年度までに、

平成 22年度を基準として 5％以上の削減を達成するこ

と。 
(4) 契約については、「独立行政法人の契約状況の点

検・見直しについて」（平成 21 年 11 月 17 日閣議決定）

に基づく取組を着実に実施すること。 
 なお、研究事業に係る調達については、透明性が高

く効果的な契約の在り方を追求すること。 
 

第４ 財務内容の改善に関する事項 
 通則法第 29条第 2項第 4号の財務内容の改善に関す

る事項は、次のとおりとする。 
1. 外部研究資金その他の自己収入の増加に関する事

項 
(1) 運営費交付金以外の競争的研究資金については、

中期目標期間の最終年度までに研究資金の 50%以

上の獲得を達成すること。 
(2) 各種研究から生じる知的財産(特許権等)の有効活

用及び研究成果等の社会への還元を目的とした出

版等を行うことにより、自己収入の増加を図るこ

と。 
2. 経費の抑制に関する事項 
(1) 各部門において、常勤職員の人件費も含めたコス

ト管理を四半期毎に行い、効率的な資金の運用と

コスト意識の向上を図ること。 
(2) 研究業務の集約化、アウトソーシング等により人

的資源の有効活用並びに経費の節減を図るととも

に、業務運営に係る経常的経費の削減を図ること。 
 

第５ その他の業務運営に関する重要事項 
 通則法第 29条第 2項第 5号のその他の業務運営に関

する重要事項は、次のとおりとする。 
(1) セキュリティの確保 
 「第 2 次情報セキュリティ基本計画」等の政府の方

針を踏まえ、適切な情報セキュリティ対策を推進

すること。 
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2. 独立行政法人国立健康・栄養研究所中期計画 
 

 独立行政法人通則法(平成 11 年法律第 103 号)第 29 条第 1 項の規定に基づき、平成 23 年 3 月 1 日付けをもって

厚生労働大臣及び内閣総理大臣から指示のあった独立行政法人国立健康・栄養研究所中期目標を達成するため、

同法第 30 条の規定に基づき、次のとおり、独立行政法人国立健康・栄養研究所中期計画を作成する。 
 
 平成 23 年 3 月 31 日 

独立行政法人国立健康・栄養研究所 
理事長 徳留 信寛 

 
（前文） 
 独立行政法人国立健康・栄養研究所(以下「研究所」

という。)は、人々の健康・栄養状態及び QOL(生活の

質)の向上への貢献という目的を踏まえ、短期的・中期

的・長期的な視点から重点的に行う研究課題を選択す

るとともに、研究所の社会的役割を踏まえつつ、独自

性の高い研究や将来に向けて発展が期待される萌芽

的・創造的な研究の推進に努める。 
 特に、生活習慣病予防対策等、国民の健康づくり施

策に科学的根拠を提供するための調査・研究を重点的

に行うとともに、アジア諸国における健康科学・栄養

学の発展に貢献すべく中心的役割を果たすよう努める。 
 

第１ 国民に対して提供するサービスその他
の業務の質の向上に関する事項を達成
するための措置 

1. 研究に関する事項を達成するための措置 
(1) 国の生活習慣病対策等の施策としてより効果的な

反映が見込まれる研究に関する事項を達成するた

めの措置 
 研究所の独自性を発揮するとともに、厚生労働省及

び地方自治体等における健康づくり施策に必要不可欠

な科学的知見を集積し、発信することを目的として、

以下の分野に特化・重点化して研究を行う。 
ア 生活習慣病予防のための運動と食事の併用効果に

関する研究 
 運動・身体活動や適切な食事による生活習慣病の

一次予防、身体活動や食事といった環境因子と遺伝

的因子の相互作用の解明、並びに運動と食事とによ

るテーラーメード予防法に関して、ヒトを対象とし

た試験、動物や細胞等を用いた実験を行う。特に安

全で効果的かつ実効性のある一次予防策開発に資す

る調査及び研究に特化・重点化する。 
a  運動・身体活動や適切な食事による生活習慣病

予防、運動と食事指導の併用効果等について、実

験的、疫学的、文献的な調査及び研究を行う。こ

れにより食事摂取基準、運動基準等を策定するた

めの科学的根拠を提示する。 
b  ヒトを対象として、遺伝因子と各栄養素摂取量、

身体活動量、エネルギー代謝等との関係を明らか

にし、生活習慣病発症の遺伝、環境リスクの相互

作用を解明する。 
c  遺伝子改変動物を用いて、運動や食事指導によ

ってメタボリックシンドローム及び生活習慣病が

いかに予防されるのかを、遺伝子解析等による分

子レベルでの機序解明を試み、運動と食事指導に

よる生活習慣病のテーラーメード予防法の開発に

資する科学的根拠を提示する。 
イ 日本人の食生活の多様化と健康への影響、及び食

生活の改善施策に関する栄養疫学的研究 
 日本人の食生活の多様性を科学的に評価するため

の指標及び調査手法を開発し、それが健康に及ぼす

影響について疫学的な調査及び研究を行う。また、

それらに基づく食生活改善法の開発と施策への提言

を行う。特に日本人の食事摂取基準等の科学的根拠

となるデータの蓄積と｢健康日本 21｣の評価及び次

期「健康づくり運動」策定への応用を目指す。 
a  栄養に関する実践において最も基本的かつ重要

な指針である「食事摂取基準」について、平成 25
年度に予定される改定作業開始に向け、系統的レ

ビューを平成 24 年度まで重点的に行う。また、今

後の改定に向けて、ヒトを対象とした疫学的研究

及び基本的情報の収集等を継続的に行う。 
b  「健康日本 21」の最終評価及び次期「健康づく

り運動」の策定に向けた、効果的で実効性のある

運動・食事指導プログラムの開発と普及、国及び

地方自治体等の施策の推進に資する研究を行うこ

とが重要であることから、これらの手法の開発、

国民健康・栄養調査の機能強化及びデータ活用に

資する検討を行う。 
ウ 「健康食品」を対象とした食品成分の有効性評価

及び健康影響評価に関する調査研究 
 「健康食品」に含まれる食品成分の有効性及び健

康影響に関して、実社会における使用実態等を把握

するとともに、ヒトに対する影響を評価する手法を

開発する。その結果を幅広く公開し、「健康食品」に

関わるリスクコミュニケーションに資するデータベ

ースの更新及び充実を継続して行う。 
a  「健康食品」等の健康志向に基づく食品の使用

実態等の情報を収集・把握し、食品表示並びに食

品成分の健康影響に関する調査研究を実施する。 
 また、「健康食品」摂取の安全性に関しては、動

物実験及び細胞実験等による健康影響評価研究を

実施し、これらに関する情報発信を行う。 
b  「健康食品」に関する正しい知識の普及と健康

被害の未然防止並びに拡大防止を目的に、公正で

科学的な健康食品の情報を継続的に収集・蓄積し、

それらの情報を効果的に国民に提供する。また、
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「健康食品」の利用実態や有害事例に関連した調査

研究を行う。 
エ 研究所の研究能力を向上させ、将来、その応用・

発展的な展開を可能とするために、関連研究領域に

おける基礎的・独創的・萌芽的研究を行う。 
オ 小児から高齢者までの生涯にわたるライフステー

ジに応じた間断ない食育をより効果的に推進するた

めの調査研究を行い、その成果を専門家（管理栄養

士等）のみならず広く国民に情報提供し、行政機関

等と協調して食育を推進する。 
(2) 研究水準及び研究成果等に関する事項を達成する

ための措置 
ア 論文、学会発表等の促進 
 調査及び研究の成果の普及を図るため、学術誌へ

の学術論文の投稿、シンポジウム、学会等での口頭

発表を行う。 
 これらについては、中期目標期間内に、学術論文

の掲載を 400 報以上、口頭発表を 1,000 回以上行う。 
 なお、口頭発表は、海外においても積極的に行う。 

イ 講演会等の開催 
 健康・栄養関連の専門家向けのセミナー、幅広い

人々を対象とした講演会等をそれぞれ年 1 回以上開

催し、調査及び研究の成果を社会に還元する。 
 また、関係団体が実施する教育・研修プログラム

への職員の派遣を積極的に推進する。 
 一般及び専門家からの電話、メール等による照会

等に対し、適切に対応する。 
ウ 開かれた研究所への対応 
 幅広い人々に研究所の業務について理解を深めて

もらうことを目的に、年 1 回オープンハウスとして

研究所を公開する。 
 また、健康と栄養に興味を抱かせ、将来、栄養学

研究を担う人材の育成に資するよう、「総合的な学習

の時間」による中学・高校生等の見学を積極的に受

け入れる。 
(3) 研究実施体制等の整備に関する事項を達成するた 

めの措置 
ア 研究・業務の効率的な実施という観点から、研究

員、研究補助員の配置を戦略的に行うとともに、重

点化する調査研究及び法定業務に研究業務費を適切

に配分し、確実な業務の執行に努める。 
イ 民間企業、大学、他の研究機関等との間で従前か

ら実施している共同研究に加え、新たな共同研究等

を積極的に推進するため、民間企業、大学等へ研究

所研究員を派遣するとともに、資質の高い研究員を

受け入れる。 
  また、非公務員化の利点を活用し、研究所が所有

する知的財産の活用、又は所有する情報等を用いた

共同研究を民間企業及び大学等と積極的に行うこと

とし、中期目標期間内に 60 件以上を目標とする。 
ウ 連携大学院、民間企業及び各種研究機関等から研

究員を年間 100 名以上受け入れ、研究所が所有する

情報・技術等を提供するとともに、研究員を広く大

学院や関係機関等に年間 100 名以上派遣し、研究所

の持つ情報・技術等を社会に還元する。 

 また、国内外の若手研究員等の育成に貢献するた

め、博士課程修了者、大学院生、他機関に属する研

究員等を継続的に受け入れるための体制の充実を図

る。また、連携大学を増やし、兼任教授の派遣を行

うとともに、若手研究員の指導・育成を行うため、

求めに応じ、研究所研究員を他機関へ派遣する。 
エ 施設・設備について、自らの研究実施のために実

効的に活用するとともに、「独立行政法人国立健康・

栄養研究所設備等利用規程」に基づき、大学、他研

究機関との共同研究等での外部研究者等の利用に供

する。 
2. 法律に基づく業務、社会的・行政ニーズ、国際協

力等に関する事項を達成するための措置 
(1) 健康増進法に基づく業務に関する事項を達成する

ための措置 
ア 国民健康・栄養調査の集計事務については、政策

ニーズに対応した迅速かつ効率的な集計を行う。具

体的には、当該年度の集計事務を調査票のすべてを

受理してから 7 ヶ月を目途(ただし、調査項目に大幅

な変更が生じない場合に限る。)に行う。 
 また、外部委託、高度集計・解析システムの活用

等により、効率的な集計を行うことにより、経費の

削減を図る。 
 さらに、都道府県等が行う健康・栄養調査に対す

る支援を含めて関連する技術的な事項について、研

究所がより積極的に対応する。  
イ 健康増進法第２７条第５項（同法第２９条第２項、

第３２条第３項及び第３２条の３第３項において準

用する場合を含む。）の規定により収去した食品の試

験業務を的確かつ迅速に実施する。 
 上記の試験並びに特別用途食品の許可に係る試験

業務について、分析技術の確立した試験については、

登録試験機関間における検査の精度管理に努める。 
 また、分析技術の確立していない特定保健用食品

の関与成分等の新たな食品成分への技術的対応につ

いては、他登録試験機関での応用も可能な分析技術

の規格化及び当該食品成分の標準品の開発の実現を

図る。さらに栄養表示基準における栄養成分につい

て、分析方法の改良を行う。 
(2) 社会的・行政ニーズへの対応に関する事項を達成

するための措置 
ア 健康・栄養に関連する団体、大学、民間企業等か

ら直接的に研究所に対する要望等を伺う機会を年 6
回程度設け、社会的ニーズを把握する。さらに、業

務関連行政部局との間で、定期的な情報及び意見等

を交換する場を設け、行政ニーズを把握する。 
 また、国、地方自治体、国際機関等より、専門的

な立場からの技術的な協力、指導等の求めには積極

的に応じて研究員を派遣し、研究所における調査及

び研究の成果が適切に施策等に反映できるよう努め

る。 
イ 研究所に対する意見、要望等をホームページやセ

ミナー等の参加者を通じて把握し、その内容を検討

し、可能な限り業務に反映させる。 
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(3) 国際協力、産学連携等対外的な業務に関する事項

を達成するための措置 
ア アジア諸国との間で、栄養調査、栄養改善及び健

康づくり等に関する共同研究において中心的な役割

を果たすとともに、国際協力の対外的業務について

政府関係部局との連携を強め、国際栄養協力体制を

充実強化する。特に WHO 研究協力センター（現在

申請中）の機能として、WHO 西太平洋地域におけ

る栄養調査の実施ならびに食事摂取基準や運動ガイ

ドラインの策定等の技術支援を行う。 
 また、研究者養成及び共同研究の促進を図るため、

「国際栄養協力若手外国人研究者招へい事業」により、

年間 2 名程度の若手研究者に研究所での研修機会を

提供するとともに、アジア地域の研究者を交えたシ

ンポジウムの開催等を行い、アジア地域における栄

養学研究基盤の強化に寄与する。 
イ 政府関係部局との連携を強め、民間企業、大学等

の複合的な連携を強化する。 
 これにより、研究所の研究成果と社会ニーズの橋

渡し、新たな展開・応用を図るとともに、知的財産

の獲得を積極的に行う。 
  また、調査及び研究の成果については、それらが

知的財産につながるかどうかのスクリーニングを行

い、中期目標期間内に 20 件以上の特許等の出願を行

う。 
  取得した特許権の実施を図るため、特許権情報の

データベースをホームページ上に公開する。 
(4) 栄養情報担当者(NR)制度に関する事項を達成す

るための措置 
 栄養情報担当者(以下「NR」という。)認定制度につ

いては、既存の資格取得者、資格取得を目指している

者及び栄養情報担当者養成講座の取扱い並びに移管に

伴う経過措置等について検討し、第三者機関へ業務を

移管する。  
3. 情報発信の推進に関する事項を達成するための措

置 
(1) 総合的な情報発信を効果的に実施するための内部

組織の連携を充実させ、対外的な業務の推進を図

るための組織整備を行う。 
(2) ホームページによって研究所の活動状況を積極的

に発信し、利用対象者を考慮した掲載内容の充実

に努める。ホームページアクセス件数は、中期目

標期間中、毎年 300 万件程度を維持させる。 
(3) 研究所の諸活動及び研究業績については、毎年度

1 回研究報告としてとりまとめるとともに、最新

の研究成果やトピックス等を紹介したニュースレ

ターを年 4 回刊行する。 
 また、これらについては、ホームページ上で公

開するとともに、電子メディアでの配信も行う。 
(4) 研究所の諸規程、職員の公募等、必要な情報の提

供は、ホームページ等の充実を図り、積極的に活

用を行う。 
 

第２ 業務運営の改善及び効率化に関する事
項を達成するための措置 

1. 運営体制の改善に関する事項を達成するための措  
置 

(1) 研究所の意思決定と運営を機動的かつ効率的に行

うことができるよう、役員組織と研究部門及び事

務部門との間の連絡調整を密にし、内部統制を強

化する。 
 また、研究所運営に対する研究所職員の意識を

高めるため、研究所運営に関する必要な情報の共

有化を図る。 
(2) 研究部門間での連携を強め、異なる研究分野から

の情報や研究手法を積極的に利用して戦略的な事

業の立案・実施を図る。 
(3) 調査及び研究業務の効率的かつ確実な推進を図る

ため、所内報告会等により各業務の進捗状況を把

握し、適切な評価を行い、その結果を計画的・効

率的な業務の遂行に反映させる。 
 また、所内イントラネットを活用し、業務の進

捗状況管理等の効率化を図る。 
(4) 独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法

律(平成 13 年法律第 140 号)に則り、積極的な情報

公開を行う。 
(5) 研究所の経営基盤の安定化のため、外部資金の獲

得に積極的に取り組むとともに、経費の節減や研

究所の所有する設備等の有効利用を進める。 
2. 研究・業務組織の最適化に関する事項を達成する

ための措置 
(1) 重点化する調査研究及び法定業務に関して、業務

量や集中的に遂行すべき時期等を勘案しながら研

究及び業務チームを組織する。 
 非公務員型の利点を生かして柔軟に組織の見直

し・改編を行うこととし、研究所の組織や研究内

容を国民により分かりやすくするため、従来のプ

ログラム、プロジェクト体制を研究部、研究室に

改組する。 
 また、組織の見直し・改編後、毎年、その効果

を検証するとともに検証結果を公表する。 
(2) 民間団体、大学、地方公共団体、他府省等におけ

る調査研究との相互補完を図る観点から、重複・

類似する研究を排除して研究の効率化を図る。他

の研究機関との連携のあり方について検討を行い、

研究員の連携・交流を進め、人材の養成と資質の

向上に努めることにより、組織・研究の活性化を

図る。 
3. 職員の人事の適正化に関する事項を達成するため

の措置 
(1) 重点化する調査研究及び法定業務に対して適切に

職員を配置し、効率的に研究業務を行う。 
なお、収去食品の試験業務における民間登録試

験機関での試験導入及び NR 認定制度業務の廃止

に伴う要員の見直しや合理化を図る。 
(2) 非公務員型のメリットを最大限に活かした柔軟な

人事システムを構築し、研究職員の個人評価の結

果を昇給・昇任等の処遇及び給与面に反映させる。 
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(3) 研究員の採用に当たっては、「独立行政法人国立健

康・栄養研究所における研究者の流動化計画」に

沿って、原則として公募制、任期付の採用を行う。 
 研究所が重点的に推進する調査及び研究業務が

着実に成果が挙げられるよう、資質の高い人材を

広く求める。また、資質の高い人材については、

任期中の実績評価に基づき、任期を付さない形で

の採用を行う。 
 さらに、外国人及び女性研究者が業務に従事し

やすい環境づくりを推進し、外国人及び女性研究

者の採用も可能な限り行う。 
(4) 事務職員の質の向上を図るため、研究員と同様に

評価を行うこととし、その評価システムとして研

究所の人事評価制度に基づく総合的評価を行い、

その結果を昇給・昇任等に反映する。 
※人事に関する指標 
 期末の常勤職員数は、期初の 100％を上限とする。 
(参考 1 ) 期初の常勤職員数 45 名 
     期末の常勤職員数 45 名(以内) 
(参考 2 ) 中期目標期間中の人件費総額 
     2,139 百万円(見込) 
 ただし、上記の額は、役員報酬並びに職員基本給、

職員諸手当、超過勤務手当、休職者給与及び国際派遣

職員給与に相当する範囲の費用である。 
4. 事務等の効率化・合理化に関する事項を達成する

ための措置 
(1) 業務効率化の観点から、事務の迅速化、簡素化、

電子化等を推進する。さらに、定型的な業務で外

部委託が可能なものについては積極的に進める。 
(2) 事務職員については、研究所で働く者として必要

な法令・知識を習得するための各種研修会やセミ

ナー等への参加を充実させ、職員が働きやすく自

己能力を最大限発揮できるような職場環境の整備

を推進する。 
 これにより、研究所経営への参加意識を高め、

職員の資質の向上及び業務効率化の一層の推進を

図る。 
(3) 業務の効率化を図るため、業務・システムの最適

化を図る。 
5. 評価の充実に関する事項を達成するための措置 
(1) 毎年度内部評価委員会を開催し、主要な研究業務

に関して、内部評価を実施し、研究業務の確実な

実施及び効率化に資する。 
(2) 柔軟かつ競争的で開かれた調査及び研究環境の実

現や経営資源の重点的・効率的配分に資するため、

外部の専門家等の評価者による外部評価を毎年度

2 回程度実施する。 
(3) 内部及び外部評価結果は、ホームページ上で公表

するとともに、組織や施設・設備の改廃等を含め

た予算・人材等の資源配分に反映させる等、調査

及び研究活動の活性化・効率化に積極的に活用す

る。 
(4) 研究員については、自己点検・評価を行うととも

に、可能な限り客観的な指標に基づき評価を行う。 
 また、理事長は自ら全研究員との面談を行い、

適切かつ公平な評価を行う。 
 さらに、評価の結果は各職員にフィードバック

するとともに、所内イントラネットを活用して、

各研究の研究業績を公開し、評価の透明性の確保

に努める。 
6. 業務運営全体での効率化を達成するための措置 
(1) 一般管理費(運営費交付金を充当して行う事業に

係るもの。人件費を除く。)については、中期目

標期間中、毎年度、2％以上削減し、中期目標期

間の最終年度までに、平成 22 年度を基準として

10％以上の削減を達成する。 
(2) 人件費については、「簡素で効率的な政府を実現

するための行政改革の推進に関する法律」(平成

18 年法律第 47 号)、「経済財政運営と構造改革に

関する基本方針 2006」（平成 18 年 7 月 7 日）に基

づき平成 18 年度からの 5 年間で平成 17 年度を基

準として 5％以上削減するとした人件費改革の取

組を平成 23 年度まで継続する。また、平成 24 年

度以降の総人件費についても、政府における総人

件費削減の取組を踏まえ、厳しく見直すとともに、

毎年度 1%以上の削減を行う。ただし、以下の人

員に係る人件費は、上述の人件費改革における削

減対象から除外する。 
   ① 国からの委託費及び補助金により雇用され

る任期付研究者 
   ② 運営費交付金により雇用される任期付研究

者のうち、国策上重要な研究課題（第三期科

学技術基本計画（平成 18 年 3 月 28 日閣議決

定）において指定されている戦略重点科学技

術をいう。）に従事する者及び若手研究者（平

成 17 年度末において 37 歳以下の研究者をい

う。）。 
   さらに、給与水準については、国家公務員の給

与水準も十分考慮し、手当を含め役職員給与の在

り方について厳しく検証した上で、その適正化に

計画的に取り組む。なお、職員の給与水準につい

ては、21 年度の対国家公務員指数が 97.4 である

ことを踏まえ、この水準を引き続き維持すること

として、その検証結果や取組状況を公表する。 
(3) 業務経費(運営費交付金を充当して行う事業に係

るもの。)については、中期目標期間中、毎年度、

1％以上削減し、中期目標期間の最終年度までに、

平成22年度を基準として5％以上の削減を達成す

る。 
(4) 契約については、以下の取り組みによりその適正

化を推進する。 
   ア 契約は、原則として一般競争入札等による

こととする。 
   イ 「随意契約等見直し計画」に基づく取組を

着実に実施し、その取組状況を公表する。 
   ウ 一般競争入札等により契約を行う場合であ

っても、特に企画競争や公募を行う場合には、

競争性、透明性が十分確保される方法により

実施する。 
   エ 会計監事による定期的な監査により、入
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札・契約の適正な実施について点検を受ける。 
   オ 契約監視委員会において、契約方式の妥当

性及び競争性確保のための改善方策の妥当

性等を事前審査する。 
 

第３ 財務内容の改善に関する事項を達成す
るための措置 

1. 外部研究資金その他の自己収入の増加に関する事

項を達成するための措置 
(1) 運営費交付金以外の競争的研究資金については、

中期目標期間中、研究資金の 50%以上を目標に積

極的な獲得を図り、外部研究資金、その他の競争

的資金の募集等に積極的に参加し、その増加に努

める。 
(2) 各種研究から生じる知的財産(特許権等)の有効活

用並びに研究成果、さらには国民健康・栄養調査

結果等の社会への還元を目的とした出版等を行う

ことにより、自己収入の増加を図る。 
 また、「独立行政法人国立健康・栄養研究所施

設・設備等利用規程」に基づき、地域住民等への

施設開放を行い、研究所の設備等の効率的な利用

に努め、併せて自己収入の増加に寄与する。 
2. 経費の抑制に関する事項を達成するための措置 
(1) 各部門において、常勤職員の人件費を含めたコス

ト管理を四半期毎に行い、効率的な資金の運用と

コスト意識の向上を図る。 
(2) 研究業務の集約化、アウトソーシング等により人

的資源の有効活用並びに経費の削減を図るととも

に、業務運営に係る経常的経費の削減を図る。 
 

第４ 予算(人件費の見積りを含む。)、収支
計画及び資金計画 

1. 予算 
   別紙 1 のとおり。 
2. 収支計画 
   別紙 2 のとおり。 
3. 資金計画 
   別紙 3 のとおり。 
 

第５ 短期借入金の限度額 
1. 限度額 
   100,000,000 円 
2. 想定される理由 
ア 運営費交付金等の受入れの遅延等による資金の不

足 
イ 予定外の退職者の発生に伴う退職手当の支給 
ウ その他不測の事態により生じた資金の不足 
 

第６ 重要な資産を譲渡、又は担保に供する
ときは、その計画 

 該当なし。 

 

第７ 剰余金の使途 
ア 研究環境の整備に係る経費 
イ 職員の資質向上に係る経費 
ウ 知的財産管理、技術移転に係る経費 等 
 

第８ その他の業務運営に関する重要事項を
達成するための措置 

(1) セキュリティの確保 
 情報システムに係る情報のセキュリティの確保に努

める。 
(2) 施設及び設備に関する計画 
 該当なし。 
(3) 積立金処分に関する事項 
 該当なし。 
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（別紙１） 
 中期計画（平成２３年度～平成２７年度）の予算

（単位：百万円） 

区          別 金     額

収入 
  運営費交付金 3,446 

 手数料収入 26

 受託収入 316 

 栄養情報担当者事業収入  32 

 寄附金収入  42 

 雑収入 24

 計 3,886 

支出 
 人件費 2,520 

   うち  基本給等 2,413 

         退職手当 107 

 一般管理費（光熱水料、図書館関係経費等） 397 

 業務経費 553 

  国民健康・栄養調査に関連するサーベイランスプログラム 50

  食品収去試験等業務 19

  栄養疫学プログラム 69

  健康増進プログラム 68

  臨床栄養プログラム 31

  基礎栄養プログラム 50

  食品保健機能プログラム 40

  国際栄養協力事業 37

  健康食品安全情報ネットワーク事業 102 

  健康栄養情報事業  87 

    

受託経費   416 

  特別用途食品表示許可試験費 26

  受託経費 316 

  栄養情報担当者事業経費  32 

  寄附研究事業費  42 

 計 3,886 

〔人件費の見積り〕期間中総額２，１３９百万円を支出する。

         ただし、上記の額は、役員報酬並びに職員基本給、職員諸手当、超過 
         勤務手当、休職者給与及び国際派遣職員給与に相当する範囲の費用である。 
〔運営費交付金の算定ルール〕：別紙１－１

（注）単位未満四捨五入処理のため、計において一致しないことがある。  
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（別紙 1－1) 
 

運営費交付金の算定ルール 
 
 平成 23 年度以降、次の算定式による。 
 

運営費交付金＝人件費＋一般管理費＋業務経費＋特殊要因－自己収入 

 
○ 人件費＝１人当たりの基本給等（A）＋任期付若手研究者に係る人件費（A’）＋退職手当（S） 

   Ａ：基本給、諸手当、共済組合負担金等の人件費（退職手当及び任期付若手研究者に係る人件費を除く）

をいい、次の式により算出する。 
 
    A＝〔｛（P1×α×β）＋（P2×β）＋P3｝×γ１〕 
     A ：当該年度基本給等 
     P1 ：前年度の基本給中昇給及び給与改定の影響を受けるもの 
     P2 ：前年度の基本給中給与改定の影響を受けるもの 
     P3 ：前年度の基本給中昇給及び給与改定の影響を受けないもの 
     α ：運営状況等を勘案した昇給原資率 
     β ：運営状況等を勘案した給与改定率 
     γ1 ：効率化係数（人件費）0.9898 
    A’＝任期付若手研究者に係る人件費 
    S ＝当年度の退職予定者及び前年度以前の予定外退職者に応じた当年度分退職手当額 
 
  ○ 一般管理費＝（一般管理費（B）×γ2×δ） 
     B  ：前年度一般管理費 
     γ2 ：効率化係数（一般管理費）0.979 
      δ ：消費者物価指数 
 
  ○ 業務経費 ＝（業務経費（C）×γ3×δ） 
     C  ：前年度業務経費 
     γ3 ：効率化係数（業務経費）0.9898 
     δ ：消費者物価指数 
 
  ○特殊要因＝法令等の改正等に伴い必要となる措置又は現時点で予測不可能な事由により発生する資金需要

であって、毎年度の予算編成過程において決定する。 
  ○自己収入＝設備使用料収入、印税収入等の直接事業を実施しない収入について、過去の実績を勘案し決定

する。 
 
〔注記〕 
 1． α、β、δについては、各年度の予算編成過程において、当該年度における計数値を決める。 
 2． 中期計画全般にわたる予算の見積に際しては、 
  ①α、β、δについては、伸び率を 0 と仮定した。 
  ②γ1（人件費の効率化係数）については、節減額 5％分を 0.9898％と仮定した。 
  ③γ2（一般管理費の効率化係数）については、節減額 10％分を 0.979％と仮定した。 
  ④γ3（業務経費の効率化係数）については、節減額 5％を 0.9898％と仮定した。 
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（別紙２） 
 平成２３～２７年度収支計画

（単位：百万円）

区          別 金     額

費用の部 3,910
 経常費用 3,910
 人件費 2,520
   うち  基本給等 2,413
         退職手当 107
 一般管理費（光熱水料、図書館関係経費等） 397
 業務経費 553
  国民健康・栄養調査に関連するサーベイランスプログラム 50
  食品収去試験等業務 19
  栄養疫学プログラム 69
  健康増進プログラム 68
  臨床栄養プログラム 31
  基礎栄養プログラム 50
  食品保健機能プログラム 40
  国際栄養協力事業 37
  健康食品安全情報ネットワーク事業 102
  健康栄養情報事業  87
    
 受託経費   416
  特別用途食品表示許可試験費 26
  受託経費 316
  栄養情報担当者事業経費  32
  寄附研究事業費  42
 減価償却費 24

収益の部 3,910
 運営費交付金収益 3,446
 手数料収入 26
 受託収入 316
 栄養情報担当者事業経費  32
 寄附研究事業費  42
 雑収入 24
 資産見返物品受贈額戻入 6
 資産見返運営費交付金戻入 18
純利益 －
目的積立金取崩額 －
総利益 －

〔 注 記 〕 当 法 人
 職 手 当 法 （

 に
昭 和

 お け
 ２ ８

る 退 職 手 当
年 法 律 第 １

 に
 ８

準 及
な る

 び
 が

 国 家 公 務
 、 そ の 全

ついては、役員退職手当支給基 員
退 ２号）に準じて支給することと 額
について運営費交付金を財源とするものと想定している。

（注）単位未満四捨五入処理のため、計において一致しないことがある。  
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（別紙３）

 平成２３～２７年度資金計画

（単位：百万円）

区          別 金     額

 資金支出 3,886
  業務活動による支出 3,886
  投資活動による支出 0

 資金収入 3,886
  業務活動による収入 3,886
   運営費交付金による収入 3,446

   手数料収入 26
   受託収入 316
    栄養情報担当者事業経費  32
    寄附研究事業費  42
   雑収入 24
    前期中期目標の期間よりの繰越金 0

（注）単位未満四捨五入処理のため、計において一致しないことがある。  
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3. 独立行政法人国立健康・栄養研究所年度計画 
 

 平成 23年度の業務運営について、独立行政法人通則法(平成 11年法律第 103号)第 31条第 1項の規定に基づき、

独立行政法人国立健康・栄養研究所年度計画を次のとおり定める。 
 
 平成 23 年 3 月 31 日 

独立行政法人国立健康・栄養研究所 
理事長 徳留信寛 

 
 
第１ 国民に対して提供するサービスその

他の業務の質の向上に関する事項を
達成するための措置 

１．研究に関する事項を達成するための措置 

(1)国の生活習慣病対策等の施策としてより効果的な

反映が見込まれる研究に関する事項を達成するた

めの措置 

ア 生活習慣病予防のための運動と食事の併用効果に

関する研究 
ａ 運動基準、食事摂取基準等の改定のための科学的

根拠の提示 
①運動基準 2006 で示された身体活動量、運動量、体力

の基準の妥当性について検討するための、大規模無作

為割り付け介入研究を実施する。 
②健康づくりのための運動基準 2006、エクササイズガ

イド 2006 改訂に資するための文献的研究を実施する。 
③食事摂取基準に資するために、様々な生活習慣病と

栄養摂取に関する文献的研究を実施する。 
④「特定保健指導」における身体活動量評価ならびに

身体活動・運動介入のプログラムを構築する。 
⑤様々な特性（職業、運動習慣、生活環境、年齢など）

を有する成人および小児を対象に、二重標識水法を用

いて、1 日当たりの身体活動レベルおよび総エネルギ

ー消費量のデータを蓄積する。それにより、食事摂取

基準における推定エネルギー必要量の改定に資する資

料を提供する。平成 23 年度は、特に座位中心の職業従

事者や中学生における身体活動レベルの評価法を確立

することを主な課題とする。 
⑥ヒューマンカロリメーターや活動量計などを用いて、

特に幼児・小学生の身体活動内容（特に強度や歩行活

動）を特定すること、身体活動がエネルギーバランス

に与える影響を検討することにより、肥満の予防や解

消に寄与する知見を獲得する。 
⑦人間ドック受診者を対象とした大規模コホート研究

を実施し、食事・身体活動・食行動意識、心理的要因

等と生活習慣病発症との関連性や、運動と食事の保健

指導効果について検討する。 
ｂ 生活習慣病発症における遺伝、環境リスクの相互

作用の解明 
①罹患同胞対法を用いた全ゲノム解析で２型糖尿病感

受性領域としてマップされ、遺伝子の同定に至ってい

ない染色体領域の解析や GWAS を用いて新たな２型

糖尿病感受性遺伝子を同定する。 
②複数のコホート研究において、これまでに明らかに

なった肥満や糖尿病関連遺伝子の生活習慣病発症への

寄与や、栄養・運動や食習慣との相互作用について明

らかにする。 
ｃ 遺伝子改変運動等を用いたテーラーメード予防法

開発にむけた科学的根拠の提示 
①高脂肪食が、糖尿病・メタボリックシンドロームを

発症する分子メカニズムを解明するために、既に作製

した遺伝子操作動物あるいは脂質過剰摂取生活習慣病

モデル動物を用いてインスリン分泌のメカニズムや肝

臓のインスリン抵抗性メカニズムについて検討する。

さらに運動におけるインスリン抵抗性改善メカニズム

について検討し、糖尿病・メタボリックシンドローム

の改善や予防法の開発につなげる。 
②マクロニュートリエント（脂質、炭水化物、蛋白質

等）の過剰、過少摂取で生じる生活習慣病の発症機序

とそれらの予防、治療法に関する研究を行う。身体活

動量増加とマクロニュートリエント摂取バランス、食

品成分による生活習慣病予防機序の研究を中心に行う。 
イ 日本人の食生活の多様化と健康への影響、及び食

生活の改善施策に関する栄養疫学的研究 
ａ 食事摂取基準策定のための栄養疫学研究及び基本

的情報の収集 
①「食事摂取基準」に資するために、2010 年版策定時

までの関係基礎資料をすべて収集・分類・解読し、デ

ータベースに登録する。また、策定の効率化や内容向

上を目的として、文献のエビデンステーブルを作成す

る。今後の策定や普及・啓発事業において、当該デー

タベースが十分活用されるよう、ホームページへの掲

載および厚生労働省及び関係諸機関に必要十分な資料

や技術の提供を行う。 
②「日本人の食事摂取基準」（2010 年版）の普及・啓

発事業に積極的に参画するとともに、普及啓発のため

の、ホームページ・書籍・資料・パンフレット等を作

成する。また、海外への発信も含めて、報告書や資料

の英訳等を進める。 
③食事摂取基準の策定に資する基礎資料を得るための、

ヒトを対象とした以下の栄養疫学研究および実験栄養

学研究を実施する。 
・地域在住高齢者及び介護施設入所者の栄養摂取状況

やビタミン・ミネラル栄養状態を調査する。 
・妊産婦の栄養摂取状態と骨代謝に関して、横断的・

縦断的に検討する。 
④栄養摂取状態の適切なアセスメント法を開発するた

めの研究を実施する。 
⑤食事に関連する生体指標（バイオマーカー）を確立

するために、栄養成分の健康影響について以下の研究
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を実施する。 
・ビタミン A 及びビタミン D に着目して分子レベルで

検討し、生体指標としての可能性を探る。 
・閉経後女性を対象に、ビタミン K2 の骨代謝マーカ

ー及びその他の生体指標に及ぼす影響を検討する。 
ｂ 国民健康・栄養調査の機能強化及びデータ活用に

関する検討 
「健康日本 21」の最終評価及び次期「健康づくり運

動」の策定に向けて、効果的で実効性のある運動・食

事指導プログラムの開発と普及を行うとともに、国民

健康・栄養調査の機能強化とデータ利活用を通じて、

個人の生活習慣の改善を環境面から支援するための施

策に資する研究を行う。 
国や地方自治体の要請や必要性に応じて、国民健

康・栄養調査ならびに自治体が独自に実施する健康・

栄養調査の機能強化やデータ活用に関する技術支援を

引き続き行う。 
ウ 「健康食品」を対象とした食品成分の有効性評価

及び健康影響評価に関する調査研究 
ａ 「健康食品」等の素材成分に関する情報収集及び健

康影響に関する調査研究 
①抗酸化物質を含有するいわゆる健康食品等について、

抗酸化力測定や消費者意識調査等による実態把握を行

う。また、いわゆる健康食品中に含まれる抗酸化物質

の大量摂取が健康に及ぼす影響について調査する。 
②微生物定量法が主たる分析法として設定されている

栄養成分に対する、効率的な分析法の開発を行い、妥

当性確認を行う。また、測定成分の曖昧さにより分析

法が確立されていない成分に関して、三大栄養素を中

心に検討を行う。               
③「健康食品」の表示並びに「健康食品」に含まれる

微量栄養成分の栄養生理学上の調査・研究を行う。 
④疾病モデル動物における「健康食品」素材の健康影

響評価を行う。また、医薬品の効果や安全性に対する

「健康食品」素材の影響を評価する。 
⑤「健康食品」に利用されている成分の論文情報を収

集し、メタ分析等によりその健康影響を評価する。 
⑥食事条件との関連でダイエット関連のハーブの安全

性を検討する。 
ｂ 「健康食品」に関する公正な情報の提供 
①『「健康食品」の安全性・有効性情報（hfnet）』サイ

トの掲載情報を継続的に更新するとともに、それらの

情報の効果的な発信等に関連した調査研究を行う。ま

た妊婦のサプリメント利用に関する調査と情報提供を

行う。 
②『特別用途食品・栄養療法エビデンス情報（fosdu）』
のサイトについても掲載情報を更新する。 
エ 研究能力の向上のための措置 
・他の研究機関における研究者との共同研究及び若手

研究者の責任ある立場での研究への参画を積極的に促

すことにより、研究所の研究能力を向上させ、その応

用・発展的な展開を図る。 
オ 効果的な栄養教育手法の開発 
①内閣府における第２期食育推進計画の実施について、

生涯にわたるライフステージに応じた食生活の問題点

について、調査分析を行い、より効果的な食育施策の

形成・提示に努める。 
②食育や栄養教育を推進する職能団体や自治体の事業

に対し、効果的な食育や栄養教育に関する情報を提供

しその活動を支援する。 
(2)研究水準及び研究成果等に関する事項を達成する

ための措置 

ア 論文、学会発表等の促進 
①研究成果については、できるだけ国際的な場での発

表を目指し、査読付き学術論文 80 報以上、口頭発表

200 回以上を行う。 
その際、原著論文については、インパクトファクタ

ーが２．０以上の学術誌に、30 報以上掲載されること

を目指す。 
 なお、若手研究者による優れた研究成果の発表に対

しては、競争的な事前審査により課題を選定し、海外

渡航費の付与を行う。 
②研究成果に係る著書・総説・解説を年間 200 報以上

行う。 
③国民の健康増進に寄与するため、調査研究の成果を

発表するための講演を 200 回以上行うほか、マスメデ

ィアによる報道が、50 件以上となるよう報道情報の収

集に努める。 
イ 講演会等の開催 
①「日本人の食事摂取基準（２０１０年版）」の普及・

啓発のための講習会等にひきつづき講師を派遣すると

ともに、資料提供・企画支援を行う。 
②一般向けの公開セミナー（第 13 回）を東京で開催す

る。研究で得られた成果を社会に還元するため、専門

家向けのセミナーを他機関との連携による開催を含め

２回程度行う。 
③管理栄養士・栄養士等の研修や生涯教育のプログラ

ムに対し、職員を積極的に派遣するとともに、連携も

含めそれらのプログラムの企画等への支援を 3 回程度

行う。 
④外部からの電話やメールを介した問い合わせに適切

に対応するとともに、問い合わせの多い事項について

はホームページ上の FAQ に反映させ、効率的な対応が

できる体制の整備をさらに進める。 
ウ 開かれた研究所への対応 
・オープンハウス（研究所公開）を実施し、運動実験

施設等における体験コーナーや食事・体力診断等を含

めて、当研究所の研究・業務内容をより多くの人々に

身近に知ってもらえるよう努める。また、所内見学等

に積極的に対応し、小学生や中高生が健康や栄養に関

して高い関心を持ち、正しい知識が普及出来る取り組

みを行う。 
(3)研究実施体制等の整備に関する事項を達成するた

めの措置 

ア 研究業務を効率的に実施するための効果的な人

員・予算の調整・確保 
①法律に基づく業務及び重点調査研究の担当部門に対

して、効率的に特別研究員や研究補助員を配置すると

ともに的確な予算配賦を実施し、戦略的かつ効率的な

研究に取り組み着実な研究成果を求める。 
②調査研究業務に付随する事務的作業の効率化を促進

するために事務部内の研究支援体制の充実を図る。 
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③運営費交付金をはじめ競争的資金などの予算につい

て、各研究業務の進捗状況及び費用並びに新たな課題

を勘案しながら柔軟に配賦を行うなど効果的な取り組

みを行う。 
イ 産学連携の推進 
①共同研究等を積極的に推進するため、民間企業、大

学等へ研究所研究員を派遣するとともに、資質の高い

研究員を受け入れる。 
②研究所が所有する知的財産の活用、又は所有する情

報等を用いた共同研究を民間企業及び大学等と積極的

に行うこととし、年間に 12 件以上を目標とする。 
ウ 将来の研究人材の育成 
①連携大学院、民間企業及び各種研究機関等から研究

員等を年間 100 名程度受け入れるとともに、当研究所

の研究員を大学院や関係機関等に年間 100 名程度派遣

し、研究所の持つ情報・技術等を社会に還元する。 
②連携大学院について、引き続き拡大を図るとともに

兼任教員を派遣し、互いの強みを活かした研究協力を

行う。 
③流動研究員制度や連携大学院制度を活用し、博士課

程修了者等の若手研究者や大学院生を積極的に受け入

れることにより、将来の研究人材の育成に資するとと

もに、研究所の研究機能の強化を図る。 
エ 施設・設備の有効活用 
①測定室、RI 室、動物飼育室、運動トレーニング室等

の各プログラムで共同で使用する施設・設備について

は、効果的に研究ができるよう環境を確保する。 
②｢独立行政法人国立健康・栄養研究所設備等利用規

程｣に従い、当研究所の施設・設備を利用して、他研究

機関の研究者・運動指導者と共同して運動による健康

増進効果に関する共同研究を実施する。 
 
２．法律に基づく業務、社会的・行政ニーズ、国際協

力等に関する事項を達成するための措置 

(1)健康増進法に基づく業務に関する事項を達成する

ための措置 

ア 健康・栄養調査の効率的実施 
国民健康・栄養調査の集計業務については、引き続き、

正確かつ効率的な集計を通して、結果発表までの期間

の迅速化を図る。また、データ収集に携わる行政の担

当者等に対して、技術講習、情報提供、研修教材等の

提供、標準的な調査ツールの提供などを通じて、積極

的な技術支援を行う。さらに、健康・栄養調査の効率

化を目指した専用ソフト（名称：食事しらべ）をアッ

プデートして自治体へ配布し、調査の全体の効率化も

目指す。 
イ 特別用途食品及び収去食品等の分析 
①消費者庁の特別用途表示の許可等に関わる申請に基

づく試験業務を期間内に実施するとともに、そのヒア

リングに適切に対応する。 
②健康増進法第27条第5項の規定に収去した特別用途

食品及び栄養表示がなされた食品の分析業務を、期間

内に実施する。 
③栄養表示基準における栄養成分の分析法について、

より適切な分析手法の検討を行う。また、試験検査機

器の有効利用及び整備の充実を図る。 
④登録試験機関間の分析精度管理体制を確立するため

の組織を構築する。 
⑤分析技術の確立していない特定保健用食品の関与成

分について、標準品の開発を行う。 
(2)社会的・行政ニーズへの対応に関する事項を達成す

るための措置 

ア 社会的・行政ニーズの把握 
①社会的ニーズを把握するため、健康・栄養に関連す

る団体、大学、民間企業等との意見交換会を年６回程

度実施し、連携を強化する。とくに、当研究所は国民

生活に密着した分野を対象としており、国民に研究成

果を還元することが重要であることから、第一線で活

躍している管理栄養士等から、具体的なニーズ等の把

握に努める。 
②行政ニーズを適時把握するために、厚生労働省生活

習慣病対策室・食品安全部、消費者庁食品表示課、内

閣府食育推進担当等と情報・意見交換を 1 回以上行い、

研究・業務等に公正中立な立場で適正に反映させる。 
③国、地方自治体、国際機関等からの技術的な協力依

頼に応えるとともに、行政ニーズを把握するため、各

種審議会、検討会の専門委員等として職員を積極的に

派遣する。 
イ ホームページを活用した国民ニーズの把握 
・国民、栄養専門職等からの意見、要望等を広く効率

的に把握するため、インターネット上の種々の仕組み

を活用した取り組みを行う。 
(3)国際協力、産学連携等対外的な業務に関する事項を

達成するための措置 

ア アジア地域における学術的ネットワークの構築 
①WHO 研究協力センター（申請中）としての体制を

整え、アジア・太平洋諸国における栄養、身体活動分

野での調査・研究ニーズの把握に努める。その一環と

して、WHO 等との協力関係を強化し、関連する国際

会議に研究員を派遣する。 
②アジア諸国との間で、栄養学研究の発展につながる

共同研究及び人材育成を積極的に行う。研究交流を推

進する観点から、国際栄養協力若手外国人研究者招へ

い事業を活用し、年間 2 名（バングラディシュ 1 名、

マレーシア 1 名を予定）の若手研究者を受け入れる。

また、フォローアップ共同研究助成事業により、これ

まで受け入れた研修生との共同研究や情報提供などを

引き続き推進する。 
③第 5 回アジア栄養ネットワークシンポジウムを開催

し、アジア諸国の研究機関との学術交流を通じたネッ

トワークづくりを進める。 
④GEMS/Food プログラム協力機関として、国民健康・

栄養調査の結果等、わが国の食事調査データの発信に

努める。 
⑤アジア諸国における栄養士制度・栄養士養成の現状

について調査・検討を行う。 
⑥当研究所の研究成果、わが国の栄養、運動施策上の

重要なガイドライン（食事摂取基準、エクササイズガ

イド等）について、英語版ホームページ上で情報発信

するとともに、データ提供等の支援を行い、海外から

のニーズに的確かつタイムリーに応える。 
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イ 産学連携等による研究成果等の社会還元  
・健康・栄養や食品開発等に関連する研究機関、民間

企業等との共同研究や受託研究、特許等の実用化等に

より、当研究所の研究成果やノウハウを具体的な商品

開発やサービスを通じて、社会に還元できるよう努め

る。 
・宇宙航空研究開発機構（JAXA）と連携して立ち上

げた「機能性宇宙食研究会」を産学連携のもと発展さ

せ、超高齢化社会に適用可能な機能性宇宙食の開発と

その応用を目的として、国際宇宙ステーション「きぼ

う」日本実験棟において機能性宇宙食を開発するため

のフィージビリティ研究を開始する。 
・知的財産権取得に適した研究について、その成果の

学会及び論文発表の前に掘り起こしを行い、戦略性を

持って年間 4 件程度の特許等の出願を行う。また、当

研究所の特許等に関する情報を、ホームページ上に公

開し、民間企業等へ積極的に技術の紹介を行う。 
(4)栄養情報担当者（ＮＲ）制度に関する事項を達成す

るための措置 

①栄養情報担当者（以下「ＮＲ」という。）認定制度に

ついては、第三者機関に移管を行うための問題点につ

いて検討を行うとともに第三者機関との移管に向けた

意見交換等を行う。 
②また、第三者機関に移管を行うまでの間、有資格者

及び資格取得を目指している者の不利益とならないよ

う、次の事業を実施する。 
・ＮＲのアドバイザリースタッフとしての質を維持向

上するための研修会 
・外部有識者の協力を得つつ、適正かつ公正なＮＲ認

定試験、ＮＲ認定資格確認試験及び登録等関連業務 
 
３．情報発信の推進に関する事項を達成するための措

置 

(1)総合的な情報発信及び対外的な業務の推進 

・外部に情報発信している複数のページについて、閲

覧対象者ならびに研究所内の業務を考慮した見直しを

行う。また、そのための委員会等の活動を充実させる。 
(2)ホームページによる活動状況の配信 

・提供情報を利用する団体や組織との連携を図ること

により、ホームページの閲覧回数の増加に努める。 
(3)研究・業務実績の情報提供 

・研究所の活動及び研究業績については、ホームペー

ジを介して迅速に情報提供するとともに、年１回研究

報告としてまとめて刊行する。トピック的な内容につ

いては『健康・栄養ニュース』を年４回(季刊)刊行し、

その電子媒体による配信により情報提供する。 
(4)ホームページ等を活用した積極的な情報開示 

・ホームページ等を活用して、研究所の諸規程、その

他の必要な情報開示を積極的に行う。 
 
第２ 業務運営の改善及び効率化に関する

事項を達成するための措置 
１．運営体制の改善に関する事項を達成するための措

置 

(1)効率的な組織運営のための内部統制の強化 

①研究所の意思決定と運営を機動的にかつ効率的に行

うことができるよう、以下の常設の会議及び委員会を

定期的にまたは必要に応じて開催し、研究業務の円滑

な推進を図る。 
・幹部会議 
・運営会議 
・研究企画委員会 
・研究倫理審査委員会 
・利益相反（ＣＯＩ）委員会 
・所内セミナー 
②研究業務遂行における内部統制の強化を図るため、

会計監査役員による定期的監査及び理事長による各研

究部・研究室、センターに所属する研究員に対する研

究状況に関するヒアリングを行う。 
③研究所内の情報共有と伝達を強化するため、上記会

議・委員会の内容及び必要な情報等につき速やかに所

内 LAN により研究所各員に周知を図る。 
④研究所における危機管理体制の強化を図るため、理

事長より各研究員に至る緊急の連絡体制を整え、年 1
回以上、訓練を行いその機動の確認を行う。 
(2)研究の企画及び評価機能の強化 

①研究部門間での連携を強め、戦略的な事業の立案・

実施に役立てるとともに国内外の最新の研究成果を知

ることができるよう、研究所セミナーを毎月 1 回以上

開催する。 
②研究企画委員会を定期的に開催し、研究部門間の相

互の意志疎通を図るとともに戦略的な事業の立案、推

進に役立てる。 
(3)円滑な組織運営のための業務の進捗管理及び評価 

①各研究室における研究及び業務については、各研究

部長及びセンター長が研究企画委員会或いは運営会議

で必要な報告を行う。 
②各研究部、センター及び研究室の研究・業務の進行

状況等については年 1 回または 2 回、所内公開の報告

会を行いその成果について評価を行う。 
③各研究・業務に関する内部進行管理を強化するため、

理事長による各研究部・センター及び研究室の研究員

に対するヒアリングを年 1 回以上行う。 
④所内 LAN の活用により、業務の進捗状況管理を行

うとともに、各研究部・センター間、事務部門との情

報の共有を促進する。 
(4)情報公開による透明性の確保 

・独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法律

（平成１３年法律第１４０号）に則り、文書を適正に管

理するとともに、適正な情報公開を行う。 
(5)積極的な外部資金の獲得及び資源の有効活用 

・競争的研究資金や受託研究など外部資金の積極的獲

得に取り組むとともに経費の節減や研究所が所有する

設備等の有効利用を推進する。 
 
２．研究・業務組織の最適化に関する事項を達成する

ための措置 

(1)効率的な調査研究業務を実施するための組織の最

適化 

①研究所の組織や研究内容を国民にわかりやすくす

るため、従来のプログラム、プロジェクト体制を研究

部、研究室体制に改組する。（別紙 1 のとおり） 
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②研究部、センター及び研究室体制のほか、特別な研

究及び業務については必要に応じて臨時にプロジェク

トチームを組織することにより業務の効率的遂行を期

する。 
③また、組織の改組後はその効果の検証を行い、その

検証結果を公開する。 
(2)民間団体、大学、地方公共団体、他府省等における

調査研究との相互補完を図る観点から、重複・類似す

る研究を排除するとともに、当研究所の特長を生かし

た研究を推進することにより、研究の効率化を図る。

他の研究機関との連携のあり方について検討を行い、

研究員の連携・交流を進め、人材の養成と資質の向上

に努めることにより、組織・研究の活性化を図る。 

 
３．職員の人事の適正化に関する事項を達成するため

の措置 

(1)重点化する調査研究及び法定業務に対応するため

の適正な人員配置 

①重点化する調査研究及び法律に基づき着実に実施す

べき業務については、研究補助員等を適切に配置する

など効果的な運用を行い、研究・業務の推進を図る。 
②一部の職員への過重な負担とならないよう、研究・

業務等の適正配分に努めるとともに、必要に応じて見

直しを行い、職員の健康の維持・増進につながる職場

環境づくりを目指す。 
 また、収去食品の試験業務における民間登録試験機

関での試験導入及びＮＲ認定制度業務の廃止に伴う要

員の見直しや合理化については、検討状況の推移を踏

まえつつ対応する。 
(2)研究員の業務の適正な評価 

①大学、民間企業等との多様な形態の連携が可能とな

るよう、起業を含め、民間企業、団体等との兼業につ

いても、当研究所の目的、理念に合致したものについ

ては積極的に行い、成果の社会還元を促進する。 
②各研究員の個人業績及び各プロジェクトの実績を適

正に評価し、昇給・昇任等に反映させる。 
(3)有能な研究員の登用 

①「独立行政法人国立健康・栄養研究所における研究

者の流動化計画」に沿って、研究員の採用にあたって

は、引き続き原則公募制、任期付の採用を行う。 
②任期付研究員については、任期中の実績評価を適正

に行い、任期を付さない職員としての採用を検討する。

任期付研究員の採用にあたっては、流動化計画に則る

一方、当研究所の長期的な展望との均衡を図りつつ、

研究や業務の性質、行政及び社会的ニーズに応じて、

柔軟な運用を行う。 
③外国人研究者や女性研究者の採用を積極的に行うと

ともに、研究業務に従事しやすい環境づくりとして、

引き続きフレックスタイム制の活用をはじめ、産休や

育児休業等の各種制度の活用を進める。 
(4)事務職員の適正な評価 

・事務職員についても、あらかじめ自己の達成目標を

設定させるとともに、達成目標を含む業務全般に対し

ての自己評価を含む総合的な人事評価制度に基づき、

個人面接を行い、直属上司及び総括上司の二段階評価

を実施する。評価の結果は、昇給・昇任等に反映させ

る。 
 
４．事務等の効率化・合理化に関する事項を達成する

ための措置 

(1)事務業務の効率化 

・業務の効率化を図るため、各種事務手続きの簡素化、

迅速化、電子化を図るとともに、業務内容を見直し、

外部委託が可能な業務については、費用対効果を勘案

しつつ積極的に推進する。 
(2)事務職員の資質向上 

・事務職員の資質向上を図るため、業務上必要とされ

る知識（知的財産、安全管理、会計・契約等）の技術

取得ができるよう、自己啓発や能力開発のための研修

に積極的に参加させる。また、職員が働きやすく自己

能力が最大限発揮できるよう、職場環境の整備を引き

続き図る。 
(3)業務システムの効率化 

・業務の効率化を推進するため情報総括責任者（ＣＩ

Ｏ）を中心に業務・システムの最適化・効率化を図る。 
 
５．評価の充実に関する事項を達成するための措置 

(1)内部評価の実施 

・各研究部、センター及び研究室の研究・業務につい

ては年 1 回または 2 回、報告会とともに評価を行う。

評価結果については、毎年度内部評価委員会を開催し

てその結果についての総括を行い、研究業務の確実な

実施と効率化を期する。 
(2)外部評価の実施 

・外部の専門家等の評価者による外部評価について、

毎年度 2 回程度実施する。 
(3)評価結果の公表 

①内部及び外部評価の結果はホームページ上で公表す

るほか、評価結果の内容については部や室の範囲にと

どまらず、非常勤職員を含めた全員に結果を伝え、研

究所に求められている方向性や課題等の共通理解を促

し、研究及び業務の内容改善等につなげる。 
②理事長等役員及び管理職は、これらの評価結果を踏

まえ、予算や人材等の研究資源の配分等に反映させ、

調査・研究活動を効率・活性化させる。 
(4)研究業績等の自己点検及び評価 

①各研究員においては、社会及び当研究所で求められ

ている自らの役割を充分認識した上で、当該年度にお

ける自らの調査研究及び業務の成果について、点検を

行う。その際、成果を客観的に整理・分析するために、

所内 LAN による「業績等登録システム」を活用する。 
②各研究員の評価は、人事評価マニュアルに基づき、

主に研究部内での貢献及び十分な成果の達成という視

点から各部長／センター長、研究企画評価主幹及び理

事長が行う。なお、任期付研究員については、任期中

の実績評価を行い、その結果をその後の採用等に反映

させる。 
 
６．業務運営全体での効率化を達成するための措置 

・一般管理費（運営費交付金を充当して行う事業に係

るもの。人件費は除く。）については、事務消耗品の一

括購入などにより削減に努め、平成 22 年度実績に比べ
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2％以上の削減を図る。 
・人件費（退職手当及び法定福利費等を除く。）につい

ては、適正な人事配置に努め、平成 22 年度実績に比べ

1％以上の削減を図る。 
 また、給与水準についても平成 21 年度のラスパイレ

ス指数（地域・学歴勘案）が 97.4 であることを踏まえ、

この水準を引き続き維持するとともにその結果を公表

する。 
・業務経費（運営費交付金を充当して行う事業に係る

もの）については、研究の重点化に伴い、業務の効率

化、コストの削減に努め平成 22 年度実績に比べ 1％以

上の削減を図る。 
・契約については、以下の取り組みによりその適正化

を推進する 
 ア 原則一般競争入札を行い、随意契約を行う場合

は真にやむを得ない場合とする。 
 イ 「随意契約等見直し計画」に基づく取組を着実

に実施し、その取組状況を公表する。 
 ウ 一般競争入札により契約を行う場合であっても、

競争性、透明性が十分確保される方法により実施

する。 
 エ 会計監事による定期的な監査により、入札・契

約の適正な実施について点検を受ける。 
 オ 契約監視委員会において、契約方式の妥当性及

び競争性確保のための改善方策の妥当性等を事

前審査する。 
 
第３ 財務内容の改善に関する事項を達成

するための措置 
１．外部研究資金その他の自己収入の増加に関する事

項を達成するための措置 

(1)外部研究資金の獲得 

①厚生労働省、文部科学省等の各府省や科学技術振興

機構等の機関が実施する公募型研究への課題の応募を

積極的に行う。その際、当研究所の目的等を勘案して、

競争力の高い研究課題であるか、また、他の研究機関

等との共同研究の中核であるかを重視する。 
②健康・栄養に関する調査・研究及び国や民間企業等

からの受託研究や共同研究、その他の業務については、

当研究所の目的やその後の発展性及び交付金事業とし

て行う研究を勘案しながら、それらに合致するものに

ついては積極的に受け入れ、自己収入の増加を図る。 
なお、外部研究資金の獲得にあたっては、過去２カ

年平均の 80％以上の件数の確保を目標とする。 
(2)知的財産の活用等による自己収入の確保 

①知的財産については、その出願や維持に係る費用を

勘案しながら、実施につながる可能性の高いものにつ

いて必要な維持を行い自己収入につなげる努力を行う。 
②研究成果及び国民健康・栄養調査結果および食事摂

取基準等の社会還元を目的に出版（研究所監修による

書籍、マニュアル、テキスト等）を行うことにより、

自己収入の確保につなげる。 
③施設の開放にあたっては、ヒトを対象とした研究へ

の参加、地域住民の健康づくりという視点を踏まえて

研究所設備の効率的利用を推進する。 

 
２．経費の抑制に関する事項を達成するための措置 

(1)効率的な資金の運用・管理 

・「無駄削減取組目標」のうち、特に無駄削減に向けた

職員の意識改革、行政コストの節減・効率化に掲げる

事項に係る取り組みを積極的に実施し、予算執行状況

の把握とともに、これら取り組み状況について、運営

会議で評価を行う。 
(2)研究業務の集約化 

・各研究部にまたがる研究の実施や、施設整備、スペ

ース等の共同利用により、人的資源、コスト削減につ

なげる。 
・データ入力、検体の定期検査などの人的コスト削減

につながるものについてはアウトソーシングを推進す

る。また契約にあたっては原則一般競争入札を行う。 
 
第４ 予算（人件費の見積りを含む。）、収支

計画及び資金計画 
１．予算 

  別紙２のとおり 
 
２．収支計画 

  別紙３のとおり 
 
３．資金計画 

  別紙４のとおり 
 
第５ その他の業務運営に関する重要事項

を達成するための措置 
(1)セキュリティの確保 

・「第２次情報セキュリティ基本計画」等の政府の方針

を踏まえ、適切な情報セキュリティ対策を推進し、セ

キュリティの確保に努める。 
 
第６ 平成２３年度独立行政法人国立健

康・栄養研究所行事等予定表 
別紙５のとおり 
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（別紙 1) 
 
研究所組織 
 
理事長─────────研究部門 
 
理 事─          ─ 栄養疫学研究部     ──── 国民健康・栄養調査研究室 
                             ── 食事摂取基準研究室 
  監事─                         
 
  監事─         ─ 健康増進研究部     ──── 運動ガイドライン研究室 
                             ── エネルギー代謝研究室 
研究企画評価主幹 ─                      
 
              ─ 臨床栄養研究部     ──── メタボリックシンドローム研究室 
                             ── 栄養療法研究室 
 
              ─ 栄養教育研究部     ──── 栄養ケア・マネジメント研究室 
                              ── 健康・栄養指導研究室 
                              ── 食育研究室 
 
              ─ 基礎栄養研究部     ──── 脂質・糖代謝研究室 
 
              ─ 食品保健機能研究部   ──── 食品分析研究室 
                             ── 食品栄養・表示研究室 
                             ── 食品機能研究室 
 
 
           ─ 情報部門 
 
              ─ 情報センター       ──── 健康食品情報研究室 
                              ── 栄養情報技術研究室 
                               
 
           ─ 対外部門 
 
              ─ 国際産学連携センター  ──── 国際栄養研究室 
                              ── 生物統計研究室 

── 研修・連携推進室 
           ─ 事務部門 
 
 
              ─事務部 ───────────── 庶務課 
                             ── 会計課 
                             ── 業務課 
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(別紙 2)  
  

年度計画（平成２３年度）の予算 
（単位：百万円）

区          別 金     額 
収入  

  運営費交付金 691
 手数料収入 3
 受託収入 63
 栄養情報担当者事業収入 20
 寄附金収入 8
 雑収入 5

 計 791

支出   

 人件費 501
   うち  基本給等 492
         退職手当  9
 一般管理費（光熱水料、図書館関係経費等） 83

 業務経費 113
    国民健康・栄養調査に関連する 
  サーベイランスプログラム 10

  食品収去試験等業務 4

  栄養疫学プログラム 14

  健康増進プログラム 14

  臨床栄養プログラム 6

  基礎栄養プログラム 10

  食品保健機能プログラム 8

  国際栄養協力事業 8

  健康食品安全情報ネットワーク事業 21

  健康栄養情報事業 18

   

    

受託経費 94

  特別用途食品表示許可試験費 3

  受託経費 63

  栄養情報担当者事業経費 20

  寄附研究事業費                                 8

              計 791

 
  （注）単位未満四捨五入処理のため、計において一致しないことがある。 
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(別紙 3)  
  

平成２３年度収支計画 
（単位：百万円）

区          別 金     額 
費用の部   
 経常費用 806
 人件費 501
   うち  基本給等 492
         退職手当  9
 一般管理費（光熱水料、図書館関係経費等） 83
 業務経費 113
    国民健康・栄養調査に関連する 
  サーベイランスプログラム 10

  食品収去試験等業務 4
  栄養疫学プログラム 14
  健康増進プログラム 14
  臨床栄養プログラム 6
  基礎栄養プログラム 10
  食品保健機能プログラム 8
  国際栄養協力事業 8
  健康食品安全情報ネットワーク事業 21
  健康栄養情報事業 18
   
 受託経費 94
  特別用途食品表示許可試験費 3
  受託経費 63
  栄養情報担当者事業経費 20
  寄附研究事業費  8
 減価償却費 15
  
収益の部 806
 運営費交付金収益 691
 手数料収入 3
 受託収入 63
 栄養情報担当者事業経費 20

 寄附研究事業費 8

 雑収入 5
 資産見返物品受贈額戻入  3
 資産見返運営費交付金戻入 12
純利益 －
目的積立金取崩額 －

総利益  －

   
  （注）単位未満四捨五入処理のため、計において一致しないことがある。 
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(別紙 4)  
  

平成２３年度資金計画 
 

（単位：百万円）

区          別 金     額 

    

 資金支出 791

  業務活動による支出 791

  投資活動による支出 0 

    

    

 資金収入 791

  業務活動による収入 791

   運営費交付金による収入 691

   手数料収入 3

   受託収入 63

    栄養情報担当者事業経費 20

   寄附研究事業費 8

    雑収入 5

   前期中期目標の期間よりの繰越金  0

    

  （注）単位未満四捨五入処理のため、計において一致しないことがある。 
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（別紙５） 
 

平成２３年度独立行政法人国立健康・栄養研究所行事等予定表 
 

平成 23 年 
 4 月 

 
 

 5 月  
6 月 
12 日（日） 

 
18 日（土）～19 日（日） 

   － 
    

 

○ 第８回独立行政法人国立健康・栄養研究所認定栄養情報担当
者認定実施試験 

○ 第６回食育推進全国会議（静岡県） 

○ 「平成 22 年度業務実績報告」を厚生労働省独立行政法人評価
委員会に、「平成 22 年度財務諸表等」を厚生労働大臣にそれぞ
れ提出。 

○ 「健康・栄養ニュース」（第 36 号）の発行 

 7 月 
   － 

 

○ 第８回独立行政法人国立健康・栄養研究所認定栄養情報担当
者認定試験合格者発表 

 8 月  

 9 月 
   － 

 

 

○ 「健康・栄養ニュース」（第 37 号）の発行  

○ 研究所一般公開（オープンハウス）             

 10 月 ○ 栄養情報担当者研修会 

 11 月 
   － 

○ 栄養情報担当者研修会 

○ 第９回独立行政法人国立健康・栄養研究所認定栄養情報担当
者認定試験受験資格確認試験 

 12 月 
   － 
   － 
    

 

○  「健康・栄養ニュース」（第 38 号）の発行 

○ 第９回独立行政法人国立健康・栄養研究所認定栄養情報担当
者認定試験受験資格確認試験合格発表 

平成 24 年 
 1 月 

 

 

 2 月 
 25 日（土） 

 
   － 
    

 

○ 第 13 回研究所主催一般公開セミナー・研究所公開業務報告会
（東京） 

○ 第９回独立行政法人国立健康・栄養研究所認定栄養情報担当
者認定試験実施要綱の公表 

 3 月 
   － 
   － 
   － 

 

○  外部評価委員会 

○ 平成 24 年度計画を厚生労働大臣へ提出 

○  「健康・栄養ニュース」（第 39 号）の発行 

 
 
 ◎ 運営会議は 8 月を除く毎月第 2 木曜日に開催する。 
 ◎  健栄研セミナーは原則、毎月第 3 木曜日に開催する。 
 ◎ 専門家向けセミナーを東京及び地方にて開催する。 
 ※ 実施日については、諸般の都合により変動があり得る。 
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4. 平成２３年度予算額 
 
支出   （単位：千円）

事   項 平成 22 年度
予  算  額 

平成 23 年度 
予  算  額 増△減額 

人件費 542,861 500,619 ▲42,242
 基本給・諸手当 456,630 437,853 ▲18,777
 共済組合負担金 46,983 47,731 748
 児童手当拠出金 501 566 65
 労働保険料 5,597 5,017 ▲580
退職手当 33,150 9,452 ▲23,698

一般管理費 80,529 77,670 ▲2,859
業務経費 115,347 112,847 ▲2,500
 栄養疫学研究 － 19,010 －
  国民健康・栄養調査研究 － 14,060 －
  食事摂取基準研究 － 4,950 －
 健康増進研究  － 17,366 －
  運動ガイドライン研究 － 8,816 －
  エネルギー代謝研究 － 8,550 －
 臨床栄養研究 － 10,919 －
  メタボリックシンドローム研究 － 5,869 －
  栄養療法研究 － 5,050 －
 栄養教育研究 － 6,565 －
  栄養ケア・マネジメント研究 － 2,102 －
  健康・栄養指導研究 － 2,097 －
  食育研究 － 2,366 －
 基礎栄養研究 － 7,093 －
  脂質・糖代謝研究 － 7,093 －
 食品保健機能研究 － 17,800 －
  食品分析研究 － 11,100 －
  食品栄養・表示研究 － 4,200 －
  食品機能研究 － 2,500 －
 情報センター － 21,714 －
  健康食品情報研究 － 12,691 －
  栄養情報技術研究 － 9,023 －
 国際産学連携センター － 12,380 －
  国際栄養研究 － 8,870 －
  生物統計研究 － 630 －
    産学連携推進 － 1,380 －
  WHO－CC 準備 － 1,500 －
受託経費 99,066 100,272 1,206
 特別用途食品表示許可試験費 6,037 3,440 ▲2,597
 受託経費 58,662 63,156 4,494
 栄養情報担当者事業経費 30,178 20,144 ▲10,034
 寄附金研究事業費 － 8,367 8,367
 形態計測講習会 － 392 392
 その他 4,189 4,773 584
支出計 837,803 791,408 ▲46,395

 平成２２年度の業務経費内訳は、平成２３年度に組織再編を行ったことから、「－」とした。 
収入   （単位：千円）

事   項 平成 22 年度 
予  算  額 

平成 23 年度 
予  算  額 増△減額 

運営費交付金 738,737 691,136 ▲47,601
手数料収入 6,037 3,440 ▲2,597
受託収入 58,662 63,156 4,494
栄養情報担当者事業収入 30,178 20,144 ▲10,034
寄附金収入 － 8,367 8,367
講習会収入 － 392 392
その他の収入 4,189 4,773 584
収入計 837,803 791,408 ▲46,395
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5. 平成 23 年度所内研究セミナー 
 

期日 演    題 所  属 

2011/5/19 

低酸素によって誘起される低体温反応の脳機構 大坂 寿雅  

(健康増進研究部) 

業務内容及び韓国国民健康・栄養調査の紹介 猿倉 薫子  
(栄養疫学研究部)  

栄養情報学の科学的根拠について 廣田 晃一  

(情報センター)  

6/16 

バイオマーカーとしてのリンパ球ビタミン C 梅垣 敬三 

(情報センター) 

非アルコール性脂肪肝発症機序と大豆タンパク質
の予防効果 

山﨑 聖美 

(基礎栄養研究部) 

日本人における身体活動量の現状と、評価法の問題
点 

田中 茂穂  
(健康増進研究部) 

国民健康・栄養調査データからみた食塩摂取量の地
域差に関連する要因 

西 信雄 
（国際産学連携センター） 

「健康食品の表示に関する検討会」及び「栄養成分
表示検討会」の論点と表示の国際的視点 

浜野 弘昭 
（国際生命科学研究機構） 

10/20 

β-カロテン開裂酵素BCMO1のレチノイン酸による
遺伝子発現制御機構の解析 

山内 淳  

(食品保健機能研究部) 

東日本大震災における栄養・食生活支援について 笠岡(坪山) 宣代 

(栄養疫学研究部) 

マクロファージの Irs2 の糖代謝調節における役割の
解明 

窪田 哲也 

(臨床栄養研究部) 

児童の食事摂取に対する学校給食の寄与について 
野末 みほ  

(栄養疫学研究部) 

10/25 
A brief overview of the 2011 DRI report on Calcium 

and Vitamin D 

A. Catharine Ross 

(The Pennsylvania 

 State University) 

11/17 

6か月間のトレーニングが男子長距離選手の好中球
活性と精神状況に及ぼす影響 

熊江 隆 

(健康増進研究部) 

簡便かつ迅速なビタミンＢ12 分析法の開発 松本 輝樹 

(食品保健機能研究部) 

大豆イソフラボンは閉経期 Hot Flash の頻度と重症
度を改善する‐無作為化比較試験のシステマティ
ックレビューまたはメタアナリシス 

卓 興鋼 

（国際産学連携センター） 
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12/1 A brief overview of the Korea National Health

and Nutrition Examination Survey (KNHANES) 

Oh Kyungwon 

(Korea Centers for Disease 

Control and Prevention) 

12/15 

第 33 回コーデックス栄養・特殊用途食品部会報告 石見 佳子 

(食品保健機能研究部) 

ALS 患者における DLW 法で測定した総エネルギー消

費量に基づく介入研究 

髙田 和子 

(栄養教育研究部) 

トレーニングが運動継続能力を向上させるメカニ
ズム 

三浦 進司 

(基礎栄養研究部) 

トランス脂肪酸の食品表示について 永田 純一 

(食品保健機能研究部) 

2012/1/19 

佐久肥満克服プログラムに於ける遺伝子多型解析につ

いて 

山田 晃一 

(栄養教育研究部) 

食事調査法からの食事摂取基準評価 現状とその問題

点‐ヨウ素‐ 

坪田（宇津木）恵  

(栄養疫学研究部) 

ビタミン Cの大量摂取が運動の有用性に及ぼす影響
竹林 純  

(食品保健機能研究部) 

中枢の IRS-2 の糖代謝調節における役割の解明‐脳

特異的 IRS-2 欠損マウスを用いて 

井上 真理子 

(臨床栄養研究部) 

2/7 

Salt Reduction Strategy in Australia 

Jacqui Webster 

(The George Institute for 

Global Health) 

Activity of Salt Reduction Committee, Japanese

Society of Hypertension 
三浦 克之（滋賀医科大学）

Introduction of Salt Reduction Program in Niigata

Prefecture 

村山 伸子 

（新潟医療福祉大学大学院） 

Introduction of “Project for Salt Reduction” 平田 研（MSL Japan） 

Salt Reduction Strategy in Japan: System Dynamics 

Approach 

西 信雄 

（国際産学連携センター） 

2/16 

男子大学生における朝食欠食と関わる要因について
中出 麻紀子 

(栄養疫学研究部) 

疾患発症予防に重要なマクロニュートリエント 
江﨑 治 

(基礎栄養研究部) 

筋トレと動脈スティフネス：メタアナリシス 
宮地 元彦 

(健康増進研究部) 

3/15 
運動すると脂肪が燃えるのはなぜ？ 

三浦 進司 

(基礎栄養研究部) 

食事摂取基準策定に携わって 
森田 明美 

(栄養疫学研究部) 
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6. 食品分析リスト（特別用途食品の分析） 
 
平成 22 年度において、特別用途食品の許可表示取得のために提出されたものについて分析した結果は次のとお

りである。分析方法等は健康増進法に記載されている。 
 

特別用途食品 申請者 商品名 

 
 
 

  

該当なし   
 
 
 

 
計 ０品目 

特定保健用食品 申請者 商品名 

 
 

  

特定保健用食品 
 

オルビス株式会社 おなかいきいきオリゴ 

特定保健用食品 
 

ビーンスターク・スノー株式会社 ミルクからのカルシウム 

特定保健用食品 
 

森永製菓株式会社 清祥茶房 VVYP 

特定保健用食品 
 

江崎グリコ株式会社 ポスカ＜クリアミント＞ 

特定保健用食品 
 

江崎グリコ株式会社 ポスカ＜ライチカモミール＞ 

特定保健用食品 
 
特定保健用食品 
 
 
 

よつ葉乳業株式会社 
 
ピジョン株式会社 

よつ葉プレーンヨーグルト 
 
お願いオリゴ 
 

 
 計 ７品目 

分析担当者：石見佳子、松本輝樹、竹林 純、津田治敏、山内 淳、永田純一、梅垣敬三、鈴木春奈、 
谷中かおる、鴨下 渚、石井真由美、町野（中村）礼 
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7. 海外出張 
 

出張者氏名 所 属 出張国 出張期間 渡 航 内 容 

西 信雄 国際産学連携センタ

ー 

オーストラリア・メ

ルボルン 

H23.4.9-4.15 Technical consultation 

on identifying 

approaches to control 

obesity へ出席 

武田和歌子 栄養教育研究部 タイ・バンコク H23.6.7-6.10 7th Asia Pacific 

Conference on 

Clinical Nutrition

での学会発表 

阿部 重一 研究企画評価主幹 タイ・バンコク H23.6.7-6.10 7th Asia Pacific 

Conference on 

Clinical Nutrition

での学会発表 

永田 純一 食品保健機能研究部 シンガポール・サン

テック市 

H23.7.13-7.17 XI ASIAN CONGRESS OF 

NUTRITION 2011 へ参加 

大河原一憲 健康増進研究部 アメリカ・デンバー H23.5.26-6.5 ACSM2011 への参加及び

発表・コロラド大学デン

バーでの研究打合せ 

大河原一憲 健康増進研究部 イギリス・リバプー

ル 

H23.7.5-7.10 16th annual Congress of 

the ECSS へ参加及び発表

村上 晴香 健康増進研究部 アメリカ・デンバー H23.5.31-6.5 アメリカスポーツ医学会

（ American College of 

Sports Medicine)での学

会発表及び情報収集 

田中 茂穂 健康増進研究部 アメリカ・デンバー H23.5.31-6.6 American College of 

Sports Medicine 58th 

Annual Meeting(第 58 回

アメリカスポーツ医学会

年次学会）への参加・発

表 

宮地 元彦 健康増進研究部 アメリカ・デンバー H23.5.31-6.5 ACSM Annual Meeting and 

World Congress on 

Exercise is Medicine に

て発表 

東泉 裕子 食品保健機能研究部 ニュージーランド

（ウェリントン・オ

ークランド・パーマ

ストンノース） 

H23.6.7-6.17 JENESYS ニュージーラン

ド青年派遣事業に参加 
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出張者氏名 所 属 出張国 出張期間 渡 航 内 容 

髙田 和子 健康増進研究部 アメリカ・デンバー H23.5.28-6.7 ACSM Annual Meeting and 

World Congress on 

Exercise is Medicine へ

参加及びシンシナティ大

学・サンフランシスコ領

事館での研究打合せ 

中出麻紀子 栄養疫学研究部 オーストラリア・メ

ルボルン 

H23.6.13-6.20 International Society 

for Behavioral 

 Nutrition and Physical 

Activity Annual Meeting

にて発表と参加 

田中 茂穂 健康増進研究部 マレーシア・クアラ

ルンプール 

H23.6.27-6.29 MASO(Malaysian 

Association for the 

Study of Obesity)2011 

Scientific Conference 

on Obesity のシンポジウ

ムおける講演 

石見 佳子 食品保健機能研究部 シンガポール H23.7.12-7.17 The XI Asian Congress of 

Nutrition にて発表 

東泉 裕子 食品保健機能研究部 シンガポール H23.7.12-7.17 The XI Asian Congress of 

Nutrition にて発表 

笠岡（坪山）

宜代 

栄養疫学研究部 シンガポール H23.7.12-7.17 The XI Asian Congress of 

Nutrition に参加 

髙田 和子 健康増進研究部 シンガポール H23.7.11-7.16 The XI Asian Congress of 

Nutrition での発表及び

参加 

西 信雄 国際産学連携センタ

ー 

スコットランド・エ

ディンバラ 

H23.8.8-8.12 第 19 回国際疫学会への

参加 

卓 興鋼 国際産学連携センタ

ー 

中 国 江 蘇 省 蘇 州

市・上海市 

H23.9.25-9.30 中国栄養学会主催シンポ

ジウムにて発表及び参加

三好 美紀 国際産学連携センタ

ー 

パプアニューギニ

ア・ヌク郡 

H23.9.25-10.8 現地調査実施のため 

薄井澄誉子 健康増進研究部 オランダ・マースト

リヒト 

H23.11.1-11.6 RACMEM2011 にて発表と

参加 

田中 茂穂 健康増進研究部 オランダ・マースト

リヒト 

H23.11.2-11.6 RACMEM2011 にて発表と

参加 
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出張者氏名 所 属 出張国 出張期間 渡 航 内 容 

西 信雄 国際産学連携センタ

ー 

中国・北京 H23.10.23-10.25 Workshop on Nutrition 

and Health Survey への

出席 

石見 佳子 食品保健機能研究部 ドイツ・フランクフ

ルト 

H23.11.11-11.18 第 33 回コーデックス会

議による栄養・特殊用途

食品部会及びワーキング

グループに出席 

窪田 哲也 臨床栄養研究部 カナダ･モントリオ

ール 

H23.11.18-11.22 2011 EPS Montreal 

International Diabetes 

Conference 

三好 美紀 国際産学連携センタ

ー 

ベトナム・ハノイ H24.1.5～1.8 ベトナムの栄養士教育制

度に関する打ち合わせ及

び第 5 回アジア栄養ネッ

トワークシンポジウムの

打ち合わせ 

野末 みほ 国際産学連携センタ

ー 

フランス・パリ H24.2.29～3.3 1st International 

Cinference on Nutrition 

and Growth にて発表 

石見 佳子 食品保健機能研究部 中国・北京 H24.2.3～2.5 日中健康栄養交流会会議

2012 にて講演 

三好 美紀 国際産学連携センタ

ー 

フィリピン・マニラ H24.1.16-1.18 WHO 西太平洋事務局にお

いて打ち合わせ 

西 信雄 国際産学連携センタ

ー 

フィリピン・マニラ H24.1.16-1.18 WHO 西太平洋事務局にお

いて打ち合わせ 

三好 美紀 国際産学連携センタ

ー 

韓国・ソウル H24.2.26-2.28 韓国との共同研究(NRF)

の打ち合わせ 
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8. 人事異動 
 
発令年月日 異動内容 氏  名 所属名（転入、転出先） 

    
H23.4.1 配置換・

併任 
芝池伸彰 健康増進研究部長併任 

H23.4.1 配置換・
併任 

 

阿部重一 栄養教育研究部長併任 栄養教育研究部栄養ケア・マネジメ
ント研究室長併任 栄養教育研究部健康・栄養指導研究室長
併任 

H23.4.1 併任 
 

森田明美 栄養疫学研究部長 

H23.4.1 併任 
 

西 信雄 国際産学連携センター研修・連携推進室長併任 国際産学連
携センターＷＨＯ－ＣＣ推進プロジェクトチーム長併任
栄養疫学研究部国民健康・栄養調査研究室長併任 

H23.4.1 配置換・
併任 

野末みほ 国際産学連携センター国際協力推進研究員 国際産学連携
センターＷＨＯ－ＣＣ推進プロジェクトチーム併任 栄養
疫学研究部国民健康・栄養調査研究室併任 

H23.4.1 配置換 猿倉薫子 栄養疫学研究部国民健康・栄養調査研究室 

H23.4.1 配置換 中出麻紀子 栄養疫学研究部国民健康・栄養調査研究室 

H23.4.1 配置換・
併任 

笠岡宜代 栄養疫学研究部食事摂取基準研究室長 国際産学連携セン
ター調整担当併任解除 国際産学連携センター研修・連携推
進室併任 

H23.4.1 配置換・
併任 

坪田 恵 国際産学連携センター国際協力推進研究員 国際産学連携
センターＷＨＯ－ＣＣ推進プロジェクトチーム併任 栄養
疫学研究部食事摂取基準研究室併任 

H23.4.1 配置換 山内 淳 食品保健機能研究部食品栄養・表示研究室 

H23.4.1 配置換 宮地元彦 健康増進研究部運動ガイドライン研究室長 

H23.4.1 配置換 田中茂穂 健康増進研究部エネルギー代謝研究室長 

H23.4.1 配置換 髙田和子 健康増進研究部エネルギー代謝研究室 

H23.4.1 配置換 熊江 隆 健康増進研究部主席研究員 

H23.4.1 配置換 大坂寿雅 健康増進研究部エネルギー代謝研究室 

H23.4.1 配置換 窪田直人 臨床栄養研究部長 

H23.4.1 配置換 原 一雄 臨床栄養研究部メタボリックシンドローム研究室長 

H23.4.1 配置換 井上真理子 臨床栄養研究部メタボリックシンドローム研究室 

H23.4.1 配置換 窪田哲也 臨床栄養研究部栄養療法研究室長 

H23.2.1 併任解除 梅垣敬三 情報センター健康食品プロジェクトリーダー併任解除 

H23.4.1 配置換 山田晃一 栄養教育研究部健康・栄養指導研究室 

H23.4.1 配置換 メリッサ・
メルビー 

栄養教育研究部食育研究室長 

H23.4.1 配置換 江崎 治 基礎栄養研究部長 

H23.4.1 配置換 三浦進司 基礎栄養研究部脂質・糖代謝研究室長 

H23.4.1 配置換 山崎聖美 基礎栄養研究部脂質・糖代謝研究室 
H23.4.1 配置換 千葉 剛 情報センター健康食品情報研究室 
H23.4.1 配置換・

併任 
石見佳子 食品保健機能研究部長 食品保健機能研究部食品栄養・表示

研究室長併任 
H23.4.1 配置換 竹林 純 食品保健機能研究部食品分析研究室精度管理担当研究員（主

任） 
H23.4.1 配置換 松本輝樹 食品保健機能研究部食品分析研究室長 
H23.4.1 配置違 永田純一 食品保健機能研究部食品機能研究室長 
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発令年月日 異動内容 氏  名 所属名（転入、転出先） 

H23.4.1 配置換 卓 興鋼 国際産学連携センター生物統計研究室長 
H23.4.1 配置換 廣田晃一 情報センター栄養情報技術研究室長 
H23.4.1 配置換 三好美紀 国際産学連携センター国際栄養研究室長 
H23.4.1 採用 

（転入）
藤村陽一 事務部庶務課長 

H23.4.1 採用 
（転入）・

併任 

横山光幸 事務部業務課ＮＲ担当係長 事務部業務課産学担当係長併
任 

H23.4.1 併任 橋本光彦 事務部庶務課人事・厚生係長併任 
H23.4.1 採用 

（転入）
渡邉靖之 事務部会計課契約担当係長 

H23.4.1 採用 
（転入）・

併任 

下竹大介 事務部業務課主事 事務部庶務課主事併任 

H23.4.25 併任 西 信雄 震災被災者健康・栄養調査プロジェクトチーム長併任 
H23.4.25 併任 笠岡宜代 震災被災者健康・栄養調査プロジェクトチーム併任 
H23.4.25 併任 宮地元彦 震災被災者健康・栄養調査プロジェクトチーム併任 
H23.4.25 併任 窪田哲也 震災被災者健康・栄養調査プロジェクトチーム併任 
H23.4.25 併任 三好美紀 震災被災者健康・栄養調査プロジェクトチーム併任 
H23.4.25 併任 野末みほ 震災被災者健康・栄養調査プロジェクトチーム併任 
H23.4.25 併任 猿倉薫子 震災被災者健康・栄養調査プロジェクトチーム併任 
H23.4.25 併任 中出麻紀子 震災被災者健康・栄養調査プロジェクトチーム併任 
H23.4.25 併任 坪田 恵 震災被災者健康・栄養調査プロジェクトチーム併任 
H23.4.25 併任 髙田和子 震災被災者健康・栄養調査プロジェクトチーム併任 
H23.4.25 併任 井上真理子 震災被災者健康・栄養調査プロジェクトチーム併任 
H23.4.25 併任 藤村陽一 震災被災者健康・栄養調査プロジェクトチーム併任 
H23.4.25 併任 森 信二 震災被災者健康・栄養調査プロジェクトチーム併任 
H23.5.2 退職 メリッサ・

メルビー 
栄養教育研究部食育研究室長 

H23.5.3 併任 阿部重一 栄養教育研究部食育研究室長併任 
H23.6.1 併任解除 芝池伸彰 健康増進研究部長併任解除 
H23.6.1 併任解除 阿部重一 栄養教育研究部栄養ケア・マネジメント研究室長併任解除 
H23.6.1 併任解除 石見佳子 食品保健機能研究部食品栄養・表示研究室長併任解除 
H23.6.1 昇任・併

任 
宮地元彦 健康増進研究部長に昇任 健康増進研究部運動ガイドライ

ン研究室長併任 
H23.6.1 昇任 髙田和子 栄養教育研究部栄養ケア・マネジメント研究室長に昇任 
H23.6.1 昇任 山内 淳 食品保健機能研究部食品栄養・表示研究室長に昇任 
H23.7.5 任期終了 芝池伸彰 理事 
H23.7.28 辞職 

（転出）
阿部重一 研究企画評価主幹（国立水俣病総合研究センター） 

H23.7.29 採用 
（転入）・

併任 

千村 浩 研究企画評価主幹 栄養教育研究部長併任 栄養教育研究
部健康・栄養指導研究室長併任 栄養教育研究部食育研究室
長併任 

H23.7.30 採用 
（転入）

金井雅利 理事 

H24.1.1 採用 佐藤陽子 情報センター健康食品情報研究室 
H24.3.1 併任解除 千村 浩 栄養教育研究部食育研究室長併任解除 
H24.3.1 採用 奥田奈賀子 栄養教育研究部食育研究室長 
H24.3.31 辞職 森田明美 栄養疫学研究部長（甲子園大学） 
H24.3.31 辞職 江崎 治 基礎栄養研究部長（昭和女子大学） 

 



 

90 独立行政法人 国立健康・栄養研究所研究報告 第 60 号（20011）

 
発令年月日 異動内容 氏  名 所属名（転入、転出先） 

H24.3.31 辞職 三浦進司 基礎栄養研究部脂質・糖代謝研究室長（静岡県立大学） 
H24.3.31 辞職 永田純一 食品保健機能研究部食品機能研究室長（福岡工業大学） 
H24.3.31 退職 

（転出） 
森 信二 事務部業務課長（厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部精

神・障害保健課長補佐） 
H24.3.31 退職 

（転出） 
橋本光彦 事務部庶務係長兼人事・厚生係長（国立感染症研究所総務課

庶務係長） 
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9. 特別研究員 
 

氏  名 所 属 部 期   間 
 

村上 晴香 

 

健康増進研究部 H 23. 4.1～24.3.30 

津田 治敏 食品保健機能研究部 H 23. 4.1～24.3.30 

今井 絵理 栄養疫学研究部 H 23. 4.1～24.3.30 

 東泉 裕子 食品保健機能研究部 H 23. 4.1～24.3.30 

中江 悟司 健康増進研究部 H 23. 4.1～24.3.30 

諏訪内浩紹 臨床栄養研究部 H 23. 4.1～24.3.30 

吉村 英一 栄養教育研究部 H 23. 9.1～24.3.30 

 
 



 

92 独立行政法人 国立健康・栄養研究所研究報告 第 60 号（20011）

10. 名誉所員 
 

氏  名 授与年月日 在職当時の職名 

印南  敏 H 10.4.1 食品科学部長 
宮崎 基嘉 H 10.4.1 基礎栄養部長 
宇津木良夫 H 10.4.1 病態栄養部長 
山口 迪夫 H 10.4.1 食品科学部長 
市川 富夫 H 10.4.1 応用食品部長 
伊東 蘆一 H 10.4.1 老人健康・栄養部長 
板倉 弘重 H 10.4.1 臨床栄養部長 
池上 幸江 H 11.4.1 食品科学部長 
小林 修平 H 11.7.1 所長 
江指 隆年 H 12.4.1 応用食品部長 
澤  宏紀 H 13.4.1 所長 
戸谷 誠之 H 13.4.1 母子健康・栄養部長 
樋口  満 H 15.4.1 健康増進研究部長 
岡   純 H 16.4.1 応用栄養学研究部長 
増田 和茂 H 16.8.1 理事 
田中 平三 H 17.4.1 理事長 

 



 

 Ⅳ 資      料 93

11. 客員研究員 
 

氏  名 所 属 部 期   間 研 究 内 容 

佐々木 敏 栄養疫学研究部 H23.4.1～24.3.31 栄養疫学研究 

渡邉 昌 栄養疫学研究部 H23.4.1～24.3.31 人間ドック受診者を対象

としたコホートにおける

生活習慣病発症要因に関

する研究 
由田 克士 栄養疫学研究部 H23.4.1～24.3.31 食事調査法の研究 

中谷 友樹 栄養疫学研究部 H23.4.1～24.3.31 国民健康・栄養調査のサン

プル代表性に関連する地

域特性に関する研究 
家光 素行 健康増進研究部 H23.4.1～24.3.31 生活習慣病一次予防に必

要な身体活動量・体力基準

値策定を目的とした大規

模介入研究 
真田 樹義 健康増進研究部 H23.4.1～24.3.31 生活習慣病一次予防に必

要な身体活動量･体力基準

値策定を目的とした大規

模介入研究 
田中 千晶 健康増進研究部 H23.4.1～24.3.31 子どもおよび成人におけ

る身体活動量の変動要因 
引原 有輝 健康増進研究部 H23.4.1～24.3.31 二重標識水法ならびに三

次元加速度計を用いた子

ども（小学生から中学生）

の身体活動量の評価 
二見  順 健康増進研究部 H23.4.1～24.3.31 ヒューマンカロリメータ

ーによるエネルギー消費

量測定に関する研究 
吉武  裕 健康増進研究部 H23.4.1～24.3.31 高齢者の身体的自立に必

要な体力および身体活動

水準に関する研究 
福  典之 健康増進研究部 H23.4.1～24.3.31 生活習慣病一次予防に必

要な身体的活動量・体力基

準値策定を目的とした大

規模介入研究 
緑川 泰史 健康増進研究部 H23.4.1～24.3.31 エネルギー消費量の変動

要因に関する基礎的研究 
山元 健太 健康増進研究部 H23.4.1～24.3.31 生活習慣病一次予防に必

要な身体的活動量・体力基

準値策定を目的とした大

規模介入研究 
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氏  名 所 属 部 期   間 研 究 内 容 

大島 秀武 健康増進研究部 H23.4.1～24.3.31 加速度計を用いた身体活

動量の評価に関する研究 
大森 豊緑 健康増進研究部 H23.4.1～24.3.31 効果的な健康づくり手法

の研究開発 
田畑 泉 健康増進研究部 H23.4.1～24.3.31 身体活動・運動と健康増進

について 
稲山 貴代 健康増進研究部 H23.4.1～24.3.31 車椅子利用者の身体活動

量評価手法の開発に関す

る基礎的検討 
仲 立貴 健康増進研究部 H23.4.1～24.3.31 子どもにおける身体活動

量と体力・身体組成の関連

門脇 孝 臨床栄養研究部 H23.4.1～24.3.31 各栄養素摂取量と遺伝子

多型の相互作用の検討・基

礎代謝に影響を与える遺

伝素因の研究 
門脇 弘子 臨床栄養研究部 H23.4.1～24.3.31 肥満・糖尿病予防と治療の

ために食後高血糖の改善

を得る食事内容の確立 
野田 光彦 臨床栄養研究部 H23.4.1～24.3.31 メタボリックシンドロー

ムにおける栄養摂取と膵

島の代謝・インスリン分泌

の関連に関する研究 
阿部 重一 栄養教育研究部 H23.9.1～24.3.31 効果的な栄養ケア・マネジ

メントシステムの構築 
メリッサ・メ

ルビー 
栄養教育研究部 H23.5.3～24.3.31 食育の文化的領域研究 

石渡 尚子 栄養教育研究部 H23.4.1～24.3.31 食育の文化的領域研究 

水野 正一 栄養教育研究部 H23.4.1～24.3.31 佐久地区での健診データ

活用に関する研究 
亀井 康富 基礎栄養研究部 H23.4.1～24.3.31 骨格筋の遺伝子発現調節

に焦点をおいた生活習慣

病の分子機構解明 
高橋真由美 基礎栄養研究部 H23.4.1～24.3.31 日本人糖尿病患者に於け

る食事、運動量の評価のた

めの予備的研究 
渡辺 光博 基礎栄養研究部 H23.4.1～24.3.31 分子制御によるメタボリ

ックシンドロームへのア

プローチ 
太田 篤胤 食品保健機能研究部 H23.4.1～24.3.31 骨粗鬆症予防における栄

養学的研究 
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氏  名 所 属 部 期   間 研 究 内 容 

呉   堅 食品保健機能研究部 H23.4.1～24.3.31 食品機能性成分が骨代謝、

脂質代謝に与える影響に

関する研究 
山田 和彦 食品保健機能研究部 H23.4.1～24.3.31 食品の栄養表示・健康表示

に関する調査研究 
矢野 友啓 食品保健機能研究部 H23.4.1～24.3.31 食品機能性成分の抗がん

活性評価に関する研究 
長田 恭一 食品保健機能研究部 H23.4.1～24.3.31 種々のポリフェノール成

分の摂取レベルに応じた

肝機能と代謝変動、ならび

に医薬品の作用に及ぼす

影響に関する研究 
山本 祐司 食品保健機能研究部 H23.4.1～24.3.31 生活習慣病におけるレチ

ノール結合タンパク質の

動態解析 
梅國 智子 情報センター H23.4.1～24.3.31 Ｗｅｂ上の栄養情報教育

に関する研究 
江指 隆年 情報センター H23.4.1～24.3.31 栄養素の栄養機能に関す

る研究 
橋本 洋子 情報センター H23.4.1～24.3.31 子供のサプリメント使用

に関する調査研究 
芝池 伸彰 国際産学連携センター H23.7.6～24.3.31 健康食品問題に関する社

会医学的研究 
溝上 哲也 国際産学連携センター H23.4.1～24.3.31 １）生活習慣病に関する栄

養疫学研究 
２）東南アジアの栄養疫学

研究者との共同研究 
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12. 協力研究員 
 

氏  名 所 属 部 期   間 研 究 内 容 

後藤 麻貴 栄養疫学研究部 H23.4.1～24.3.31 栄養全般が糖尿病・代謝に与

える影響につき、検討するこ

と 
鈴木 望 栄養疫学研究部 H23.4.1～24.3.31 運動と食事による生活習慣病

予防に関する大規模疫学研究

後藤 温 栄養疫学研究部 H23.4.1～24.3.31 糖尿病・生活習慣病予防に関

する大規模疫学研究 
細川 裕子 栄養疫学研究部 H23.4.1～24.3.31 メタボリックシンドロームを

対象とした実食型フードモデ

ルの有効性の検討 
菊池 有利子 栄養疫学研究部 H23.4.1～24.3.31 栄養士に関する日米比較研究

黒谷 佳代 栄養疫学研究部 H23.4.1～24.3.31 日本人における食事パターン

と肥満との関連の検討 
河嶋 伸久 栄養疫学研究部 H23.7.1～24.3.31 糖尿病・生活習慣病予防に関

する大規模疫学研究 
片山 利恵 健康増進研究部 

 
H23.4.1～24.3.31 生活習慣病一次予防に必要な

身体活動量・体力基準値策定

を目的とした大規模介入研究

河野 寛 健康増進研究部 
 

H23.4.1～24.3.31 生活習慣病一次予防に必要な

身体活動量・体力基準値策定

を目的とした大規模介入研究

鈴木 洋子 健康増進研究部 H23.4.1～24.3.31 視床下部性肥満動物（ＶＭＨ

破壊）の病態に関する研究 
別所 京子 健康増進研究部 H23.4.1～24.3.31 エネルギー消費量に関する研

究 
安田 剛 健康増進研究部 H23.4.1～24.3.31 フィットネスクラブにおける

サービス・プログラム開発に

おける指導･研究 
島田 美恵子 健康増進研究部 H23.4.1～24.3.31 生活習慣病一次予防に必要な

身体的活動量・体力基準値策

定を目的とした大規模介入研

究 
上野 優子 健康増進研究部 

 
H23.4.1～24.3.31 エネルギー消費量の評価につ

いて 
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高山 光尚 健康増進研究部 H23.4.1～24.3.31 生活習慣病一次予防に必要な

身体的活動量・体力基準値策

定を目的とした大規模介入研

究 
大森 由実 健康増進研究部 H23.4.1～24.3.31 生活習慣病一次予防に必要な

身体的活動量・体力基準値策

定を目的とした大規模介入研

究 
荒尾 裕子 健康増進研究部 H23.4.1～24.3.31 生活習慣病予防に対する保健

指導（特に運動・身体活動増

加）の効果に関する研究 
高崎 尚樹 健康増進研究部 H23.4.1～24.3.31 生活習慣病改善のための保健

指導（特に運動に主眼を置く）

に関する、実施方法・事業推

進手法に関する調査・研究 
濱崎 秀祟 健康増進研究部 H23.4.1～24.3.31 生活習慣病と運動療法の効果

について 
森本 友紀恵 健康増進研究部 H23.4.1～24.3.31 特定健診・保健指導に関する

研究 
丸藤 祐子 健康増進研究部 

 
H23.4.1～24.3.31 生活習慣病一次予防に必要な

身体的活動量・体力基準値策

定を目的とした大規模介入研

究 
朴 鐘薫 健康増進研究部 H23.4.1～24.3.31 肥満とエネルギー消費量との

関係について 
松下 由実 臨床栄養研究部 H23.4.1～24.3.31 メタボリックシンドロームプ

ロジェクト（各栄養素摂取量

と遺伝子多型の相互作用の検

討・基礎代謝に影響を与える

遺伝素因の研究） 
眞鍋 一郎 臨床栄養研究部 H23.4.1～24.3.31 エネルギー代謝の分子機構 

千葉 大成 食品保健機能研究部 H23.4.1～24.3.31 柑橘系フラボノイドに着目し

た骨粗鬆症予防に関する研究

吉本 弥生 情報センター H23.4.1～24.3.31 食品安全に関する情報の伝達

メカニズムの解明 
南里 明子 国際産学連携センター H23.4.1～24.3.31 ビタミン D と慢性疾患に関す

る疫学研究 
武田 和歌子 国際産学連携センター H23.7.1～24.3.31 成人病の肥満予防として「共

食」の効果とその社会文化的

ドメインの日韓比較 
 


